
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１７６）

県道鹿児島蒲生線道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

かわ

川
かみ

上
じょう あと

城跡
（鹿児島市川上町）

2013 年２月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書

（176）
　
川
上
城
跡
（
鹿
児
島
市
川
上
町
）

二
〇
一
三
年
二
月
　
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー



川上城跡全景

巻
頭
図
版





ংɹɹจ

　本報告書は，県道鹿児島蒲生線川上工区の道路拡幅工事に伴って，平成23年度に

鹿児島市川上町に所在する川上城跡で行われた発掘調査の記録です。

　川上城は，今から約650年前に築城されたと古い記録にはありますが，今回の調査

で検出された遺構や出土した遺物は，城が機能していた時代のものより以前のものが

ほとんどでした。

　古い時代のものでは黒曜石片や縄文式土器片，土師器などの遺物や建物跡と思われ

る遺構です。

　中でも，竪穴建物跡や大型の掘立柱建物跡，方形土坑などは川上城が築城される以

前にも，その地に人が住んでいたことを示すものです。

　また，城が機能していた時代の遺物としては刀子や古銭，中国産の越州窯系青磁，

現在の山口県で作られたと考えられている緑釉陶器などが出土しました。

　特に，越州窯系青磁や緑釉陶器は県内でも出土例の少ない遺物であり，どのような

ルートを経て川上城まで持ち込まれたかを解明することは今後の課題と言えるでしょ

う。

　これらのことから，川上地区には築城前から人が住んでいたことや，陶磁器などの

広域な流通ネットワークの中に入っていたことが伺い知れます。

　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，埋蔵文化財行政に

対する理解と御協力をいただくとともに，普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査にあたり多大な御協力をいただいた鹿児島県土木部道路建設課，鹿児

島地域振興局土木建築課，鹿児島市教育委員会，他関係各機関及び発掘調査・整理作

業に従事された皆さん，そして発掘調査に御理解をいただいた地域の皆様に厚くお礼

を申し上げます。

　　平成25年 2月

 鹿児島県立埋蔵文化財センター

 所　　長      寺　田　仁　志
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１　本書は，県道鹿児島蒲生線川上工区整備事業に伴う川上城跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県鹿児島市川上町３５１７番地ほか（字加栗山）に所在する。

３　発掘調査は，鹿児島地域振興局建設部土木建築課（事業主体）から依頼を受け，鹿児島県立埋
蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査事業は，平成２３年度に実施し，整理・報告書作成事業は平成２４年度に鹿児島県立
埋蔵文化財センターで実施した。

５　掲載遺物番号は通し番号であり，本文，挿図，表，図版の遺物番号は一致する。

６　遺物注記等で用いた遺跡記号は「川上」である。

７　挿図の縮尺は，挿図ごとに示した。

８　本書で用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

９　本書で使用した方位は，すべて磁北である。

10　発掘調査における遺構配置図等の図面作成の一部は，新和技術コンサルタントに委託した。

11　発掘調査における写真撮影は，調査担当者が行い，空中写真撮影は有限会社ふじたに委託した。

12　遺構図，遺物分布図の作成及びトレースは，吉元・有馬が整理作業員の協力を得て行った。

13　出土遺物の実測・トレースは，吉元・有馬が整理作業員の協力を得て行った。

14　出土遺物の写真撮影は，吉岡が行った。

15　本報告書に係る自然科学分析は株式会社加速器研究所に委託した。

16　本書の編集は，有馬が担当し，執筆の分担は次のとおりである。
　　第１・２章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉元輝幸
　　第３章
　　　　　　第１節・第２節・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉元輝幸
　　　　　　第３節（１）（２）・・・・・・・・・・・・・・・・・有馬孝一・吉元輝幸
　　　　　　第３節（３）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有馬孝一
　　　　　　第３節（４）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有馬孝一・吉元輝幸
　　第４章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・株式会社 加速器分析研究所
　　第５章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有馬孝一・吉元輝幸

17　本報告書に係る出土遺物及び実測図・写真等の記録は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管
し，展示・活用を図る予定である。
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1 　土器の法量の計測にあたっては，口縁部の残存状況の良好なものについて図面上で反転復元を行っ
た。それについては観察表中に（　）内に記入した。

2　黒色土器，赤色土器，スス付着のある土器については，次のように網掛けを入れた。

3　土器の調整痕は次のように表現した。

4　土師器の法量は以下のように計測した。

黒色土器

ナデ

ハケメ

椀

皿

皿（高台が付くタイプ）

工具ナデ

ミガキ

坏

ヘラケズリ

赤色土器 スス付着土器
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第 1節　調査に至るまでの経緯
　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた
め，各開発関係機関との間で，事業区域内における文化
財の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との
調整を図ってきた。この事前協議制に基づき，鹿児島県
土木部道路建設課（鹿児島地域振興局　建設部土木建設
課・以下道路建設課）は，鹿児島蒲生線整備事業を計画
し，事業地内における埋蔵文化財の有無について鹿児島
県教育庁文化財課（以下，文化財課）に照会した。
　この計画に伴い文化財課は，事業地が周知の遺跡であ
る川上城跡の範囲内にあることを確認した。この結果を
もとに，事業区間内の埋蔵文化財の取扱いについて，道
路建設課・文化財課・鹿児島県立埋蔵文化財センター（以
下埋文センター）の三者で協議を行い，埋蔵文化財の保
護と事業推進の調整を図るため，事業着手前に試掘調査
を実施することになった。
　試掘調査は，文化財課及び埋文センターが担当するこ
ととし，平成23年 6 月14日に実施された。その結果，遺
構・遺物の存在が確認された。
　そこで，再度三者で協議を行い，川上城跡について本
調査を実施することとなった。調査は埋文センターが担
当し，平成23年11月 7 日～平成24年 2 月 9 日（実働45日
間）にかけて実施した。
　ただし，民有地への取り付け道路部分については，鹿
児島市と合同で調査を行うこととした。
　なお，整理・報告書作成作業については平成24年度に
実施した。

第 2節　事前調査
1　試掘調査
調査体制
事 業 主 体　鹿児島県土木部道路建設課
　　　　　　鹿児島地域振興局建設部土木建築課
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調 査 統 括　鹿児島県教育庁文化財課
 課長　前原　浩一
調 査 企 画　鹿児島県教育庁文化財課
 課長補佐　平嶺　　浩
　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼
 埋蔵文化財係長　前迫　亮一
調 査 担 当　鹿児島県教育庁文化財課
 文化財主事　川口　雅之
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　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　主任文化財主事兼第一調査係長
 兼南の縄文調査室長補佐　東　　和幸
 文化財研究員　岩永　勇亮
調査協力者　鹿児島市教育委員会文化課
 指導主事　野邉　盛雅

第 3節　本調査
　本遺跡の本調査を，平成23年11月 7 日～平成24年 2 月
9 日の45日間にわたり実施した。
調査体制
事 業 主 体　鹿児島県土木部道路建設課
　　　　　　鹿児島地域振興局建設部土木建築課
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 所長　寺田　仁志
調 査 企 画 鹿児島県立埋蔵文化財センター
 次長兼総務課長　田中　明成
 次長兼南の縄文調査室長　井ノ上秀文
 調査第一課長　堂込　秀人
　　　　　　主任文化財主事兼第一調査係長
 兼南の縄文調査室長補佐　東　　和幸
調 査 担 当 鹿児島県立埋蔵文化財センター
 文化財主事　上床　　真
 文化財主事　吉元　輝幸
事 務 担 当 鹿児島県立埋蔵文化財センター
 総務係長　大園　祥子

第 4節　工事立会調査
　本遺跡の工事立会調査を，平成24年 2 月17日～ 3月26
日の期間に計 9日間にわたり実施した。
調査体制
事 業 主 体　鹿児島県土木部道路建設課
　　　　　　鹿児島地域振興局建設部土木建築課
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調 査 統 括 鹿児島県立埋蔵文化財センター
 所長　寺田　仁志
調 査 企 画 鹿児島県立埋蔵文化財センター
 次長兼総務課長　田中　明成
 次長兼南の縄文調査室長　井ノ上秀文
 調査第一課長　堂込　秀人
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　　　　　　主任文化財主事兼第一調査係長
 兼南の縄文調査室長補佐　東　　和幸
調 査 担 当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 文化財主事　上床　　真
 文化財主事　吉元　輝幸
事 務 担 当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 総務係長　大園　祥子
調査協力者　鹿児島市教育委員会文化課
 指導主事　野邉　盛雅
 主事　赤井　文人
 埋蔵文化財発掘調査専門員　長濱　武史
 埋蔵文化財発掘調査専門員　安栖　祐樹

調査の経過（日誌抄より）

)23õ1÷õ2ûɾ1÷õ2þ
　事前確認及び事前打ち合わせ
)23õ11õ1ɾ11õ2ɾ11õû
  プレハブ設置（日建リース工業）。
　㈱イシタケ（工事受注業者）によるＡ・Ｂ－ 1～ 3区
表土除去・一部の擁壁除去の立会。
)23õ11õþʙ11õ11
  調査開始。
　ベルトコンベア・レンタカーの搬入。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 9区掘り下げ。
　㈱イシタケ（工事受注業者）によるＡ・Ｂ－ 3～11区
表土除去・一部の擁壁除去の立会。
)23õ11õ1ûʙ11õ1ÿ
　Ａ・Ｂ－ 1～11区掘り下げ。
　土坑・溝状遺構検出・掘り下げ・実測。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 6区でピット検出。
　㈱イシタケ（工事受注業者）によるＡ・Ｂ－11～16区
表土除去・一部の擁壁除去の立会。
　寺田所長現場開始あいさつ（15日）。
　堂込課長現地指導（18日）。
　所内安全パトロール（18日・大園係長・永濱文化財主
事）。
)23õ11õ21ʙ11õ2ü
　土坑・畝状遺構掘り下げ・実測・写真撮影。
　Ａ・Ｂ－ 1～11区掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 5区ピット掘り上げ。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 3区壁面精査・土層断面実測。
H23.11.28
  Ａ・Ｂ－ 7～11区掘り下げ。ピット検出。古銭・青磁
稜花皿を検出。
)23õ12õüʙ12õĀ
　Ａ・Ｂ－ 7～13区掘り下げ。溝状遺構掘り下げ・実測・
写真撮影。

　Ａ・Ｂ－ 1～ 3区遺構配置図作成（ 1 /20）。一部の遺
構の半裁断ち割り。
　井ノ上次長現地指導（ 5日）。
)23õ12õ1Āʙ12õ22
　Ａ・Ｂ－ 7～16区掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 3区・13～16区コンタ図作成。
　Ａ・Ｂ－ 1～ 3区の一部の遺構の半裁断ち割り。
数カ所に下層確認トレンチ設定。重機で掘り下げを行う。
Ｂ－ 3区でアカホヤ層直下で遺構・遺物確認のため，一
部拡張して調査を行うが，広がりは確認されず。他のト
レンチではアカホヤ層以下では遺構・遺物は確認されず。
)23õ12õ2ýʙ12õ2þ
  Ａ・Ｂ－ 1～ 3 区検出の土坑 3基の掘り下げ・実測・
写真撮影。
　Ａ地区（Ａ・Ｂ－ 1～ 3区）の調査終了。
)2ûõ1õüɾ1õý
  実測委託業務開始（新和技術コンサルタント）
　Ａ・Ｂ－ 3～ 5区遺構精査・遺構配置図作成。
　Ａ－13・14区溝状遺構掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－ 7～16区掘り下げ。
)2ûõ1õ1÷ʙ1õ13
　Ａ・Ｂ－ 3～11区遺構（ピット・土坑）掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－13・14区下層トレンチ設定・掘り下げを行う。
下層からの遺構・遺物なし。
　所内安全パトロール（11日・冨田課長・光永文化財主
事）。
)2ûõ1õ1ýʙ1õ2÷
　Ａ・Ｂ－ 7～16区掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－ 3～11区遺構（ピット・土坑）掘り下げ。
　Ａ・Ｂ－ 3～ 5区で壁立建物検出。
　堂込課長現地指導（17日）。
　地元向け現地説明会（地域振興局主体）開催。参加者
30名（18日・13：10～14：00）。
　川上小学校 6年生見学会（地域振興局主体）開催。参
加者90名（ 3学級）。（20日・14：00～17：00）。
)2ûõ1õ23ʙ1õ2þ
　Ａ・Ｂ－ 9～12区掘り下げ。方形土坑・ピット等の遺
構を検出・掘り下げ・写真撮影・実測。
　作業員勤務終了（27日）。
)2ûõ2õ1ʙ2õĀ
　Ａ・Ｂ－ 9～12区遺構精査。
　土坑・方形土坑・ピット等の検出・掘り下げ・写真撮
影・実測。
　民有地への新規取り付け道路部分（Ｂ－ 2・ 3区）の
立会調査。ピット10基，土坑 1基を検出。調査終了　
（ 8日）。
　全面調査終了（ 9日）。
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工事立会調査
)2ûõ2õ1þ
　民有地への取り付け道路部分（Ａ・Ｂ－ 5・ 6区）の
立会調査。ピット10基検出。調査終了。
)2ûõ2õ22ʙ2õ2û
　民有地への新規取り付け道路部分（Ｂ－ 9～11区）の
立会調査。ピット40基，方形土坑 1基，溝状遺構，畝状
遺構を検出。調査終了。
)2ûõ3õ1üʙ3õ1ý
　民有地への取り付け道路部分（Ａ・Ｂ－ 8・ 9区）の
立会調査。ピット 1基，土坑 2基を検出。調査終了。
)2ûõ3õ21ʙ3õ22ɾ3õ2ý
　民有地への新規取り付け道路部分（Ｂ－13・14区）の
立会調査。野邉盛雅氏・赤井文人氏・長濱武史氏・安栖
祐樹氏（鹿児島市教育委員会）と合同で調査を行う。
　なお，調査中に課長・係長の指導，係長の支援を受けた。

第 5節　整理・報告書作成
　本報告書刊行に伴う整理・報告書作成作業は，平成24
年 1 月 5 日～ 7月30日にかけて鹿児島県立埋蔵文化財セ
ンターで行った。
　出土遺物の水洗い，注記，遺構内遺物と包含層遺物の
仕分け，遺物の実測・拓本，図面のトレース・レイアウ
トや原稿執筆等の編集作業を行った。整理・報告書作成
作業に関する調査体制は以下のとおり。

作成体制（平成24年度）
事 業 主 体　鹿児島県土木部道路建設課
　　　　　　鹿児島地域振興局建設部土木建築課
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 所長　寺田　仁志
調 査 企 画　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 次長兼総務課長　新小田　穣
 次長兼南の縄文調査室長　井ノ上秀文
 調査第一課長　堂込　秀人
 第二調査係長　大久保浩二
調 査 担 当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 文化財主事　吉元　輝幸
 文化財主事　有馬　孝一
事 務 担 当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
 主幹兼総務係長　大園　祥子
 主査　下堂薗晴美
報告書作成指導委員会 平成24年10月 9 日
 井ノ上次長ほか 7名

報告書作成検討委員会 平成24年10月15日
 寺田所長ほか10名
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第 1節　地理的環境
　本遺跡が所在する鹿児島市は，北は姶良市と薩摩川内
市，西は日置市・南さつま市・南九州市，南は指宿市，
東は錦江湾（鹿児島湾）を隔てた桜島が垂水市と接して
いる。県庁所在地である本市は，南九州の拠点都市（政
治・経済・文化等の中心地）であり，本県の人口の約 3
分の 1に相当する約60万人が居住している。（平成24年
4 月現在）
　次に，鹿児島市の市制の概要について簡略に述べる。
鹿児島市は，明治22（1889）年 4月 1日に日本で最初に
市制施行した31市の一つで，福岡市（約148万人），北九
州市（約98万人），熊本市（約73万人）に次ぐ九州第 4
位の人口（約60万人）を抱えた都市である（人口はいず
れも平成24年 4 月現在）。
　平成23（2011）年 3月12日には九州新幹線が全線開業
し，北部九州や関西方面とも短時間で結ばれた。それに
伴い，鹿児島中央駅周辺ではホテルやマンション等の大
型の建物が建ち，観光・経済面において今後のさらなる
発展が期待される。
　市街地は，鹿児島湾に流入している甲突川など 7つの
中小河川により形成された平野部にあり，その周辺は海
抜約100～300mの丘陵地帯（シラス台地）となっている。
本遺跡の所在する川上地域も，シラス台地により形成さ
れた丘陵地帯に位置する。
　川上地域は1889（明治22）年 4月 1日までは，川上村
と呼ばれていたが，町村制施行によって，鹿児島郡吉野
村，坂元村，下田村，岡之原村と合併して吉野村となっ
た。その後，1934（昭和 9）年 8月 1日に鹿児島市へ編
入された。
　川上地域は，九州縦貫自動車道の吉田ICへ向かう県
道鹿児島蒲生線及び九州縦貫自動車道が南北に貫き，本
地域における主要交通路となっている。
　川上城跡は，市街地中心部から北西部へ約 7㎞の内陸
部の鹿児島市川上町字加栗山に所在する。
　本遺跡付近には，北側から南側へと蛇行しながら流れ
る棈木川（あべのきがわ・下流で稲荷川と合流）を境と
して，東側は吉野台地，西側は岡之原・緑ヶ丘等の台地
が広がる。これらの台地は，河川の浸食作用によって大
小の開折谷が形成されており，その地形は複雑である。
　その複雑な地形を利用して築城されたのが中世の川上
城である。本丸の部分は九州縦貫自動車道により分断さ
れているものの，現在でも自然の要害である急峻な崖や
空堀，土塁などが残っている。
　平地が少なく，複雑で急峻な崖が多い地形のため，人
口の多くが川上小学校付近のわずかに開けた河岸段丘，
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そして吉野台地，緑ヶ丘団地，伊敷団地等に集中してい
る。山城としての川上城跡は，岡之原の台地の縁辺部が
南東方向へと突き出す部分に所在し，棈木川の右岸に位
置する。また，川上城跡の地形は，棈木川から段丘状に
なっており，今回調査した部分はその 2段目ないしは 3
段目ほどの県道沿いのやや平坦な部分にあたる。標高は
約150ｍである。
　川上地区における遺跡発掘調査は，鹿児島県教育委
員会が行った九州縦貫自動車道建設に伴う昭和50・51
（1975・76）年の加栗山遺跡・加治屋園遺跡での発掘調査，
平成 5（1993）年の鹿児島市教育委員会による川上城跡
の発掘調査が行われている。なお，鹿児島市教育委員会
が行った川上城跡発掘調査は川上城の「三の丸」にあた
る部分であり，今回行った調査位置とは異なる。
　今回の調査区は，以前調査された加栗山遺跡と重なる
地点ではあるが，県道沿いの狭い部分（県道の拡幅部分）
のみである。
　本遺跡で見られた地質の特徴として，アカホヤ火山灰
層以下の堆積状況が良好でないことが挙げられる。様々
な要因が考えられるが，本遺跡の地形が西から東に向
かって傾斜しているため，流失してしまったか，中世に
城の曲輪を作るために造成が行われた可能性が高い（成
尾英仁氏の御教示による。）
　
第 2節　歴史的環境
　川上城跡周辺には，多くの遺跡，文化財が存在する。
それらは，川上地区の歴史を知る上で 1つの手がかりと
なる。また，数は少ないものの，川上城に関する文献資
料も存在する。
　本稿では，川上地区周辺の遺跡の報告書及び，川上城
に関する文献資料をもとに，本遺跡周辺の歴史的環境に
ついて時代順に述べる。
1 　旧石器時代
　九州縦貫自動車建設に伴う加栗山遺跡と加治屋園遺跡
（現九州縦貫自動車道鹿児島料金所）の発掘調査は，県
単位で行った最初の大規模調査であった。
　加栗山遺跡は，旧石器時代後期の細石刃と石鏃を含め
約 7万点もの石器と集落跡が見つかった遺跡である。こ
のことから，加栗山遺跡は細石器文化の遺物量の多さと
縄文早期前半の集落形態が注目される遺跡である。石器
の出土量の多さから，当時は石器生産拠点であったと考
えられている。
　一方，加治屋園遺跡は，加栗山遺跡とほぼ同時代の遺
跡であり，薩摩火山灰層の下から出土した旧石器時代終
末期から縄文時代草創期の細石刃，細石刃核を主体とし，
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削器，掻器なども出土し，総数は約一万点に及ぶ。細石
刃に至っては，これまでとは異なった技法（扁平な板状
の凝灰岩質頁岩を数個に分割してそのまま細石刃を剥ぎ
取る特徴的な石器製作技術）で製作されたものが発見さ
れた。この技法は後に「加治屋園技法」と名付けられる
ことになる。それらの細石刃に伴い，土器片が114点出
土したことも注目される遺跡である。
　土器はそれまで縄文時代に入ってからの遺物と考えら
れていたことから，これら 2つの遺跡は旧石器時代から
縄文時代への移行期はいつ頃なのかという問題を提起し
た遺跡となった。
　なお，本地域ではシラスが厚く堆積するため，25,000
年前よりも古い遺跡・遺物は物理的に調査が不可能であ
ることもあって未発見である。
　今回の発掘調査においては，Ⅳ層上面で検出された黒
曜石の中に石核など旧石器時代のものと考えられる遺物
が出土している。これらは，流れ込みであると考えられ
る。
2 　縄文時代
　草創期については，加治屋園遺跡で出土している土器
が注目される。多くは無紋の土器であるが，三点はS字
状の粘土紐が取り付けられた「粘土紐貼り付け文土器」
と呼称される土器である。
　早期では，加栗山遺跡で早期前半の竪穴住居が17基，
連穴土坑26基，土坑48基，集石16基が検出された。これ
らの成果から加栗山遺跡は，上野原遺跡（霧島市），前
原遺跡（鹿児島市），定塚遺跡（曽於市）などとともに
南部九州を代表する縄文時代早期前半の集落遺跡として
位置づけられることになった。
　加栗山遺跡から出土した土器は，縄文早期前半の代表
的な土器であり，「加栗山式土器」として設定されている。
同遺跡からは，吉田式土器・石坂式土器・前平式土器も
出土している。前期では，加栗山遺跡でアカホヤ火山灰
上層部から曽畑式土器，加治屋園遺跡から轟式土器が発
見されている。中期は，加治屋園遺跡で条痕文土器・大
平式土器・並木式土器・岩崎下層式土器が出土している。
後期は，加治屋園遺跡から市来式系統の土器・西平式系
統の土器が発見されている。晩期については，加治屋園
遺跡で黒川式土器が出土している。
3 　弥生時代
　弥生時代の遺跡は，本地域にいくつか存在しているが，
実際に調査された遺跡はほとんどない。本遺跡からは，
入来Ⅱ式土器の破片が出土しているので，周辺には当該
時期の遺跡が存在する可能性がある。
4 　古墳時代
　加栗山遺跡からは，古代・中世の包含層中に混在した
かたちで，甕・壷・高坏の破片が出土している。なお，
本遺跡においても同様の出土状況が見られた。

5 　古代
　古代では牧小墓遺跡（ 6）で発見された須恵器製の蔵
骨器や，墓下遺跡（16）で発見された丸鞆などがある。
　加栗山遺跡・加治屋園遺跡では，土師器（甕・坏）・
須恵器（壺・瓶）などが出土している。
6 　中世以降
　この時期になると，文献にも遺跡周辺の地名である川
上（河上）及び下田などが登場する。応永11（1404）年
の『島津元久宛行状（旧記雑録）』に「鹿児島郡河上村」
が，正平13（1358）年の『島津氏久安堵状（山田文書）』
には鹿児島郡内「上伊敷・下田両村」がみえる。これが
川上・下田の文献の上での初見である。
　また，同時代史料ではないが，『鹿児島縣地誌備考』（明
治30【1897】年までに成立）などには，天文 4（1535）
年に「島津勝久が川上城を攻撃したが落城させられな
かった」という記述がみられる。川上城跡に関する記録
としてはこれが唯一のものである。中世の発掘調査の事
例として，加栗山遺跡と川上城跡が挙げられる。
　加栗山遺跡では，遺構としては掘立柱建物・土塁・柵
列・炉跡・井戸などが，遺物としては青磁・白磁・青花・
瓦質土器などが発見されている。
　平成 5（1993）年に鹿児島市教育委員会が行った川上
城跡の発掘調査では，ピット列等の遺構及び青磁・白磁・
青花・擂鉢などの遺物が発見されている。
　なお，この 2カ所の遺跡は，いずれも川上城跡の範囲
内におさまるもので，前者が本丸，後者が三の丸と推定
されている。
7 　近世・近代
　近世以降の周辺文化財として，川上小学校近くに所在
する寛保元（1741）年銘の田の神（県指定文化財）が地
元でよく知られている。その他に，元禄 4（1691）年に
磯別邸の泉水として使用されるために作られた取水口が
後に，享保 7（1722）年に島津斉彬が集成館事業のため
に改修したとされる「関吉の疎水溝」がある。
　近世以降の遺跡･遺構の発見例は多くないが，川上城
跡で発見された礎石建物跡・古石塔などは，近世以降の
ものであり当該時期の様相を探るうえでの史料になる。
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第 1図　周辺遺跡地図
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第 1表　周辺遺跡一覧表（14が川上城跡）
番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺物等 備考

1 中迫
鹿児島市岡之原
町丸岡中迫

台地 古墳～歴史 成川式･土師器 県埋文報（40）

2 北伏野
鹿児島市岡之原
町丸岡北伏野

台地 古墳 土器片

3 三重石塔
鹿児島市吉田町
宮之浦宮西

低地 近世 層塔（乙亥13年と判読）
（町）昭和46.8.15
町指定文化財

4
宮之浦八幡神
社跡

鹿児島市吉田町
宮之浦宮西

丘陵 中世（室町） 門神 2基・灯籠・社殿
｢嘉吉 3年｣ の記
載あり

5 宮後
鹿児島市吉田町
宮之浦宮後

河岸段丘 縄文晩期
昭和43～44年･
46年分布調査

6 牧古墓
鹿児島市吉田町
宮之浦牟礼谷の
牧

山地 平安
蔵骨器（須恵器）・土
師坏

｢鹿県考古学会紀
要｣

7 木ノ迫
鹿児島市川上町
下花棚木ノ迫

段丘 縄文～中世
縄文土器･土師器･須恵
器･青磁･染付･削器･石
斧

県埋文報（14）、
消滅　

8 西ノ前
鹿児島市川上町
下花棚西ノ前

台地 弥生～古墳 成川式土器

9 北ノ前
鹿児島市川上町
下花棚北ノ前

台地 弥生～古墳 成川式土器

10 尾立
鹿児島市川上町
上花棚尾立

台地 古墳 土器片

11 拾間原
鹿児島市川上町
川上拾間原

台地 古墳～歴史 成川式･土師器 県埋文報（40）

12 加治屋園
鹿児島市川上町
加治屋園

台地
旧石器、縄文
（早・中）

細石核・細石刃・塞ノ
神式・並木式・阿高式・
轟式・岩崎式・西平式

県埋文報（14）
市埋文報

13 加栗山
鹿児島市川上町
加栗山

台地
旧石器、縄文
（草～前）、中
世

細石核・細石刃・石坂
式・吉田式・前平式・
曽畑式・土師器・青磁・
白磁・染付・湯釜・石臼・
住居跡

県埋文報（16）
市埋文報（18）

14 川上城跡
鹿児島市川上町
加栗山

丘陵 中世 柱列･堀跡，土師器
市埋文報（18）
本報告書

15 横枕
鹿児島市川上町
野呂迫横枕

台地 古墳～歴史 成川式･土師器 県埋文報（40）

16 墓下 鹿児島市川上 台地 古墳～古代 土師器，鉄滓

17 中尾瀬
鹿児島市吉野町
帯迫中尾瀬

台地 縄文，古墳
成川式・黒曜石剥片・
チャート剥片

18 百人掘
鹿児島市吉野町
百人堀

台地 古墳  
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第 1節　調査の方法
1　発掘調査の方法
　今回発掘調査を行った川上城跡は，栫山の舌状地の末
端部分に位置する。遺跡の東側は県道鹿児島蒲生線が通
り，西側は九州縦貫自動車道が通る。
　調査区の設定は，遺跡全体をカバーできるように世
界測地系(Ｘ＝－149391.016，Ｙ＝－42457.823)と坑Ａ．
Ｂ－10･11(Ｙ＝－149480.930，Ｙ＝－42453.899)を結ん
だ線及び，その延長線を中心に設定した。　　
　具体的には，北側から南側に向かって 1， 2， 3…，
東から西へA，B…と調査区割を設定した。
　発掘調査は平成23年11月 7 日から平成24年 2 月 9 日ま
での作業員実働45日間で実施した。なお，民家への進入
口の調査については，本調査終了後，平成24年 3 月26日
までの期間に延べ 9回，埋文センター職員で調査を実施
し，一部鹿児島市教委の協力を得た。調査対象面積は約
1,600㎡である。
　調査の方法は重機(バックホー)によってⅡ層までの表
土を除去した後，ジョレンやねじり鎌などを使用して人
力での掘り下げを行った。その後，手堀りによって層の
堆積状況を確認しながらⅢ層～Ⅳ層(アカホヤ火山灰層)
の上面において，遺構の精査を実施した。
　なお，縄文早期，旧石器時代の遺構･遺物の包含層確
認のために調査区内に 4カ所のトレンチを設定し，シラ
ス上面(深さ約 3 m程度)まで重機を使用して掘り下げた。
　しかし， 4カ所のトレンチのいずれからも縄文早期，
旧石器時代の遺構や遺物は確認できなかった。
　層序については第 2節で詳細に述べるが，堆積層は安
定している部分がある一方，民家への進入口や駐車場な
どがあった場所は，掘削により破壊されていた。また，
調査区は民家への進入口や駐車場などにより分断されて
いた。
　しかし，それ以外の部分については，遺物包含層(Ⅲ
ａ層，Ⅲｂ層)は，良好な状態で堆積されている場所も
あれば，層が乱れている箇所もあった。
　Ⅲ層が良好な堆積状態で残存している場合の遺物取上
は，細かいものや遺構に関係していない場合については，
グリッドごとに一括で取りあげた。
　一方，遺構内から出土した遺物，もしくは遺構に関連
していると考えられる遺物については遺構ごとに一括，
または実測を行い，出土位置を記録した後に取り上げを
行った。
　それ以外の一般遺物については，平板測量により出土
位置を記録するとともに，レベル計測も行い，標高も併
せて記録した後，遺物番号を付けて取り上げた。

ୈ̏ষɹௐࠪのํ๏ͱՌ

2 　遺構の認定と検出方法
　本遺跡において，主な遺構はⅢｂ層上面及びⅣ層(ア
カホヤ層)上面で検出した。
　検出した遺構については，遺構の種類に関わらず，検
出した順に遺構番号を付与し，遺構種類の略号と組み合
わせたものを遺構の名称として用いた。また，調査の過
程，もしくは整理作業の段階で近代の遺構であると判断
したものについては欠番とした。
　遺構は概ね1.5m四方以上のものを方形竪穴建物，竪
穴状遺構と認定した。1.5m四方に満たないものについ
ては土坑とした。なお，Ⅲａ層より上面で検出した遺構
については，新しいものと判断し，写真撮影による記録
のみに留めた。
　遺構の調査は，検出状況の写真撮影・実測を実施した
後，土坑については半裁，方形竪穴建物・竪穴状遺構に
ついては埋土観察用のベルトを十字に設定し， 4分の 1
区画ずつ掘り下げた。遺構の性格や状況に応じて遺物出
土状況の記録・取り上げ，土層堆積状況の記録を行った。
　遺構の認定については形状や埋土の状況，床面の状態，
遺物の出土状況等を総合的に判断して行った。

3 　整理作業の方法
　遺物の水洗いは，平成23年度中に大半を実施し，残り
を平成24年度に実施した。水洗い作業の方法は，土器や
陶磁器類，礫，マイクロコア等の石器及び石製品につい
てはブラシを用いた。鉄器については鉄器処理室におい
て錆落としを行った。
　注記は，包含層，表土から出土した遺物について，注
記記号「川上」を頭に，続けて「区」，「層」の順番で記
入した。なお，土器片の爪先大の小破片や摩滅の著しい
もの，そして明らかに現代に近いものであろうと考えら
れるものについては注記を省略した。
　遺物の接合は，土器類と陶磁器類について行った。ま
ず，出土区や色調を元に，土器類と陶磁器類の抽出・分
類をした。その後，同一グリッド，同一遺構内での接合
を行い，序々に接合範囲を広げていった。
　文様や胎土が特徴的なものについては，適宜抽出して
接合を行った。
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第 2図　川上城跡調査範囲（アミカケの部分）
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第 2節　基本層序
　本遺跡の基本層序は次の通りである。各層は，表土か
ら順に喜界カルデラの火山堆積物，桜島の火山堆積物，
シラス等が堆積している。

ୈ̎දɹ্جຊং

　しかし，堆積状況が良好な場所と，造成もしくは背後
の栫山からの崩落土と思われる軽石混じりの土の堆積が
見られ，一部で撹乱された状態が見られた。

層 色　　　調 備　　　考 厚さ
(cm) 時　代

Ⅰa 黒褐色土 表土もしくは客土 30
Ⅰb 黄色小軽石混黒色土 旧表土① 40
Ⅰc 暗褐色砂質土 旧表土②　近代土坑，溝の埋土 20 近代
Ⅱ 灰黄褐色土 中世～近世の遺物包含層 20 中世～近世
Ⅲa 黄褐色土のブロックを含む褐色土 古代～中世の造成土，もしくは崩落によ

る堆積土
5 古代～中世

Ⅲb 暗褐色土 古代の包含層 5 古代
Ⅳ 黄褐色砂質土 アカホヤ火山灰層

（上部に黄色小軽石が堆積。サツマ火山灰
層のものか）

45

Ⅴ 乳褐色砂質土 鉄分を含む。水成堆積の可能性あり 30
Ⅵ 黒色砂質土 30
Ⅶ 黄褐色パミス土 サツマ火山灰層 30～50

　Ⅰ層については，ａ・ｂ・ｃの三枚に分層し，いずれ
も基本的には表土，もしくは盛り土によるものと判断し
た。しかし，Ⅰｃ層と同じ土がⅢａ層上面で検出した溝
状遺構及び方形土坑などの埋土としても確認された。
　Ⅱ層は，中世から近世にかけての遺物が出土する層で
ある。主として近世の遺物が出土した。近世以降に造成
が行われた可能性がある。
　Ⅲ層は今回の調査でもっとも遺物が出土した層である
ことから，調査の核とも位置づけられる層である。
　土色からⅢａ層とⅢｂ層に分けられる。Ⅲａ層は，黄
褐色土のブロックを含む褐色の層である。この層は，土
が非常にしまっており，人為的に固められたものである
と考えられることや，Ⅲａ層上部で遺構が確認されたこ
となどから，造成土の可能性が高い。
　Ⅲｂ層は，黒褐色を呈する層で古代の遺物包含層であ
る。今回の発掘調査において最も多く遺物が出土した層
である。
　Ⅳ層はアカホヤ火山灰層であるが，上部には黄色で小
型の軽石の混入があり，この軽石はサツマ火山灰に由来
するものであることが判明した。(成尾英仁氏のご教示
による。)
　アカホヤ火山灰層は約7500年前，サツマ火山灰層は約
11500年前と推定されることから，両者の上下関係は逆
になっていることになる。

　これについては，アカホヤ火山灰層が堆積した後に，
上部の段丘からサツマ火山灰層の土が崩落し，堆積した
もの，もしくは古代にサツマ火山灰層の土を用いて造成
が行われた可能性が考えられる。
　なお，古代の遺構（土坑，方形土坑，ピット，掘立柱
建物跡）については，その多くがⅣ層上面で検出された。
　Ⅴ層以下については，確認トレンチを設定して二次シ
ラスまで掘り下げを行い，旧石器時代までの遺物，遺構
を調査した。
　しかし，Ⅴ層上面（アカホヤ直下）で 1点の遺物がみ
られた他には，遺構や遺物を確認することはできなかっ
た。
　また，Ⅵ層上面は，地形の傾斜が強く，サツマ火山灰
層のブロックの流入も見られることから，安定した堆積
状況は確認できなかった。
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第 3節　古代の調査

1　調査の概要
　調査は全時代を通じて，10m四方のグリッドを基本
に，調査区全体にグリッドを設定して発掘調査を行っ
た。調査区は県道と中世の山城である川上城跡を背後
にもつ住宅地の間で行われた道路拡幅工事部分であ
る。後背地からの土砂崩落のため，層堆積は不安定で
発掘調査時は遺構把握，出土遺物の層認定に非常に苦
慮した。また，多数のピットが検出されたため，掘立
柱建物跡の認定作業も困難で，整理作業段階で図上で
の復元も試みた。遺構の時期認定は，出土遺物を中心
に記録層位，埋土を検討して認定を行った。
　遺物総数は約15,000点で，遺構内出土遺物は一部を番
号を付けて取り上げを実施し，それ以外は原則として一
括して取り上げた。　
　一般遺物については平板測量により位置，レベルで標
高を計測し記録した後，取り上げた。
　出土した遺物の中で，遺構に関係がなく親指頭よりも
小さい小片については一括遺物として取り上げた。

2 　出土遺物の分類方法
　遺物の分類は，土師器，須恵器，土製品，石製品，鉄
製品，墨書土器に分けた。さらに土師器については，椀，
坏，高坏，高台付皿，甕，黒色土器，赤色土器に，須恵
器については，蓋，椀，坏，皿，甕，鉢，壺に，墨書土
器については，墨書，ヘラ書き，刻書に分けた。器種毎
の分類は，次のようにした。
　土師器については，高台を持たないものを坏，高台を
持つものを椀とした。皿は，高台を持つものについては，
高台を除いた器高が 3 cm以下，それ以外のものも器高
が 3 cm以下のものを皿として扱った。
　坏，碗，皿いずれも器形の特徴から，坏は 4種類，碗
は 4種類，皿は 2種類に分類した。
　なお，体部から口縁部分にかけてのみ残存していた破
片については，残存している口縁部から口径を算出し，
図面上で復元を行った。

坏の分類
坏Ⅰ類　底径が大きめで，口径との比が少ないもの。

体部が直線的な立ち上がりを見せる。箱形
に近い器形。

坏Ⅱ類　Ⅰ類と比較して，底径が小さめで，口径との
比が大きいもの。体部はⅠ類同様の直線的
な立ち上がりを見せる。

坏Ⅲ類　坏Ⅱ類と同様，底径と口径の比が大きい物。
体部は曲線的な立ち上がりを見せる。口縁
部が広がるものもある。

坏Ⅳ類　器形はⅢ類と同様であるが，底部に高台のよ
うな部分が残る，もしくはナデ消している
もの。

椀の分類
椀Ⅰ類　直線的に真下に降りる高台を持つもの。
椀Ⅱ類 外側に向かって外反する短い高台を持つも

の。
椀Ⅲ類　高さが1.5cm以上の高い高台を持つもの。
椀Ⅳ類　いわゆる「充実高台」を持つもの。

皿の分類
皿Ⅰ類　高台を持つもの。
皿Ⅱ類　高台を持たないもの。

黒色土器の分類
　内面のみを黒く燻された内黒土器。いわゆる黒色土
器Ａ類

赤色土器の分類
　赤色顔料を施された面から 2類に分類した。
赤色土器Ａ類　内面にのみ施されたもの。
赤色土器Ｂ類　内外面とも施されたもの。

甕の分類
　口縁部の器形と技法を指標にして分類した。
甕Ⅰ類　口縁部が外反し，胴部が張り胴部内面のケズ

リ調整が弱い。
甕Ⅱ類　口縁部が外反し，胴部の張りは小さく垂下す

る。胴部内面ケズリにより器壁が薄く，口
縁部内面の稜線が明瞭に形成される。

甕Ⅲ類　口縁部が短く外反の度合いも小さい。胴部器
壁が厚い。
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第 5図　Ⅳ層上面遺構配置図（ 1）
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第 6図　Ⅳ層上面遺構配置図（ 2）
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第 8図　Ⅲｂ層上面遺構配置図（ 1）

第 7図　Ⅳ層上面遺構配置図（ 3）



－ 16 － － 17 －

第 9図　Ⅲｂ層上面遺構配置図（ 2）
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第10図　Ⅲｂ層上面遺構配置図（ 3）
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3 　遺構
　古代の遺構は，掘立柱建物跡 3棟，方形土坑 9基，炉
跡 2基，土坑14基，礫集積 3基，溝 6条，畝状遺構 6条
が検出された。ピットは多数検出されたが，掲載遺物の
あるもののみ遺構配置図で平面形を図示するに留めた。

掘立柱建物跡（第11・12図）
　掘立柱建物跡は， 3棟が検出された。調査区内からは
多数のピットが検出されているが， 3棟以外に建物に復
元できるピット列は確認できなかった。

掘立柱建物跡 1（第11図）
　掘立柱建物跡 1はB－ 4・ 5 区にかけて検出された。
明確に建物としてのピット配置を確認することは出来な
い。建物東側を構成すると思われるピットは溝状の掘り
込みでつながっており壁立であった可能性が伺える。こ
の北側終端に直交するように西側にピット 1基が確認で
きることから調査区西側へ居を構える建物跡と想定し
た。規格は 3間＋α×数間と考えられる。ピットの深さ
は20cm～70cmと幅がある。溝の深さ10cmほどである。

掘立柱建物跡 2（第11図）
　B－ 2区で検出された。規格が 2間× 2間の建物で梁
行約3.6m，桁行約 4 mの規模をもち，床面積14.4㎡とな
る。柱穴は径30cm前後のものが大半を占め，西側梁行
の中間柱がない。間口を広くとるものか，建物自体西へ
広がるものと想定される。
　
掘立柱建物跡 3（第11図）
　A・B－11区・Ⅳ層上面で検出された。規格が 1間×
3 間の建物で桁行約2.5m，梁行約6.6mの規模をもち，
床面積　16.5㎡となる。柱穴は径80cm前後のものが多
く，他のピットと比較しても，がっしりした印象を受け
る。ピット配列は西側の中間ピットが確認されていない
こと，ピット規模から，調査区西側へ広がっていると考
えられる。
出土遺物（第12図）
　ピット内からは土師器片等267点が出土し，内24点を
図化した。ピット 1の 1～ 3は土師器坏Ⅱ類で， 1は底
部に円盤状粘土に体部を貼付整形した痕跡が明瞭に残
る。 2， 3は体部の立ち上がりが緩やかである。 4は土
師器椀で底部内面にV字状のヘラ書きがみられるが判読
は不能である。 5は，黒色土器A類の椀で脚部，体部と
もに欠損しているが，体部は曲線的に立ちあがるものと
思われる。 6は，底部がやや丸底を呈する黒色土器A類
の坏である。 7は，内外面ともに，一部赤色顔料とミガ
キ痕が残存する。赤色土器B類の椀である。 8は体部が
曲線的に立ちあがり口縁部でやや外反する土師器坏若し

くは椀の体部である。復元口径は11.8cmである。 9は，
内部をミガキにより丁寧に仕上げた土師器皿である。復
元口径は12cmである。
　10～17はピット 3から出土した。10～13は土師器坏底
部で，体部の立ち上がりが緩やかである。11，12は体部
下位にケズリ痕が残される。13は体部が斜めに立ちあが
る土師器坏若しくは椀の体部である。復元口径12cmで
ある。14は土師器椀で脚部は外開きし，体部は欠損する
もののやや曲線的に見える。底径は7.7cmである。15は
土師器の小壺と思われる。口縁部は頸部から短く外反し，
体部は厚みがある。復元口径12cmである。
　16は，土師甕で口縁部は短く，口縁部内面の稜線はケ
ズリによりしっかりと形成されている。17は須恵器大甕
の胴部片である。
　18～21はピット 4から出土した。18は土師器坏Ⅱ類で
復元底径 6 cmである。体部は斜めに直線的に立ちあが
る。19は土師器坏若しくは椀の胴部片で墨書で「木」の
文字が記される。20，21は土師甕口縁部で20は口縁部が
かなり外反する。21は口唇部に平坦面を形成し，ともに
口縁部内面の稜線はケズリにより明瞭に形成される。22
～24はピット 5から出土した。22は土師器椀で体部は斜
めに立ちあがる。23は，土師器坏若しくは椀の口縁から
体部片で復元口径14.6cmである。体部は斜めに直線的
に立ちあがる。24は黒色土器A類の椀で高台はやや外開
きする。

方形土坑（第13図～第29図）
　平面形状が長方形，方形を呈し規模が概ね1.5mを超
えるもので古代の遺物が出土しているものを方形土坑と
し記載した。土坑は一部を除き，A・B－10～13区に集
中するように検出されている。

方形土坑 1（第13図）
　A・B－ 1区・Ⅳ層上面で検出された。断面形状から
平面形は方形を呈するものと考えられる。長軸266cm，
短軸198cm，深さ85cmの規模を呈するが，遺構北西側が
樹痕で破壊されているためである。ほぼ完形に復元でき
る須恵器の甕が出土している。
出土遺物（第14・15図）
　遺構内からは土師器片等15点が出土し，内 3点を図化
した。25は土師甕で，復元口径26.5cmで口縁部は薄め
で，胴部の張りも小さい，胴部外面に棒状工具による縦
位の調整痕が明瞭に残る。胴部内面は斜位のケズリによ
り整形されているが口縁部内面の稜線を形成してはいな
い。26は須恵器壺の胴部と思われる。肩部に縦位のタタ
キ目がわずかに残り胴部外面下位にはケズリ痕が残る。
27は須恵器甕で口縁から底部まで残存する。口縁部は短
く外反し口縁部に平坦面を形成する。口径29.2cm，器
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高43.7cmで胴部が大きく張る。

方形土坑 2（第16図）
　B－10・11区・Ⅲｂ層上面で検出された。長軸216cm，
短軸205cmの方形を呈し，深さ平均15cmと浅い。遺構南
西側に深さ10cm程の掘り込みがみられる。東側一部は
本線調査時に削平してしまっている。
出土遺物（第16図）
　遺構内からは墨書の確認できる土師器坏が 1点出土し
た。28は土師器坏Ⅳ類で底部が円盤状の高台を有する。
体部は曲線的に立ちあがり口縁部でわずかに外反する。
口径11.4cm，底径4.5cm，器高約 5 cmである。また胴
部外面には正位に「幸」の墨書が確認できる。

方形土坑 3（第17図）
　A－11区・Ⅳ層上面で検出された。長軸160cm，短軸
137cmの略方形を呈し，深さ26cmと浅い。壁面の立ち上
がりも緩やかで底面も平坦ではなく，他の方形土坑とは
異なっている。

方形土坑 4（第18図）
　B－11・12区・Ⅲｂ層上面で検出された。長軸193cm，
短軸182cmの略方形を呈し，深さは27cmと浅い。北側に
幅90cm，奥行40cmほどの張り出しがある。ピットらし
き掘り込みも 3カ所みられるが，深さが床面とほぼ同様
に非常に浅い。

第11図　掘立柱建物跡 1～ 3
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第12図　掘立柱建物跡 2出土遺物

₁

₃

₄

₅

₆

₇

₈

₉

₁₀

₁₁

₁₂

₁₃

₁₄

₁₅ ₁₆

₁₇

₁₈ ₁₉

₂₀
₂₁

₂₂ ₂₃
₂₄

₀ ₁₀ĪĴ

₂



－ 22 － － 23 －

出土遺物（第18図）
　遺構内からは土師器片等109点が出土，内 3点を図化
した。29は土師器椀で脚部が外開きし，体部は斜めに直
線的に立ちあがる。外面には脚部上位から体部中位にか
けてケズリ痕が明瞭に残る。その他は丁寧な回転ナデで
調整をされており，何らかの理由でナデの跡ケズリ調整
を施したと思われる。30は土師器坏底部片で，復元底径

8 cmである。31は須恵器甕の胴部片である。

方形土坑 5（第19図）
　B－11・12区・Ⅲｂ層上面で検出された。長軸259cm，
短軸214cmのほぼ方形を呈し，深さは平均25cm程度で，
遺構内南西部に140cm四方の方形で深さ約90cm程の掘り
込みがみられる。掘り込み内底部には炭化物の層が確認

第13図　方形土坑 1完掘状況

埋土
①灰褐色土
②黄褐色土（アカホヤ混Γ）
③暗黄褐色土
④暗黄褐色土
ɹ（黄色小軽石がগ͠混る）
⑤暗褐色土（きΊ͍ࡉ）
⑥暗褐色土（土ࢣ器ยが多͍）
⑦暗褐色土
ɹ（П�DNఔのαπϚ軽石が混る）
⑦�暗褐色土
ɹ（黒色ブロックが混る）
⑧黄褐色土
ɹ（П�ʙ�DNのαπϚ軽石が混る）
ᶋ暗黄褐色土（ϧʔζͳଯੵ）
ᶌ暗黄褐色土
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第14図　方形土坑 1遺物出土状況・出土遺物
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できた。この掘り込みの壁面等は焼成を受けておらず，
どのような過程で炭化物が堆積したかは不明である。ま
た，遺構北側には掘立柱建物跡 3のＰ 6があり方形土坑
によって切られていることから，当該方形土坑が掘立柱
建物跡 3より後に構築されたことがわかる。
出土遺物（第20図）
　遺構内からは土師器片等319点が出土し，内24点を図
化した。32～33，37～43は土師器坏で体部が斜めに直線
的に立ちあがるⅡ類である。32は体部外面下位のケズリ
痕を指頭により消している。33は体部に の墨書が記さ
れる。37～43は坏底部片で，39のみ復元底部径 5 cmと
小ぶりで体部がやや曲線的に立ちあがる。その他は斜め
にほぼ直線的に立ちあがると思われる。34～36は土師器
坏若しくは椀の口縁部片である。44，45は土師器椀の底
部片で，44は底部内面に布目痕が残存する。45の脚部は
取り付け部から剥がれ落ちている。46は黒色土器A類椀

で脚部は外開きし脚部径8.2cmである。47は焼塩壺口縁
部片で，口縁部断面は三角形を呈し，内面に布目圧痕が
確認できる。48～50は墨書土器片であり，いずれも判読
不能であった。51，52は土師甕である。51は口縁部がや
や外反し胴部は張らない。胴部内面の横位のケズリで口
縁部内面の稜線が明瞭である。52は口縁部が大きく外反
する。口縁部内面には刷毛目痕が残り，胴部内面はケズ
リの後，指頭によるナデを施し整形している。口縁屈曲
の稜線はほとんどみられない。53は須恵器の坏で内外面
に火襷痕がみられる。体部は斜めに直線的に立ちあがる。
口径16.8cm，底径8.8cm，器高6.5cmである。54は須恵
器甕胴部片である。55は，羽口である。黒変し先端部は
溶融してガラス質となっている。口径は約 2 cmである。
　

第15図　方形土坑 1出土遺物

₂₇
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方形土坑 6（第21図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。攪乱により正確な
上面観は捉えられないものの，長軸178cm，短軸170cm，
のほぼ方形を呈し，深さは約60cmでやや深めである。
壁面の立ち上がりはほぼ垂直に立ちあがっており，しっ
かりした造りである。
出土遺物（第22図）
　遺構内からは土師器片等274点が出土し，内27点を

図化した。56～64は土師器坏の底部片である。底径 5～
7 cmで体部は斜めに直線的に立ちあがる。65～69は土師
器椀である。65は復元口縁径15cmで脚部を欠損している。
体部はやや曲線的である。66～69はほぼ脚から底部のみの
破片で体部の形状はわからない。66，67は脚部が外開きし
高さ 1 cm程である。68，69は断面三角形の脚部をもち高
台高は 4 mm程度しかない。70～75は土師器坏若しくは椀

第16図　方形土坑 2・出土遺物

₀ ₁̼埋土
①黒色土（Խ，灰混Γ）
②暗褐色土（黄色小軽石Θ͔ͣʹ混る）
③褐色土（黒色土混Γ）
④ʹͿ͍黄褐色土
ɹ（白色小軽石Θ͔ͣʹ混る，やや硬質）
⑤褐色土（黄色小軽石混Γ）
⑥ʹͿ͍黄ᒵ色土

₂₈ ₀ ₁₀ĪĴ
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の口縁部である。70～74は体部が斜めに直線的に立ちあ
がる。75は体部が外反する。
76，77は黒色土器A類の坏である。底径は 6 cm～ 7 cm
である。78，79は赤色土器の坏もしくは椀である。とも
に内面外面赤色のB類である。78は体部外面下位には彩
色が施されていない。80は土師器の蓋である。つまみ部
は欠損する。端部は断面三角形を呈する。81は土師甕口
縁部である。口縁端部は外反し体部はほとんど張らない
ものと思われる。口縁部内面の稜線は横位の体部ケズリ
によって明瞭に形成される。82は須恵器甕胴部片である。

方形土坑 7（第23図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。当初，後述する方
形土坑 8の延長と捉えていたが，配置図を作成すると場
所が異なり別の遺構であったことが確認された。遺構は
東半分を本線工事部で削平され失っている。平面形は残
存部分で長軸176cm，短軸（82cm）の長方形を呈する。
深さは31cmである。
出土遺物（第23図）
　遺構内からは土師器片等13点が出土し，内10点を図化
した。83～86は土師器の坏である。体部は斜めに直線的

に立ちあがる。87～89は土師器椀である。87は脚がほぼ
直立するように取り付けられる。高台高約 1 cmである。
88は脚が外開きする。高台高1.5cmである。89は断面三
角形の高台を有し，端部にやや平坦面を形成する。90，
91は土師器の坏もしくは椀の口縁部片である。体部は斜
めに直線的に立ちあがる。91は体部外面に墨書がみられ
るが判読はできない。92は越州窯青磁の皿である。全面
に釉が施される。 9 C後半から10C前半頃のものと思わ
れる。

方形土坑 8（第24図）
　A・B－13区・Ⅳ層上面で検出された。攪乱のため
正確な平面形は捉えることは出来ないが，およそ長軸
193cm，短軸158cmの略長方形を呈していると考えられ
る。深さは29cmで壁面は鋭角に立ちあがる。
　遺構中央部，埋土上位に赤褐色の焼土が確認できる。
焼土は方形遺構が廃棄された後，形成されたものと考え
られる。また，遺構内，遺構壁面に絡んだ土坑がみられ
たが，埋土からの前後関係はつかめなかった。方形土坑
に付随する土坑であるかも判然としない。

埋土
①暗褐色土（ऑೈ質）
②褐色土（やや硬質）
③褐色土（ম土ͱ灰色ブロックが混る）
④褐色土

第17図　方形土坑 3完掘状況
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埋土
①暗褐色土（Խٴͼ黄色小軽石が混る）
②褐色土（黄色小軽石混Γ，やや硬質）
③黒褐色土（黄色小軽石が多く混る）

第18図　方形土坑 4・出土遺物
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埋土
①暗褐色土（ೈ質）
②暗褐色土（やや硬質）
③暗褐色土（黄色小軽石Λ多く
ɹɹɹɹɹɹؚΉ，やや硬質）
④褐色土
暗褐色土ۃ⑤
⑥黒色土（ԽΛ多くؚΉ）

第19図　方形土坑 5完掘状況
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第20図　方形土坑 5出土遺物
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出土遺物（第25・26図）
　遺構内からは土師器片等311点が出土し，内24点を図
化した。93～104が方形土坑内出土遺物で，105～116が
方形土坑内の土坑からの出土遺物である。93は土師器の
坏で体部が斜めに直線的に立ちあがるⅡ類である。94は
土師器の椀で脚が外開きする。95は黒色土器A類の椀で，
脚部は断面三角形を呈する。横方向のミガキ痕がわずか
に見える。96，97は赤色土器B類である。96は外開きす
る高い脚部をもつ坏と思われる。坏部内面は摩滅が激し
い。97は坏もしくは椀の口縁部片である。体部は斜めに
直線的に立ちあがる。98～101は土師甕である。98～100
は口縁部が大きく外反する。98は体部のケズリ痕はナデ
により調整され口縁部内面の稜線は明瞭でない。胴部器
壁が薄い。99，100は体部ケズリ調整により，口縁部内
面の稜線が明瞭に形成される。

　100は体部がほとんど張らない。101は口縁部の外反が
小さく，体部ケズリもみられない上に器壁が厚く体部も
張らない。102，103は土師器の鉢である。102の口縁は
外反すると思われる。体部はやや曲線的に立ちあがる。
103は体部が斜めに直線的に立ちあがり，バケツ形を呈
する。外面底部付近にはケズリ痕が残る。105～110は土
師器の坏で，体部が斜めに直線的に立ちあがるⅡ類であ
る。111は土師器椀の底部片である。脚部，体部ともに
欠損しており詳細は不明であるが脚部は外開きすると思
われる。112～114は土師器の坏もしくは椀の口縁部片で
ある。体部は斜めに直線的に立ちあがるタイプである。
115は黒色土器A類の坏もしくは椀の口縁部片である。
内面には横方向のミガキがみられる。116は赤色土器A
類の坏もしくは皿と思われる。

第21図　方形土坑 6
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埋土
①暗褐色土（アカホヤブロックが混る）
②暗褐色土
③硬質褐色土（黄色小軽石が多く混る）
④暗褐色土
⑤黒褐色土（やや硬質）
⑥白灰色砂質土（やや硬質）
⑦暗褐色土
⑧黒色土
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第22図　方形土坑 6出土遺物
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方形土坑 9（第27図）
　A－10区・Ⅲb層上面で検出された。遺構平面形は長
軸200cm，短軸170cmの略長方形を呈しており，深さは
35cmで，壁面は鋭角に立ちあがる。
　遺構中央部，埋土上位には赤褐色の焼土が確認でき，
さらに赤橙色に焼けた礫が集中する。
出土遺物（第27図～第29図）
　遺構内からは土師器片等53点が出土し，内33点を図化
した。117～126は土師器の坏である。117～123は体部が
斜めに直線的に立ちあがるⅡ類である。124～126は底部
片でやはり体部は斜めに直線的に立ちあがるものと思わ
れる。127～134は土師器の椀である。脚部は外開きす
る。130は底部器壁が非常に薄い。131の脚部は外開きし
た上にやや外反する。また体部の傾きが緩やかであるた
め皿の可能性も残る。127，128，132，133は底部内面に

布目痕が残存する。134は円盤状高台で坏か椀かはっき
りしないが，ここでは椀として捉えた。135～140は土師
器坏もしくは椀の口縁部片である。いずれも体部は斜
めに直線的に立ちあがっている。141は赤色土器A類で，
脚端部を平坦に仕上げた低い高台の付く椀もしくは皿で
ある。体部内面は放射状にミガキ痕が残る。142は黒色
土器A類の口縁部で，口縁端部がわずかに外反する。内
面は横方向のミガキ痕を残す。143は土師器坏もしくは
椀の口縁部片で体部に「下田」の墨書が記されている。
144は土師器の鉢で体部は斜めに直線的に立ちあがり口
縁端部でわずかに外反する。体部に正位で「末」の墨書
が記される。底部に内面から打ち欠き穴を穿っている。
145，146は土師甕である。145は口縁部が緩やかに外反し，
胴部の張りは小さい。胴部内面は横方向のケズリが施さ
れ口縁部内面の稜が明瞭に形成される。胴部外面には上

第23図　方形土坑 7・出土遺物
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埋土
①黄色小軽石混Γ褐色土（硬質）
②灰白色砂質土（やや硬質）
③黄色小軽石混Γ褐色土ɹ（やや硬質）



－ 32 － － 33 －

第24図　方形土坑 8
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埋土
①褐色土（ম土）
②小軽石混Γ暗褐色土（褐色土混る）
③小軽石混Γ暗褐色土
④小軽石混Γ褐色土
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位には縦方向，下位には主に横方向の刷毛目が残される。
146は口縁部が欠損するが，大きく外反する口縁と思わ
れる。胴部は大きく張り，胴部内面の縦方向のケズリ調
整により口縁部内面の稜が明瞭に形成される。147，148
は須恵器の甕である。147は口縁部で頸部に向かってす
ぼまる。148は胴部片である。149は越州窯青磁の碗であ
る。体部下位から底部には釉が施されず，見込み部には
重ね焼きによる釉剥がれの跡が残る。

土坑（第30図～第34図）
　土坑は，Ⅳ層，Ⅲb層にかけて14基が検出された。土
坑 8を除きⅣ層上面で検出されている。またB－12・13
区に集中し検出されている。

土坑 1（第30図）
　B－ 2・ 3 区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
112cm，短軸66cmの楕円形を呈し，深さは約26cm，壁
面はやや緩やかに立ちあがる。検出面では焼土が確認で
きたが，遺構埋土内への影響はみられない。ただし遺構
床面より数cm上で炭化物や炭化物塊が確認された。ま
た20cm程度の軽石が数点出土している。
出土遺物（第30図）
　遺構内からは土師器片等10点が出土し，内 3点を図化
した。150は土師器坏若しくは椀の口縁部片で口縁付近
がやや外反する。復元口径13cmである。151は土師甕で
口縁部が大きく外反し，胴部の張りは小さい，胴部内面
の斜位のケズリにより口縁部と胴部の境界は，はっきり
するが，稜線を形成するまでには至っていない。152は
須恵器甕胴部と思われ，やや肩部寄りで内面に波状のタ
タキ痕が残る。外面は格子目タタキを消すように刷毛状

第25図　方形土坑 8出土遺物（1）
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工具で調整を行っている。

土坑 2（第30図）
　B－ 3 区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
138cm，短軸77cmの楕円形を呈し，深さは30cmほどで
壁面は緩やかな傾斜で立ちあがる。遺構内は焼土と，炭
化物混じりの埋土で充たされ，土坑 1同様に15～20cm
程度の軽石が出土した。
出土遺物（第30図）
　遺構内からは土師器片等14点が出土し，内 3点を図化
した。153，154は土師器の椀で，153の高台は外開きす
るがやや低く，体部は曲線的に立ちあがる。復元口径
15.4cm，脚部径7.8cm，器高 6 cmである。154は復元脚
部径 7 cmである。脚部端部に平坦面を有する。155は須
恵器甕の胴部片である。

土坑 3（第31図）
　A・B－ 8区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
225cm，短軸89cmの長楕円形を呈する。底面に段差が存
在し，楕円形の土坑が 2基重なった状態と思われるが，
切り合い関係については確認できなかった。浅い方で
深さ25cm，深い方で深さ50cmである。遺構底面に深さ
10cmほどのピットがみられるが，土坑との前後関係に
ついては確認できなかった。

土坑 4（第32図）
　B－ 8区・Ⅳ層上面で検出された。遺構は調査区外へ
伸びると思われ，長軸方向60cm，短軸70cmが確認された。
平面形は楕円形を呈すると思われ，深さ25cmで壁面の
立ち上がりは緩やかである。

土坑 5（第32図）
　B－ 8 区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
93cm，短軸78cmの略円形で，深さ11cmである。埋土に
はわずかに炭化物が混じる。

土坑 6（第32図）
　B－ 8・ 9 区・Ⅳ層上面で検出された。土坑 5と隣接
する。平面形は長軸70cm，短軸65cmの略円形を呈し，
深さは10cm程である。隣接しているピットについては
建物を構成する配置等がみられない。

土坑 7（第32図）
　A－10区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は95cm，短
軸60cmの略楕円形を呈し，深さ69cm程である。遺構底
面に段を有し，ピットの切り合いとも考えられるが，土
坑として取り扱う。埋土中から緑釉陶器皿が出土してい
る。

第26図　方形土坑 8出土遺物（2）
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第27図　方形土坑 9・出土遺物（1）
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第28図　方形土坑 9出土遺物（2）
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第29図　方形土坑 9出土遺物（3）
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出土遺物（第32図）
　遺構内からは緑釉陶器が 1点出土した。156は緑釉陶
器の皿で胎土まで鱗状に剥がれ残存状況は極めて悪い
が，一部に剥落を免れた緑釉が残存する。

土坑 8（第33図）
　B－10区・Ⅲb層上面で検出された。平面形は長軸
100cm，短軸40cmの長楕円形を呈し，深さは10cm程で
壁面の立ち上がりは緩やかである。

土坑 9（第33図）
　B－12区・Ⅳ層上面で検出された。主体部は掘削によ
り残存していない。長軸100cm，短軸50cmであるが平面
形は不明である。深さも10cm程で壁面の立ちあがりは
緩やかである。

土坑10（第33図）
　B－12区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
75cm，短軸66cmの略円形を呈し，深さは36cm程で壁面
は鋭角に立ちあがる。遺構西側に若干の段を有する。

土坑11（第33図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は直径約
80cmの円形を呈し，深さは50cm程で壁面は鋭角に立ち
あがる。土坑10同様に遺構西側に若干の段を有する。

土坑12（第34図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は長軸
118cm，短軸69cmの略楕円形を呈し，深さ約 8 cmで壁
面は緩やかに立ちあがる。遺構内東側に深さ13cmの凹
みがみられる。
出土遺物（第34図）
　遺構内からは土師器片等 7点が出土し，内 2点を図化
した。157は土師器坏底部で体部は斜めに直線的に立ち
あがる。158は土師器坏若しくは椀の口縁部片で直線的
な立ち上がりのものである。

土坑13（第34図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。主体部は掘削によ
り残存していない。長軸70cm，短軸35cmであるが平面
形は不明である。深さは 9 cm程で壁面の立ち上がりは
ほとんど伺えない。
出土遺物（第34図）
　遺構内からは土師器片 2点が出土した。159は土師器
坏の底部片である。復元底部径 9 cmである。

土坑14（第34図）
　B－13区・Ⅳ層上面で検出された。平面形は直径70cm

の略円形を呈し，深さ93cmで壁面は鋭角に立ちあがる。
ピット状を呈するが，規模が大きいこと，周囲に規則的
に配置されたピットがみられないことから，土坑として
取り扱った。

ピット内出土遺物（第35図）
　遺跡内全域から多数のピットが検出された。規則的に
配列した建物状を示さないものについては，基本的にグ
レーで表示を行った。遺構内遺物を掲載したものについ
ては遺構配置図に遺構番号を付し，平面図のみを掲載し
た。
　160～169は土師器の坏である。165，169を除き体部は
斜めに直線的に立ちあがるB類である。165，169は体部
がやや曲線的に立ちあがる。165は体部に墨書がみられ
るが判読不能である。170～174は土師器椀である。脚は
外開きしている。170，171は断面三角形の脚部を呈し高
台高は0.5cm～0.8cmと低い。172，173は高台高1.2cm
～1.5cmと高めである。172～174の内部底面には布目痕
が残っている。175，176は土師器坏もしくは椀の口縁部
片である。175は復元口径12.8cm，176は復元口径10cm
である。177～179は墨書土器片である。土師器坏もしく
は椀に記されている。177は大振りの筆致であるが判読
はできない。178は体部正位に「下田」と記される。179
は墨書痕跡がかろうじて見える程度で判読は出来ない。
180～182は黒色土器A類と思われる。180は椀と思われ，
脚はやや外開きし，端部を平坦に仕上げる。内面は放射
状のミガキ痕が観察できる。181は体部が斜めに直線的
に立ちあがり，口縁部で直立するように屈曲する。内外
面ともに丁寧な横方向のミガキ調整を行っている。182
は口縁部がやや外反する。182同様内外面ともに丁寧な
横方向のミガキ調整で器面が光沢を持っている。183，
184は須恵器である。183は壺の底部である。復元底径
7 cmである。184は甕の頸部から肩部片である。肩部に
は縦位のタタキ目が残り緑色の自然釉がかかる。

礫集積（第36図～第38図）
　遺跡内から 3基の礫集積が検出された。いずれもⅢb
層上面で検出されている。

礫集積 1（第36図）
　A－ 9区・Ⅲb層上面で検出した。礫は長軸126cm，短
軸107cmの範囲に散在している。大型の軽石が目立ち，
焼成を受けているのか，やや赤色化している。周辺から
鉄滓が 2点出土している。地表面には焼成の痕跡は観察
できなかった。
出土遺物（第36図）
　遺構内からは鉄滓等 8点を出土したが，内 1点を図化
した。185は軽石で棒状に整形していると思われる。一
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第31図　土坑 3
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第32図　土坑 4～ 7・土坑 7出土遺物
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₀ ₁̼

部には赤変が認められ被熱の影響が考えられる。

礫集積 2（第37図）
　B－ 9 区・Ⅲb 層上面で検出した。礫は長軸121cm，
短軸87cmの範囲に集中している。20cm程の大型の軽石，
礫が多い。礫はいずれも礫集積 1同様に赤色化している。
また，礫に混じり土師器片が出土している。

出土遺物（第37図）
　遺構内からは土師器片等27点が出土し，内 4点を図化
した。186～188は土師器坏で体部は斜めに直線的に立ち
あがる。底部外面には回転ヘラ切り痕が明瞭に残る。
189は，土師甕で口縁部の外反が大きく，胴部が大きく
張る。口縁部内面の稜線は体部縦方向のケズリにより明
瞭に形成される。

第33図　土坑 8～11

土坑 8

土坑10

土坑 9

土坑11
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礫集積 3（第38図）
　B－11区・Ⅲb 層上面で検出した。平面形が長軸
73cm，短軸57cmの楕円形で，深さ20cm程の土坑内に円
礫を中心として，鉄滓等が集中する。土坑内埋土には炭
化物が多く含まれる。
出土遺物（第38図）
　遺構内からは土師器片等71点が出土し，その内 2点の
鉄滓を図化した。190，191ともに椀形滓，190はやや小
ぶりである。191には，長さ 2 cm，幅 1 cmほどの製鉄の
際に使用された炭の痕跡も残る。

炉跡（第39図）
　地表面が焼けた痕跡 4カ所，掘り込みを持つもの 2カ
所の 6カ所が検出された。地表面の痕跡は焼土 1～ 4と
して遺構配置図に平面図のみを掲載した。

炉跡 1（第39図）
　A－10区・Ⅲb層上面で検出された。平面形は長軸
42cm，短軸37cmの略楕円形で，深さ 7 cmで底面は平坦
である。埋土は赤褐色でしまりがある。₀ ₁̼

第34図　土坑12～14・12，13出土遺物
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第35図　ピット内出土遺物
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₀ ₁̼

第36図　礫集積 1・出土遺物
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炉跡 2（第39図）
　A－10区・Ⅲb層上面で検出された。平面形は長軸
62cm，短軸61cmの円形を呈する。深さ13cmで底面は平
坦である。埋土は赤褐色でしまりがある。炉跡 1・ 2は
隣接している。

畝状遺構（第39図）
　B－7・ 8区・Ⅲb 層上面で，長さ1m40cm～ 2 m40cm，
幅20cm～60cm東西方向に並行した溝状遺構が検出され
た。深さは12cmである。約 6 m× 4 mの範囲に 6条確認
でき，畠の畝跡の可能性も考えられるが，散発的な検出
であるため畝状遺構として取り扱った。

溝状遺構（第40図）
　A・B－ 4・ 5 区・Ⅳ層上面で 5 条，B－ 9・10区・
Ⅲb層で 1条検出された。遺構全体が確認できたものは
なく，一部が検出されたのみである。

溝状遺構 1（第40図）
　A－ 4 区・Ⅳ層上面で検出された。長さ約 3 m60cm，
幅60cm，深さ 8 cmが残存する。

溝状遺構 2（第40図）
　B－ 4区・Ⅳ層上面で検出された。長さ約 4 m，幅約
20cm，深さ 8 cmが残存する。道跡を切っている。

₀ ₁̼

第37図　礫集積 2・出土遺物
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第38図　礫集積 3・出土遺物
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溝状遺構 3（第40図）
　B－ 4 区・Ⅳ層上面で検出された。長さ約 1 m30cm，
幅約30cm，深さ 3 cmと残存状況は極めて悪い。溝状遺
構 2同様，道跡を切っている。

溝状遺構 4（第40図）
　B－ 4区・Ⅳ層上面で検出された。調査区際での検出
のため確認できた長さは 1 m90cm，幅は不明である。深
さは 8 cmで，道を切っている。

溝状遺構 5（第40図）
　B－ 4区・Ⅳ層上面で検出された。長さ 2 m80cm，幅
約40cmである。

溝状遺構 6（第40図）
　B－ 9・10区・Ⅲb層上面で検出された。長さ約 6 m，
幅70cm，深さ約 5 cmが残存する。遺構北側は調査範囲
外となるため未調査であるが，遺構は延びるものと考え
られる。

第39図　炉跡 1， 2・畝状遺構

埋土
①硬質褐色土
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道跡（第40図）
　B－ 4・ 5 区・Ⅳ層上面で検出された。長さ14m，幅40
～90cmほどが確認できた。道跡は，溝状遺構，壁立建物
跡より前のものであることが，切り合い関係から確認でき
る。

第40図　溝状遺構 1～ 6・道跡
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第 3表　古代遺構内出土遺物観察表（ 1）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

1 ϫ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (11.9 6.6 5.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ㟼Ṇࢹࢼ,ṍ

る࠸࡛ࢇ

2 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.4 (1.9 ᑀ࡞ᶓࢹࢼ ᑀ࡞ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ◁⢏,ⓑⰍ⢏ࡀΰる ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

3 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - (6.0 (1.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤Ⰽ 2.5Y 7/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

4 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 - - 6 (2.4 ᫂ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6
⢭⦓(ࡸࡸ◁⢏をྵ

(ࡴ
Ⰻዲ ้᭩

5 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - - (2.3 ?࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮,እ㠃⬮部᥋ྜࡢ∎㊧ࡾ࠶

6 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - 6 (3.4 ?ࢹࢼᚋ࣑࢟࢞ ࢹࢼ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/4 ⢭⦓,ⓑⰍ⢏ᑡࡋΰる Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ"ᚋࢹࢼ

7 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - (5.0 (2.5 ᶓࢹࢼᚋ࣑࢟࢞? ᶓࢹࢼᚋ࣑࢟࢞ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ 器⾲㠃ࡣ࣑࢟࢞ࡢⴠ࠸࡚ࡋるࡃࡽࡑ࠾ࠋ୧㉥

8 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (11.8 - (4.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

9 ϫ - ᆗRU─ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12 - (1.9 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ -

10 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.6 (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

11 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 4.4 (1.7 ᶓࢹࢼ ࢹࢼリᚋᶓࢬࢣ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

12 ϫ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7.6 (2.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部㏆ࢬࢣリࡀṧる

13 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ᆗRU᳐ϩ (12 (6.2 (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

14 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 7.6 (3.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃ

(ࡴྵ
ሀ⦓ 器㠃ⴠ࠸ࡦࡀ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

15 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (11.9 - (6.1 ㄪᩚ᫂
ࡋࡆࡣࡀ⁛╔,ᦶࢫࢫ
ㄪᩚ᫂ࡃ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/3 ⢭⦓ ሀ⦓ እ㠃ࡢ器ቨⴠ≧ἣࡽ,ᙉ࠸⿕⇕をཷ࠸࡚ࡅる

16 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ - - (7.7
ཱྀ⦕部ᶓࢹࢼ,య部ᩳ

ࢬࢣࡢリ
ᶓࢹࢼ 㯮〓Ⰽ 10YR 3/1 ◁⢏ࡀΰる Ⰻዲ -

17 ϫ � ⏎? ⬗部 㡲ᜨ器 - - - 10.2 ᖹ⾜࢟ࢱࢱ(⦪㸧 ᖹ⾜࢟ࢱࢱ(ᩳ) ⅊〓Ⰽ 7.5YR 4/2 ⢭⦓ ሀ⦓ -

18 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (3.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

19 ϫ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 - - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

20 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (5.1
ᩳࡣయ部,ࢹࢼᚋࢣࣁ

ࡽᶓࢬࢣࡢリ
- 〓Ⰽ 7.5YR 4/4 ◁⢏をⱝᖸྵࡴ ሀ⦓ -

21 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (6.0
ཱྀ⦕部ᶓࢣࣁᚋᶓࢼ

リࢬࢣࡢయ部ᶓ,ࢹ
ᶓࢹࢼ㸩ࢹࢼ Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4 ◁⢏ࡎࢃࡀΰる ሀ⦓ -

22 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

23 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14.5 (8.2 (4.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/1 ⢭⦓,ⓑⰍ Ⰻዲ -

24 ϫ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.4 (2.0 - ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ࢹࢼ

25 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ϩ (26.4 - (9.3
ཱྀ⦕㏆ࡣᶓࢹࢼ,య

部ᩳࡣࢬࢣࡢリ

ཱྀ⦕㏆ࡣᶓࢹࢼ,య部

ࢹࢼリᚋࢬࢣࡣ
㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 2.5YR 5/4 ◁⢏ࡀΰる Ⰻዲ -

26 ϫ - ና ⬗部 㡲ᜨ器 - - (17.6 9.4
ᶓࢹࢼ,⫪部㏆

ᣦ㢌ᅽ

ୗࢬࢣリ,ୖᖹ⾜ࢱ

ࢹࢼᚋᶓ(⦪)࢟ࢱ
⅊Ⰽ 5Y 4/1 ⢭⦓ ሀ⦓ -

第1�図 27 Ⅲ - ና 㡲ᜨ器 - 29.2 - 43.7 ࢹࢼᕤල,࢟ࢱࢱ ࢹࢼ,࢟ࢱࢱ - - - - -

第1�図 28 ϫ - ᆗ ᙧ品

ᙧ品

土ᖌ器 ᆗϫ 11.4 4.4 5.1
ᶓࢹࢼ,ぢ㎸ࡳ

ᣦ㢌ᅽ

ᶓࢹࢼ,ᗏ部直ୖࡳࡢ
ࢹࢼリᚋᶓࢬࢣ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

29 ϫ - ᳐ ᙧ品 土ᖌ器 ᳐ϩ 14.4 (7.8 6.8 ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼᚋ⬮部ୖを
ᅇ㌿ࢬࢣリ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

30 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 8.2 (2.0 ᶓࢹࢼ? ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

31 ϫ � ⏎? ⬗部 㡲ᜨ器 - - - - ᖹ⾜࢟ࢱࢱ ᱁子࢟ࢱࢱ ⅊㯤〓Ⰽ 10YR 5/2 ⢭⦓ ሀ⦓ -

32 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (13.6 6 5.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࢹࢼ,ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾ,ぢ㎸ࡳᅇ㌿ࢹࢼ

33 Ⅲ b ᆗ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 12.3 5.5 4.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢬࢣ,ࢹࢼリ ᶳⰍ 5YR 7/8 ◁⢏ࡀᑡࡋΰる Ⰻዲ ቚ᭩,ᗏ部እ㠃ࡣᮍㄪᩚ,ぢ㎸ࡣࡳ㟼Ṇࢹࢼ

34 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12 - (3.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/3 ㉥Ⰽ⢏ࡀᑡࡋΰる Ⰻዲ -

35 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (15.8 (10.0 (4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

36 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13.4 - (3.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
⢭⦓(ⓑⰍ⢏をࡎࢃ

(ࡴྵ
Ⰻዲ -

37 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (1.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ

(ΰる
ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

38 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (1.2 ᫂ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏ࡀᑡࡋΰる Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㟼Ṇࢹࢼ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

39 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㟼Ṇࢹࢼ

40 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.4 (3.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢬࢣ,ࢹࢼリ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࢹࢼ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

41 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (2.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࢹࢼ,ぢ㎸ࢹࢼࡳ

42 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 8.2 (2.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

43 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7 (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾ

44 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.8 - Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

45 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 - - (8.0 (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/6 ⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀΰる) ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

46 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - (8.2 (2.7 ᑀ࣑࢟࢞࡞ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

47 Ⅲ b ና ཱྀ၁部 土ᖌ器 - - - (3.3 ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ᕸ┠ Ⰻዲ -

48 - - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6
⢭⦓(㉥Ⰽ,ⓑⰍ⢏子

をྵࡴ)
ሀ⦓ -

49 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

50 Ⅲ b ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 - - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

51 Ⅲ 㹠 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ⏎ϩ (24 - (8.4
,ࢹࢼᚋࢣࣁᶓࡣ⦖ཱྀ

య部ࡣᶓ᪉ྥࢬࢣリ

⦪ࡣయ部,ࢹࢼᶓࡣ⦖ཱྀ

ࢹࢼ࡞ᚋᑀࢣࣁ
ᶳⰍ 5YR 6/6

ȭ1ੈ⛬ࡢ小♟ࡎࢃࡀ

ΰる
ሀ⦓ -

52 Ⅲ 㹠 ⏎ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ (28.8 - (7.8
ࡃリ,ཱྀ⦕㏆ࢬࢣࣛ࣊
ࢹࢼᶓࡣ ࢹࢼるᶓࡼࣛ࣊ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ -

53 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㡲ᜨ器 - (16.7 9 6.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ Ⰽࣈリ࣮࢜⅊ 5Y 6/2
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ┠❧

(ࡘ
ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࠉ㟼Ṇࢹࢼ,ⅆࡔすࡾ࠶ࡁ

54 Ⅲ E ⏎? ⬗部 㡲ᜨ器 - - - - ᖹ⾜࢟ࢱࢱ ᱁子࢟ࢱࢱ ⅊Ⰽ 7.5Y 5/1 ⢭⦓ ሀ⦓ -

55 Ⅲ b ⩚ཱྀ 先端 㠹 - -
最大径

7.6

最大長

11.0 - - - - ȭ1ੈ⛬ࡀ♟ࡢΰる ᬑ通 先端部ࢫࣛ࢞,ࡋ⼥⁐ࡣ㉁࠸࡚ࡋる

56 ϫ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.4 (4.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

57 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.4 (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

58 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.6 (1.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3
⢭⦓(◁⢏をࡎࢃ
(ࡴྵ ሀ⦓ -

第22図

第2�図

⫾土 ↝ᡂ 備考

第12図

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

第1�図

第1�図

小
ศ
㢮

ཱྀ径
(cm)

挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部
大
ศ
㢮

ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ᕸ┠,ᶓࢹࢼ

※（書きの数字は口径，底径の復元径，器高の残在高
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第 4表　古代遺構内出土遺物観察表（ 2）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ 備考
ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ小
ศ
㢮

ཱྀ径
(cm)

挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部
大
ศ
㢮

59 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.4 (1.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

60 ϫ - ᆗRU᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.6 (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

61 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.2 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

62 ϫ - ᳐RUᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7.2 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ
ᶳⰍ(୍部㉥Ⰽ㢦ᩱཬ

(ࡾ࠶╔ࡢࢫࢫࡧ
7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

63 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.2 (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

64 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.4 (3.0 ᶓࢹࢼ
ᗏ部直ୖをᅇ㌿ࢬࢣリ,
య部ࡣᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡀΰる) ሀ⦓ -

65 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬮部 土ᖌ器 - (15 - (8.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᫂㯤ᶳⰍ 10YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

66 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.1 (3.2 ᑀࢹࢼ࡞ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⓑⰍ⢏ࡀᑡࡋΰる Ⰻዲ -

67 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7.2 (3.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕸ┠ࡀすṧる

68 ϫ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 (2.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

69 ϫ - ᆗRU᳐ ⬮ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯮〓Ⰽ(ࢫࢫ╔) 10YR 3/1 ⢭⦓ Ⰻዲ -

70 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13 - (4.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

71 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.4 - (4.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

72 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.6 - (2.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

73 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (11.6 - (3.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/1
⢭⦓(㍤▼ࡢᚤ⢏子

ຍ࠼,小▼ࡀΰる㸧
Ⰻዲ ⏝ࣟࢡࣟ

74 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14 - (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

75 ϫ - ና ཱྀ⦕部㹼㢕部 土ᖌ器 - (10.2 - (3.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

76 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - 7.2 (1.6 ?࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼᚋࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

77 ϫ - ᆗRU─ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - (6.0 (1.2 ?࣑࢟࢞ ᑀࢹࢼ࡞ 〓⅊Ⰽ 5YR 5/1 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᑀࢹࢼ࡞

78 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - - (4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

79 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - - (3.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ୧㠃ᮒ(㉥Ⰽ) 10R 4/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ୧㉥

80 ϫ -  - 土ᖌ器 - - (17.1 (3.0
ᶓࢹࢼ,୰ᚰ㏆ࡣ㟼

Ṇࢹࢼ

ᕤලࢹࢼᚋᶓࢹࢼ,୍部
ᅇ㌿ࢬࢣリ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ ሀ⦓ -

81 ϫ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (5.3
ᶓࢹࢼ,య部ࡣᶓࡢ
リࢬࢣ ᶓࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6 ◁⢏ࡀΰる Ⰻዲ -

82 ϫ - ⏎ ⬗部 㡲ᜨ器 - - - -
ᖹ⾜࢟ࢱࢱ,ྠᚰࢱ
࢟ࢱ ᱁子࢟ࢱࢱ 㯤Ⰽ࠸ࡪ 2.5Y 6/3 ⢭⦓ ሀ⦓ -

83 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (12.6 5.4 5.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ ᬑ通 ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᶓ࡛ࢹࢼㄪᩚ

84 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7.2 (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

85 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 3.8 (1.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

86 ϫ - - ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (1.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

87 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ϩ (14.2 6.8 6.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

88 ϫ - - ⬮部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 10 (4.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ᑡࠎ⢒࠸ ᬑ通 ࡳࡶ

89 ϫ - - ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 (4.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

90 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (13 - (4.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

91 ϫ - - ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

92 ϫ - ᆗRU─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㝡☢器 - (14.8 (5.4 4.1 - - 㔙㸸⅊࢜リ࣮ࣈⰍ 7.5Y 5/2 ⢭⦓ ሀ⦓
㉺ᕞ❔㟷☢,㠃㔙,ෆ㠃ぢ㎸ࡳࡋ࡞ࢀࡀ,
↝ᡂ୍番ୖࡓࢀ⨨?

93 ϫ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 12.4 5.4 5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

94 ϫ - ᳐ ⬮部㹼⬗部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.2 (3.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

95 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$᳐ϩ - 7.2 (2.9 ࣑࢟࢞ᚋࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃ
ΰる) Ⰻዲ ෆ㯮

96 ϫ � ᳐? ⬮部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 9.8 (5.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

97 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 (13.6 - (4.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ
ᶳⰍ,㉥Ⰽ㢦ᩱࡀぢࢀࡽ
る(࣋ンࣛ࢞) 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

98 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (22.8 - (3.5
ཱྀ⦕部ࡣᶓࢹࢼ,య部

リࢬࢣࡢᶓ᪉ྥࡣ
ᶓࢹࢼ 㯮〓Ⰽ 10YR 3/2 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ -

99 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ၁部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (4.3
ᶓࢹࢼ,య部ࡣ⦪᪉ྥ
リࢬࢣࡢ ᶓࢹࢼ Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4 ◁⢏をྵࡴ ሀ⦓ -

100 ϫ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (5
ᶓࢹࢼ,య部ᩳࡣࡢ
リࢬࢣ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ -

101 ϫ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ - - (6.2
ᶓࢹࢼ,ᩳࢬࢣࡢリ
ᚋࢹࢼ ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ -

102 ϫ - 㖊 ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 - -
⬗径

21.4
(9.6

ࡣయ部,ࢹࢼᶓࡣ⦖ཱྀ
ࢹࢼリᚋࢬࢣ ᑀࢹࢼ࡞ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/3 ◁⢏,小♟ࡀΰる Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᑀࢹࢼ࡞

103 ϫ - 㖊 ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 - (25.0 (13.6 13 ࢹࢼリᚋᶓࢬࢣ - 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ -

104 ϫ � ⏎? ⬗部 㡲ᜨ器 - - - - 車㍯ᩥ࢟ࢱࢱ ᱁子࢟ࢱࢱ"
ෆ㠃㸸ὸ㯤ᶳⰍ㸪

እ㠃㸸᫂㯤〓Ⰽ

10YR 8/4,

10YR 6/6
⢭⦓ ሀ⦓ -

105 ϫ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 12.4 5.2 4.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

106 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (2.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

107 ϫ - - ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - (7.0 (2.2 ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼ,ୗ部ࢬࢣࣛ࣊
リ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ╔ࢫࢫ

108 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.4 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

109 ϫ - - ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7 (2.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

110 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.4 (1.1 - ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

111 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 - - (6.1 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ṧる Ⰻዲ -

112 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13.6 - (5.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

113 ϫ � ᳐? ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12 - (4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

114 ϫ - - ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (2.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

115 ϫ - - ཱྀ⦕部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - - (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤〓Ⰽ࠸ࡪ 10YR 5/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ╔ࢫࢫ

116 ϫ - ─ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 (13.0 - (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -
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第 5表　古代遺構内出土遺物観察表（ 3）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ 備考
ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ小
ศ
㢮

ཱྀ径
(cm)

挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部
大
ศ
㢮

117 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 12.5 5 5.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/3
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

118 Ⅲ b ᳐ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 12.8 5 5.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

119 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (13.0 6.5 4.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/6
㉥Ⰽ⢏(ȭ1࠸⢒ࡸࡸ
ṧるࡀ(⛬ੈ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᑀࢹࢼ࡞

120 Ⅲ b ᆗ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 12.8 5.6 5.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

121 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (4.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

122 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (13.2 5.5 5.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

123 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (11.9 5.8 5.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

124 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (1.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

125 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.7 (1.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

126 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.1 (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/2 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

127 Ⅲ b ᳐ ᙧ品 土ᖌ器 ᳐ϩ 12.9 6.5 7.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕸ┠

128 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 (4.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠ᚋࢹࢼ

129 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ (14.6 8.8 8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

130 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ (10.1 8 (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

131 Ⅲ b - ⬮部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 㸦�.2 (5.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(▼ⱥ,㉥Ⰽ⢏ࡀ
ΰる) ሀ⦓ -

132 Ⅲ E ᳐? ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8 (3.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠

133 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.6 (2.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠

134 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϫ - 6 (3.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃ
ΰる) Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

135 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13.2 - (4.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

136 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14 - (2.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

137 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (10.4 - (2.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ሀ⦓ -

138 Ⅲ E ᳐" ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (12.8 - (4.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

139 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - - - (2.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ ሀ⦓ -

140 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (13.4 - (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

141 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 10.2 (3.0 ᶓࢹࢼᚋ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ࣑࢟࢞ࡳ୧㉥,ぢ㎸ࡃࡽࡑ࠾

142 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - - (2.4 ࣑࢟࢞ࣛ࣊ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

143 Ⅲ b ᳐RUᆗ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13.5 (9.7 (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕୗ⏣ࠖ

144 Ⅲ b 㖊 ᙧ品 土ᖌ器 - 19.3 10.5 11 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ቚ᭩,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࢹࢼࡕࡢࡾ

145 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ⏎ϩ 33.4 - (28.0 ࢹࢼᣦ,ࢹࢼ,リࢬࢣ ࢹࢼᣦ,ࢹࢼ,࣓ࢣࣁ Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4 ◁⢏ࡀከࡃΰる Ⰻዲ -

146 Ⅲ 㹠 ⏎ 㢕部㹼⬗部 土ᖌ器 ⏎ϩ - - (15.3
ᕥᩳୖࡵ᪉ྥࣛ࣊ࡢ
リࢬࢣ ᶓࢹࢼ 〓Ⰽ ��4ࠉ5>�1 小▼をྵࡴ Ⰻዲ 㢕部径��.�cm

147 Ⅲ b ⏎RUና ཱྀ⦕部 㡲ᜨ器 - (22.6 - (4.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ ��1ࠉ>� ⢭⦓ ሀ⦓ -

148 Ⅲ b ⏎RUና ⬗部 㡲ᜨ器 - - - - ᖹ⾜࢟ࢱࢱ ᩳ᱁子࢟ࢱࢱ ᫂〓Ⰽ 7.5YR 5/6 ⢭⦓ ሀ⦓ -

149 Ⅲ b ☇ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㝡☢器 - (15.4 6.6 5.4 - -
㔙㸸㯤〓Ⰽ,ᆅ㸸࠸ࡪ
㯤ᶳⰍ

2.�< ���,1�<5 7�� ⢭⦓ ሀ⦓ -

150 Ⅲ b - ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.9 - (4.0 ࣑࢟࢞
ᶓࢹࢼ,ୗࢬࢣリṧ
る 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ

ෆ㉥,ෆ㠃☻࠸࡚ࢀるࡀ,ⴠ࡚ࡋ⣲ᆅࡀ㟢出

する部ศࡀከ࠸

151 ϫ - 土ᖌ⏎ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ⏎ϩ (27 - (16.4
ཱྀ⦕ᶓࢹࢼ,⬗部ࢬࢣ
リ(ᩳ)

ཱྀ⦕ᶓࢹࢼ,⬗部ࢹࢼ ㉥〓Ⰽ 5YR 4/6 ◁⢏ࡾ࡞ࡀΰる Ⰻዲ -

152 Ⅲ b ⏎ ⬗部 㡲ᜨ器 - - - - ྠᚰ࢟ࢱࢱ ᱁子࢟ࢱࢱᚋࢣࣁ 㯮Ⰽ 10Y 2/1 ⢭⦓,ᑡࡋ◁⢏ࡀṧる ሀ⦓ -

153 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ 15.3 7.6 6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8
⢭⦓(ⓑⰍ⢏をࡎࢃ
(ࡴྵ Ⰻዲ

ぢ㎸୍ࡽࡳ部⬗部࡚ࡅ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃

(ࢹࢼᶓ)ࢹࢼᅇ㌿ࡢࡅࡾ㈞ᚋ㧗ྎࡾษࣛ࣊

154 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (1.9 - ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ΰる) Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

155 Ⅲ E ⏎? ⬗部 㡲ᜨ器 - - - -
ᶓࢹࢼᚋᖹ⾜୍࢟ࢱࢱ

部ࢹࢼ

ᖹ⾜୍࢟ࢱࢱ部᱁子ࢱ
࢟ࢱ

ෆ㠃㸸⅊〓Ⰽ,እ㠃㸸
㉥〓Ⰽ࠸ࡪ

�<5 ��2,�<5 ��� ⢭⦓ ሀ⦓ -

第�2図 156 ϫ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㝡☢器 - (13.6 6.4 2.6
ཱྀ⦕部⥳㔙୍ࡀ部ṧ

Ꮡ
⾲㠃ⴠࡀⴭࡃࡋ᫂ ῐ㯤Ⰽ 2.5Y 8/4 ⢭⦓ Ⰻ ⥳㔙㝡器

157 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (2.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

158 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (5.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

159 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 8.8 (2.1 ᶓࠉࢹࢼ ᶓࢹࢼ ῐ㯤Ⰽ 2.5Y 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部㏆ࢬࢣリ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

160 ϫ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (12.5 6.4 3.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ"ᑀࢹࢼ࡞

161 ϫ - ᳐RUᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (2.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

162 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.2 (1.3 ᶓࢹࢼ(ᅇ㌿ࢹࢼ) ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ㸩ࢹࢼࣛ࣊"

163 ϫ - ᆗRU─ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (1.5 ࢹࢼ ࢹࢼࣛ࣊ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏子をࡎࢃ
(ࡴྵ ሀ⦓ -

164 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.8 (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ้᭩㸪ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᑀࢹࢼ࡞㸪้᭩

165 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6 (2.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᅇ㌿"

166 ϫ � ᆗ? ᗏ部 土ᖌ器 - - 7.2 (1.2 ᶓࢹࢼ ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

167 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (1.3 ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼ,ᗏ部㏆ࢬࢣリ
ᚋᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ㸪ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

168 ϫ � ᆗ? ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.4 (1.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓(◁⢏ࡀΰる㸧 Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

169 ϫ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.8 (3.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

170 ϫ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ⾲㠃ᦶ⪖

171 ϫ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.6 ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⓑⰍ⢏ࡀΰる,㍍▼ Ⰻዲ -

172 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.8 (2.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠

173 ϫ - ᳐ ⬮部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 8.2 (4.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕸ┠ᚋࢹࢼ

174 ϫ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 - - 6.2 (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠
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第��図 185 - - ㍍▼ ᨭ⬮? 12.7 8.5 7 ��� ࡾ࠶㉥ኚࡅ↝

挿図番号 考備㸧g(さ重掲載番号

出土層

器種 幅㸦cm㸧 厚さ㸦cm㸧 重さ㸦J㸧長さ㸦cm)▼ᮦ

厚大最幅大最長大最2L1L

190 - - 鉄製品 埦型鉄滓 8.2 6.4 2.7 850 -

191 - - 鉄製品 埦型鉄滓 11 8.8 5.8 380 小ࡾⅣࡢ㊧ࡾ࠶(長さ2厚さ1⛬ᗘ)
第��図

考備)g(さ重挿図番号 掲載番号

出土層

種別 器種

法量(cm)

第 6表　古代遺構内出土遺物観察表（ 4）

第 7表　古代遺構内出土石製品観察表

第 8表　古代遺構内出土製鉄関連遺物観察表

第41図　遺物出土状況図（1）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ 備考
ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ小
ศ
㢮

ཱྀ径
(cm)

挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部
大
ศ
㢮

175 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.6 - (3.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮ࡾ࠶

176 ϫ - ᆗ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (10 - (3.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 6/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

177 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.4 - (4.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6
⢭⦓(⣽◁⢏をࡎࢃ
(ࡴྵ ሀ⦓ ቚ᭩

178 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12 - (3.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕୗ⏣ࠖ

179 ϫ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 - - - 1.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

180 ϫ - ᳐ ⬮部㹼ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ - 9.4 (2.1 (≦ᨺᑕ)࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡎࢃࡀ
(ΰる Ⰻዲ ෆ㯮

181 ϫ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ (15 - (4.5 ࣑࢟࢞
ཱྀ⦕部㏆ᶓࢹࢼ,⬗部
࣑࢟࢞リᚋࢬࢣ ὸ㯤ᶳⰍ

10YR 1.7/1,10YR

8/4
⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

182 ϫ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 㯮Ⰽ$ (14.4 - (3.2 ࣑࢟࢞ ࣑࢟࢞ Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮

183 ϫ - ና ᗏ部 㡲ᜨ器 - - 6.8 (3.5 ᶓࢹࢼ ࢹࢼ ⅊Ⰽ N4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

184 ϫ - ና ⫪部 㡲ᜨ器 - - - - ᣦᢲさ࠼ ࢹࢼ,࢟ࢱࢱ
〓⅊Ⰽを基ㄪ,⫪部ୗᬯ࢜

リ࣮ࣈⰍࡢ⮬↛㔙ࡀる 10YR 6/1
⢭⦓(▼ⱥ,長▼ࢃࡀ
ΰる㸧ࡎ ሀ⦓ -

186 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (14 7.1 5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

187 Ⅲ b ᆗ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 13.1 6 4.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

188 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7.2 (3.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ㸩ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

189 Ⅲ b ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ϩ (24.4
⬗径

(22.6
(10.3 ⦪᪉ྥࢬࢣࣛ࣊リ

ཱྀ⦕部ᶓࢹࢼ,⬗部ࣛ࣊

ࢹࢼࡢる⦪᪉ྥࡼ
ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃እ㠃ࡶ㯮Ⰽࢫࢫࡢ╔

第��図
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第42図　遺物出土状況図（2）
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第43図　遺物出土状況図（3）
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4 　遺物
土師器坏Ⅰ類（第44図）
　192～216は坏Ⅰ類に分類した土師器である。いずれも
内外面胴部にはロクロによる回転ナデ調整痕，底部には
回転ヘラ切り，もしくはヘラ起こし痕が見られる。192
は内面に一部朱色顔料の塗布が見られる。外面には一部
ススの付着が見られる。193は回転ナデ調整に加えて一
部に指で凹凸をナデ消した痕が見られる。194は，胎土
に小石が含まれ，ロクロの回転方向が分かる。195は丁
寧な回転ナデ調整が施されている。196は口縁部が外側
に向かって若干開く器形である。197は胴部から口縁部
にかけて外反する。内外面の口縁部付近に一部赤色顔料
の塗布が見られる。
　198は内面に細かい回転ナデ調整跡が見られる。199は
底部にヘラによる粗いナデ調整跡が見られる。200は内
外面に丁寧な回転ナデ調整，底部にも丁寧なナデ調整が
施される。201は胎土にやや小粒の小石を含み，全体的
に歪んだ形状を呈する。202は外面にススの付着が見ら
れる。また，細い工具で削って入れた沈線が見られる。
203は胎土に小石を多く含む。そのため，表面も丁寧な
回転ナデが施されているにもかかわらず粗い。外面には，
回転ナデの後にヘラでのナデ調整痕が見られる。204は
胴部から口縁部にかけて薄くなり，若干外側に向かって
開く。205は内面の一部に赤色顔料の塗布が見られる。
外面底部付近には，ヘラ調整痕が見られる。206は底部
に何も調整が施されていない。207は内面全体及び外面
の一部にススの付着が見られる。灯明皿として転用した
可能性も考えられる。208は全体的に丁寧な回転ナデ調
整が見られる。209は内面底部に指押し調整痕が見られ
る。210は外面底部付近に縦方向へのナデ調整痕が見ら
れる。211は全体的に法量が小振りである。212は胎土に
小石が多く混じり，表面が粗い。胴部にわずかに赤色顔
料の塗布が見られる。213は内外面とも丁寧な回転ナデ
で調整されており，胎土も精緻である。214は内面にも
み痕と思われる痕が残る。215は外面底部付近をヘラで
調整している。内面底部には，指で押したと思われる痕
が残る。216は外面底部付近にヘラ切りの際にはみ出し
た粘土をナデ付けた痕が見られる。

土師器坏Ⅱ類（第45図）
　坏Ⅱ類は，30点を図化した。すべて内面，外面ともロ
クロによる回転ナデ調整が施され，底部は回転ヘラ切り
底もしくはヘラ起こし底である。
　217はほぼ完形で出土した。全体が被熱により赤褐色
を呈し，内面，外面の回転ナデ調整痕が剥離している。
胎土に砂粒を多く含み，底部はヘラ切りの後にナデ調整
が施される。外面底部付近に一部ヘラ削り痕も見られる。
218は内面･外面とも丁寧な回転ナデ調整，見込み部分に

は静止ナデ調整が施される。底部にはヘラ痕が調整され
ずにそのまま残る。219は全体的に器形が歪んでいる。
底部から口縁部に向かっての立ち上がりが急であり，底
部にはナデ調整が施される。220は外面底部付近に荒い
ケズリ痕が見られる。底部にもヘラナデ調整が施される
が，ヘラ起こしの際についたヘラ痕は明瞭に残る。221 
は内面･外面とも丁寧な回転ナデ調整が施されるが，底 
部には何の調整も施されていない。内面底部付近にはも
み痕が残る。222は胎土に砂粒を多く含む。内面･外面と
も丁寧な回転ナデ調整が施され，底部にもヘラナデ調整
が施される。223は外面底部付近にケズリ痕が残るが， 
回転ナデにより丁寧に仕上げられている。底部にもナデ
調整が施される。224は底部が回転ヘラ切りの後，ナデ調
整が施される。見込み部分には静止ナデ調整痕が見られ 
る。また，外面胴部から口縁部の一部に赤色顔料の塗布
が見られる。225はほぼ完形で出土した。胎土に砂粒を
多く含む。底部はヘラ切りの後，ナデ調整が施される。
226は内面，外面とも強い横ナデ調整が施される。外面
底部付近にはヘラ切りの際に外にはみ出した粘土をナデ
つけた痕が見られる。227は胎土に小石を含む。内面に
は回転ナデ調整の際，胎土に含まれた小石が動いて横線
が付く。228は内面底部に静止ナデが施され，平らであ
る。229は内面底部に指によるナデ調整痕が残る。230は
外面底部付近にヘラケズリ痕が残る。231は外面に回転
ナデ調整の際に，工具によって沈線が付けられる。232
は胎土に砂粒を多く含み，粗い。233は内面底部が平ら
ではなく凹凸が見られる。234は胎土に赤色の砂粒を含
む。235は見込み部分にも回転ナデ調整が施される。236
は底部に厚みがあり，237は外面に一部ススの付着が見
られる。238は立ち上がりが急であり，全体的に器形が
やや歪んでいる。239は底部の調整が粗い。240は外面底
部付近のケズリ痕をナデ消した痕が見られる。241は底
部の調整が粗くヘラ痕が残る。242は底部の径が大きめ
で直線的な立ち上がりである。243は底部にヘラ痕が残
る。244は底部に丁寧なナデ調整が施される。245は内面
底部にナデ調整が施され，平らであるが薄い。246は胎
土に小石を多く含み粗い。内面にはもみ痕が残る。

土師器坏Ⅲ類（第46・47図）
　坏Ⅲ類は37点を図化した。すべて内面，外面ともロク
ロによる回転ナデ調整，底部には回転ヘラ切り，もしく
はヘラ起こし痕が見られる。247は胴部に工具による調
整痕が見られる。248は外面底部付近のケズリ痕にナデ
調整が施される。249は外面に一部ススの付着が見られ
る。250，251は口縁部がわずかに外反する。252は立ち
上がりが緩やかで，口縁部にかけて薄くなる。253は底
経が他のものと比較して長い。254は底部が薄く，底に
は回転ヘラ切り痕が残る。255は底部にわずかに赤色顔
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第44図　土師器坏Ⅰ類
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第45図　土師器坏Ⅱ類
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料が残る。256は外面にススの付着が見られる。257は底
部に調整が施されておらず，粗い。258は見込み部分に
ススの付着が見られる。器面が摩滅している。259は底
部にナデ調整が施され，ヘラ切り痕が消される。260は
底部にヘラ痕が調整されずに残る。外面には，はみ出し
た粘土をナデ付けた痕が見られる。
　261は底部にわずかに赤色顔料の塗布が見られる。262
は底部の調整が粗く，はみ出した粘土塊の付着が見られ
る。263は底部に粗いナデ調整が見られる。264は胎土に
砂粒を多く含む。見込み部分に静止ナデ，底部にはナデ
調整が施されているものの，取り上げ時についたヘラ痕
が残る。265は内面にススの付着が見られる。底部には
回転ヘラ切り痕が残る。266は外面にわずかに赤色顔料
の塗布が見られる。底部から胴部，内面に至るまで丁寧
な回転ナデ調整が施される。267は外面底部付近にはみ
出した粘土をナデつけた痕が見られる。268は回転ヘラ
切り底であり，その痕が調整されずに残る。269は外面
底部付近のヘラケズリによる調整が粗い。270は被熱し

ているためか，内面・外面にススの付着がみられる。底
部には静止ナデ調整が施されるが，粗い。271は内面底
部が剥離している。胎土に小石を多く含む。272は見込
み部分に指で押した痕が残る。底部ははみ出した粘土を
整形し，高台のような形状を呈している。273は見込み
部分が盛り上がっている。底部にはヘラ痕が調整されず
に残る。274は見込み部分に静止ナデ調整が施される。
底部は回転ヘラ切り底である。275は底部を調整した時
にはみ出した粘土がナデ付けられ，高台のような形状に
なっている。276は内面底部にうすいススの付着が見ら
れる。277は底部に丁寧なナデ調整が施されるが，ヘラ
痕が明瞭に残る。278は底部を高台のような形状に仕上
げている。279は外面の底部から胴部に一部赤色顔料の
塗布が見られる。280は外面及び内面にうすい赤色顔料
の塗布が見られる。281は底部の一部が極端に厚く仕上
げられ，厚みが均一ではない。282は内面及び外面の一
部にススの付着が見られる。283は見込み部分に指によ
る静止ナデ調整痕が見られる。
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第46図　土師器坏Ⅲ類（1）
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土師器坏Ⅳ類（第48図）
　坏Ⅳ類は15点を図化した。すべて内面外面に回転ナデ
調整が施され，底部はヘラ起こしもしくは回転ヘラ切り
底となっている。
　284は胎土に赤色粒を含む。外面は回転ナデの際に工
具で強く押された痕が残る。285は，外面及び内面の一
部に赤色顔料の塗布が見られる。285は，ほぼ完形品で
出土した。全体的に形がゆがんでいる。286は内面底部
に静止ナデ調整が施される。287は内面底部に静止ナデ
調整が施される。288は底部に調整が施されてないため
粗く，回転ヘラ切りの痕が明瞭に残る。289は底部に回
転ナデ調整痕が残るが，内面外面の底部から胴部にかけ
てはその痕が静止ナデにより調整されている。290は見
込み部分及び底にわずかに赤色顔料の付着が見られる。

291は底にわずかにススの付着が見られる。292は内面外
面ともに丁寧な回転ナデ調整が施されるが，見込み部
分にわずかに指押し調整痕が残る。293は底部が回転ヘ
ラ切り底であるが静止ナデにより調整される。294は底
部が回転ヘラ切り底になっておりその上が工具で粗くナ
デられる。295は底部に厚みがある。見込み部分にヘラ
を押しつけた痕が残る。296は底に何の調整も施されず，
回転ヘラ切りの痕跡が明瞭に残る。297は底部のはみ出
した粘土をそのままナデ付けており，整形が粗い。298
は外面に薄く赤色顔料の塗布が見られる。内面は静止ナ
デ調整が施されている。

第47図　土師器坏Ⅲ類（2）
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土師器椀Ⅰ類（第49図）
　椀Ⅰ類は， 5点を図化した。299は全体的に薄い朱色
を呈し，外面にススの付着が見られる。器形は胴部から
口縁部にかけてわずか外反する。300，301は内面底部に
布目痕が見られる。302は布目痕の上に静止ナデによる

調整痕が見られる。
　302は胎土に小石を多く含む。内面には静止ナデによ
る調整痕が見られる。303は外面底部付近にススの付着
が見られる。
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第48図　土師器坏Ⅳ類

第49図　土師器椀Ⅰ類
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土師器椀Ⅱ類（第50・51図）
　304は外面に薄い赤色顔料の塗布が見られる。内面，
外面には紐状の粘土を巻き上げて整形し，ロクロで調整
を施した際に生じた横線が多数見られる。305は，高台
を後付けした痕が見られる。内外面とも丁寧な回転ナデ
で仕上げられる。306は胴部の一部にススの付着が見ら
れる。307は内面底部に布目痕の上からヘラによるナデ
調整が施される。308は内面底にススの付着が見られる。
309は布目痕をヘラでナデ消した痕が見られる。310は内
外面に横ナデ調整が見られ，外面底部近くにはヘラによ
るケズリ痕が見られる。311は内面底にヘラによる回転
ナデ調整の際に生じた線が残る。布目痕の上に静止ナデ
調整が見られる。312は内面底部に渦巻き状の調整痕が
残る。313は内面底部に一部赤色顔料の塗布が見られる。
314は見込み部分の布目痕が回転ナデ調整によりわずか
に消されている。315は内面にわずかに赤色顔料の塗布
が見られる。胎土にわずかに砂粒を含み，高台を付けた
痕が残る。316は内面底部に静止ナデ調整が施され，布
目痕がわずかに残る。317は外面底部付近に丁寧なヘラ
ケズリ痕が残る。318は見込み部分に布目痕が明瞭に残
るが，中心付近はナデ調整が見られる。319も同様に中
心付近に静止ナデ調整が見られる。320は胎土に砂粒を
わずかに含む。見込みの部分は布目痕の上に静止ナデ調
整が施される。321は高台にわずかにススの付着及びヘ
ラケズリによる調整痕が見られる。見込み部分が322と
比較して広範囲に静止ナデ調整が施される。323は見込
みの部分の布目痕が回転ナデ調整により消される。324
は見込みの部分が布目痕の上に静止ナデ調整が施され
る。325は布目痕が明瞭に残る。326は見込み部分に工具
によるナデ調整痕が見られる。327は高台内部にわずか
に赤色顔料の塗布が見られる。328，329は見込み部分に
わずかに静止ナデ調整痕が残る。330は胎土に砂粒を多
く含むため表面がやや粗い。
　331は胎土に砂粒をわずかに含む。高台を後から付け
た痕跡が明瞭に残る。内面，外面とも丁寧な回転ナデで
仕上げられている。332は見込み付近に指による圧痕が
見られる。それに加え丁寧な静止ナデが施される。333
は外面が粗いヘラケズリ調整が施され，内面は横ナデ調
整が施される。334は内面，外面ともに回転ナデによる
調整が施される。335は内面，外面とも回転ナデによる
調整が施され，その上から所々に指ナデ痕が見られる。
見込み部分は静止ナデによる調整痕が見られる。336は
内面に赤色顔料の塗布が見られる。内面底は静止ナデ調
整が施される。また，外面底の凸部にナデ調整痕が見ら
れる。337は胎土に砂粒をわずかに含む。338は高台が後
付けされた痕跡が残る。畳付の部分が鋭利な形状を呈す
る。内面には布目痕，見込み部分は静止ナデによる調整
が施される。339は見込み部分は静止ナデ，外面は横ナ

デ調整が施される。色調が橙色である。内面底には静止
ナデ調整，底部かヘラ切り後にナデ調整が施される。内
面底には文字のような文様も見られ，ヘラ書き文字の可
能性もある。
　341は胎土に砂粒を多く含む。全体明赤褐色を呈する。
　342は内面底に布目痕が見られる。見込み部分には静
止ナデが施される。343は全体が赤褐色を呈し，胎土に
砂粒を多く含む。外面底部付近にわずかにススの付着が
見られる。344は見込み部分に指押し調整が施されてい
る。345は内面底部の布目痕を静止ナデ調整により消さ
れている。346は内面底に布目痕が明瞭に残る。立ち上
がりに歪みが見られる。底部は凸状に張り出しており，
仕上げも粗い。347は外面にヘラ状の工具で丁寧な回転
ナデ調整が施される。内面は粗く調整痕が見られない。
使用による摩滅の可能性も考えられる。胎土に砂粒を多
く含む。348は底部にヘラ切り痕ナデ消した痕が明瞭に
残る。349は内面にススの付着が見られる。350，351は
見込み部分に指による圧痕が見られる。352は見込み部
分に静止ナデ調整が施され，一部に赤色顔料の塗布が見
られる。高台の高さが他の遺物と比較して低い。353は
胎土に赤色粒，白色粒を多く含む。内面はにぶい赤褐色
を呈し，外面には一部ススの付着が見られる。354は内
面に布目痕が見られるが，見込み部分は回転横ナデが施
される。355も布目痕が見られるが大部分が静止ナデに
より消され，わずかに痕跡が残る。356は内面，外面と
も丁寧な回転ナデ調整で仕上げられる。357は見込み部
分にわずかにススの付着が見られる。胎土に砂粒をわず
かに含む。358は内面にわずかに赤色顔料の塗布が見ら
れる。胎土に小石が混じり，見込み部分には静止ナデ痕
が残る。359は見込み部分に粗い静止ナデ調整が施され，
その際についたと思われる線状のキズが残る。
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第50図　土師器椀Ⅱ類（1）
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土師器椀Ⅲ類（第52図）
　360～363の 4 点は椀Ⅲ類に属する。360は胎土が粗く
砂粒を多く含む。内面胴部は丁寧な回転ナデ調整が施さ
れるが，見込み部分の調整は粗い。361は内面底部に布
目痕が見られる。内面，外面とも丁寧な回転ナデにより

仕上げられる。362は底部中心付近の凸部が静止ナデに
よりつぶされている。胎土に砂粒がわずかに見られる。
363は灰白色を呈する。高台を後付けした所に回転ヘラ
ナデが施される。

第51図　土師器椀Ⅱ類（2）
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土師器椀Ⅳ類（第52図）
　364～367の 4 点は椀Ⅳ類に属する。364は底部が回転
ヘラ切りの後静止ナデ調整が施される。高台外面に指で
押した痕跡が見られる。365は底部にススの付着が見ら
れ，ヘラ起こし痕をナデ消した際についたヘラナデ調整
痕が残る。366は胎土が粗く砂粒が混じる。底部はヘラ
起こしの際についたヘラ痕がナデ消されている。内面は
回転ナデにより調整される。367は底にヘラ起こしの際
についたヘラ痕が消されることなく明瞭に残る。一部に
ススの付着が見られる。

土師器口縁部片（第53図）
　368～390は底部が欠損しているため，坏もしくは椀と
分類できなかったもので，比較的残存状況の良いものを
掲載する。
　368，369は内外面とも丁寧な回転ナデで仕上げられる
が，回転ナデ整形をする際についた凹凸のヘラ調整痕が
残る。なお，369は胎土が粗く砂粒を含む。370は口縁部
の下部がわずかにくびれる。胎土に小石を含み，内面，
外面ともに明赤褐色を呈する。371は丁寧な回転ナデで
仕上げられる。厚さは薄く，外面に回転成形時についた
凹凸が残る。372は焼成時にひずみが生じたのか，厚さ
が均一ではなく，胴部中央付近に厚みがある。373はロ
クロでの整形時に胎土に含まれていた小石の移動によっ
てついた横線が残る。374は外面にススの付着が見られ
る。胎土に砂粒が多く含まれる。375は口縁部付近にス
スの付着が見られる。376は法量が小型で立ち上がりが
急である。377は胎土に小石を多く含み，回転ナデ整形
をする際についた凹凸の調整痕が胴部から底部にかけて
多く残る。378，379は丁寧な回転ナデ調整で内外面が仕
上げられている。380は胴部に厚みがある。口縁部付近
がわずかに外反する。381は胴部にヘラによる調整痕が
残る。また全体的に熱の影響を受けてススの付着が見ら
れる。特に内面の口縁部付近にススが濃く付着している
ことから，灯明皿として転用した可能性もある。

　382は口縁部付近に赤色顔料がわずかに残る。383は内
面に薄くススの付着が見られる。384は外面に籾痕が残
る。385は内外面に薄い赤色顔料の塗布が見られる。386
は焼成も良好で丁寧な回転ナデ調整により仕上げられ
る。底部付近に横ナデ痕が残る。387は口縁部付近がく
びれ，外反する。胴部には回転ナデ調整の上に静止ナデ
調整が施された痕が残る。388は小型である。胎土に砂
粒を多く含むため回転ナデ調整は施されているものの，
ざらざらしている。389は内外面に薄い赤色顔料の塗布
が見られる。口縁部がわずかに外反する。390は胴部に
丸みがなく直線的な立ち上がりである。

土師皿（第54図）
　皿は，径を算出できるものの中から12点を図化した。
　391～395は皿Ⅰ類に属する。
　391は回転ヘラ切り底が見られる。392は糸切り底であ
る。395は内面にススの付着が見られる。外面胴部には，
一部指ナデ痕が残る。393は胎土に小石を含み，表面に
凹凸が見られる。394は底にヘラによる静止ナデ痕が見
られる。
　396～402は高台を持ち，皿Ⅱ類に属する。396は見込
み部分に静止ナデ痕が見られる。外面は黒褐色を呈する。
　397は内面，外面に帯状にススが付着する。見込み部
分には削り痕が残る。398は脚部を後付けした跡が明瞭
に残る。399，400は全体的に赤橙色を呈する。いずれも
胎土には小石が多く混じる。また，400は内面中央付近
に静止ナデによる調整痕が見られる。401は内面に一部
ススの付着が見られる。402は内面底部に不規則な静止
ナデによる調整痕が見られる。

黒色土器（第55図）
　403～426は黒色土器の坏または椀，鉢の中から残存状
況の良好なものを25点図化した。すべて内面のみ黒色で
あり，黒色土器A類に属する。403～417は器形が椀Ⅱ類
に属する。403は胎土にわずかに砂粒が残る。
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第52図　土師器椀Ⅲ，Ⅳ類
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第53図　土師器口縁部
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　見込み部分はミガキによる調整痕，高台の付け根部分
に指押し調整痕が残る。404は胎土に砂粒を多く含み表
面が粗い。外面に一部ススの付着が見られる。405は椀
Ⅱ類に属する。内面には斜め方向のミガキが施される。
高台部分と胴部の一部にススの付着が見られる。406は，
高台を後付けし，継ぎ目を回転ナデにより消した痕が残
る。407は内面はミガキ，外面は回転ナデ調整により丁
寧に仕上げられる。408は内面はミガキ，外面は回転ナ
デ調整により丁寧に仕上げられる。409は内面が中央か
ら口縁部に向かって放射状のミガキが施される。410は
椀Ⅱ類に属する。大型で内面はミガキ，外面は回転横ナ
デにより丁寧に仕上げられる。411は高台底も黒色が一
部残る。412は胎土に砂粒を多く含む。高台の付け根付
近に後付けした時の継ぎ目の粘土をケズリ調整した痕跡
が残る。413は内面に見込み部分から口縁部に向かって
縦方向にミガキ調整が施される。414は内面が回転ケズ
リ調整が施される。脚部の貼り付けが甘く，割れが入っ
ている。415は見込み部分中央が大きく凹み，その部分
の器壁が薄い。416は内面底部に中心部から放射状に工
具によるミガキ痕が残る。417は内面にあらゆる方向へ
の工具によるミガキ痕が残る。418は器から皿Ⅱ類に属
する。外面には赤色顔料の塗布，底部にはススの付着が
いずれも若干残る。外面はハケ目によると思われる調整
痕が観察される。419は見込み部分の表面が著しく欠損
している。420は坏Ⅱ類に属する。内面は丁寧なミガキ
調整が施される。底はヘラ起こしの痕をナデ消されてい
る。外面下位にはケズリ痕，胴部にかけて回転横ナデ調

整が施される。421は内面の口縁部付近は横方向，下部
は縦方向にミガキが施される。
　422は内面が421と同様の調整が施される。器型は口縁
部付近の厚みが薄くなり，わずかに外反する。423は内
面が横方向にナデられ，その後にミガキで調整される。
外面は粗い横ナデで調整される。424は口縁部付近が直
線的に立ち上がる。外面はケズリが施され，ミガキによ
り調整される。425は胎土に砂粒を含む。内面は横方向
のミガキ，外面は粗いケズリ調整痕が見られる。426は
鉢である。外面には横ナデと一部ケズリ痕が残る。

赤色土器（第56図）
　427～440は器全体もしくは内面，外面全体に赤色顔料
が施されたものである。427～435は高台の形状から椀Ⅱ
類に属する。427は外面に回転ナデの後に横方向への静
止ナデ，内面はミガキで調整される。428は白色粒の混
じった砂粒を胎土に含むため粗い。内面は丁寧なミガキ
により調整される。429は底にヘラ切り痕が残るが丁寧
にナデ消されている。内面は丁寧なミガキが施される。
430は椀Ⅱ類に属する。外面の高台部分は横ナデ，底部
はミガキ，胴部から口縁部にかけてヘラナデにより調整
される。
　431は胎土に小石を含み粗い。内面に濃い赤色顔料の
塗布がみられる。432は底部にススの付着が見られる。
内面に赤色顔料が施されるが，剥落が著しい。433は内
面外面とも丁寧なヘラナデが施され，その後にミガキに
より丁寧な調整が施される。434は内面，外面とも丁寧
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第54図　土師器皿Ⅰ，Ⅱ類
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第55図　黒色土器
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なヘラミガキが施される。底部は回転ナデにより調整さ
れる。435は内面のみ赤色顔料が施される。外面は回転
ナデ，内面はナデ調整後にミガキにより仕上げられる。
436は大型の皿である。内面，外面とも回転ナデ調整痕
が明瞭に残る。437，438はいずれも皿Ⅰ類に属する。見
込みから口縁部にかけて放射状にミガキが施されるが，
いずれも赤色顔料の剥落が著しい。439は内面はヘラミ
ガキ，外面はヘラナデにより調整される。440は赤色顔
料の剥落が著しい。内面，外面とも丁寧な回転ナデによ
り仕上げられる。

墨書土器（第57・58図）
　遺構と関係のないと判断される遺物中に墨書土器が58
点出土した。その中で文字の判読できるものについて赤
外線写真も掲載する。なお，文字の判読にあたっては，
ラサール学園教諭の永山修一氏に御教示をいただいた。
　441～452は「木」もしくは「不」と判読できるもので
ある。いずれも，内，外面に丁寧な回転ナデが施される。
441，442は坏のⅠ類に分類される。441の底部はヘラ起
こし後に丁寧にナデ調整が施され，ヘラ痕が残っている。

442は口縁部から体部まで残っている。しかし，上部の
一部が欠損しているため確定はできないが，書体から
「木」か「不」のいずれかの可能性が高い。443は明確に
「木」と判読できる。
　444は墨が明瞭に見えない。445は丁寧な楷書体で書か
れているが半分が欠損している。「木」か「不」のいず
れかの可能性が高い。446，447，448は墨の残存状況が
良好である。449，450，451，452は文字部分の残存部分
が少ないが，書体から「木」か「不」の可能性が高い。
453～460は「吉主」「きちぬし」と判読できる。坏と椀
があり，いずれも底部か胴部に書かれている。453は赤
色顔料の塗布が見られる。内外面ともロクロによる回転
ナデの後にヘラによるミガキ調整が見られる。454は上
部しか残存していないので「吉」だけの可能性もある。
455は内黒土師器であり椀Ⅱ類に属する。内面底部には
丁寧なヘラ調整が見られる。456及び457は椀Ⅱ類に属し
内面に赤色顔料の塗布が見られる。内面には丁寧なヘラ
ミガキが見られる。文字は上部しか残っていないが，残
存部分の文字の形が453や455とほぼ同じ形であることか
ら「吉主」の可能性が高いと判断した。
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第56図　赤色土器
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第57図　墨書土器（1）
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第58図　墨書土器（2）

₄₆₃ ₄₆₄
₄₆₅ ₄₆₆ ₄₆₇

₄₆₈ ₄₆₉
₄₇₁

₄₇₂

₄₇₇
₄₇₈

₄₇₉ ₄₈₀ ₄₈₁

₄₈₂ ₄₈₃ ₄₈₄ ₄₈₅ ₄₈₆ ₄₈₇

₄₈₈
₄₈₉

₄₉₀ ₄₉₁ ₄₉₂ ₄₉₃

₄₉₄
₄₉₅

₄₉₉

₄₉₆ ₄₉₇ ₄₉₈

₄₇₃ ₄₇₄ ₄₇₅

₄₇₆

₄₇₀

₀ ₁₀ĪĴ



－ 72 － － 73 －

457は明確に文字が判読できる。458は墨がきれいに残っ
ている。459は「主」の部分が明瞭に残る。460は皿Ⅰ類
に属する。底部に回転ヘラ切り痕が残る。461，462は
「吉」の上部であると考えられる。463は墨の残存状況は
良好ではないが，「酒坏」と判読できる。464は「幸」と
判読できる。267は断定できないが「吉」もしくは「吉主」
の可能性が高い。465は「宅部」の可能性がある。467は「不」
の可能性がある。468～499については文字の判読ができ
なかったので，図面を掲載するだけにとどめた。

刻書土器，ヘラ書き土器（第59図）
　本遺跡からは， 5点の刻書土器及びヘラ書き文字のあ
る土器が出土した。500は刻書土器，501～504はヘラ書
きである。
　500は椀Ⅱ類に分類される黒色土器椀である。底部に
鋭利なもので削ったと考えられる「十」の文字が見られ
る。
　501と502は「木」と読める。502は下の部分しか残っ
ていないが，はねの部分と筆跡が501と酷似している。
504は「末」と判読できる。503は丁寧に書かれており，「主」
と読める。

土師甕・鉢（第60・61図）
　土師甕は調査区内から胴部小破片等を含め4740点出土
し，内15点を図化した。
　505～519は土師甕である。505，506は口縁部の外反が
強く胴部が張り内面ケズリが弱いⅠ類にあたる。505，
506は胴部内面のケズリはほとんどみられずナデ調整が

確認できる。507～515はⅡ類である。胴部内面のケズリ
調整により口縁部内面の稜線が明瞭に確認でき，器壁が
薄く，胴部は直線的に垂下する。508，509は胴部外面に
刷毛目痕が明瞭に残される。516～519は口縁部が短く，
胴部内面ケズリは施されるものの全体的に器壁が厚い。
516，517は胴部内面の縦位のケズリは認められるものの
口縁部内面の稜線を形成はしない緩やかな調整である。
519は口縁部内面にのみススが付着している。520は胴部
の傾きから鉢と判断した。口縁部は短く外反する。

須恵器（第62図）
　須恵器は調査区内から558点出土し，内13点を図化し
た。
　521，522は須恵器の坏で521は体部が鋭角に立ちあが
る。器高は3.2cm，復元口径24.2cm，復元底径20cmで
ある。522は体部が斜めに直線的に立ちあがる。復元底
径16cmである。523は須恵器椀で外開きの高台が付く。
524は円盤状高台の坏もしくは小皿と考えられる。底部
には糸切り痕が残る。525，526は須恵器の坏もしくは椀
の口縁部で，体部は斜めに直線的に立ちあがる。527は
須恵器の皿で復元口径26.6cm，復元底径約18cmである。
528は須恵器の蓋である。つまみ部は欠損していて形状
は不明で，径26cmである。529～531は須恵甕・壺の口
縁から肩部にかけての破片である。529は口縁部が逆く
の字状の受け口状を呈する壺の口縁である。530，531は
口縁部が外反し，肩部に格子目タタキが残る甕の口縁か
ら肩部片で，同一個体の可能性がある。532，533は須恵
器壺の底部片である。532は内面の仕上げが指頭により
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第59図　刻書土器・ヘラ書き土器
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第60図　土師甕（1）
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第61図　土師甕（2）
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第62図　須恵器・その他の遺物（古代）
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緻密に行われており，533は内面仕上げが粘土つなぎ痕
がわかるほど粗雑な造りとなっている。

その他の遺物（古代）（第62・63図）
　古代と思われるもので出土数の少なかったものを一括
した。534は土師器の鉢である。口縁が直口するバケツ
形を呈すると思われる。535は土師器の小壺と思われる。
短く上に突き出た口縁と短い肩部を特徴とする。536は
上下の判別も難しいが，図のような復元を試みた。体部
に焼成前に穿孔を施していることが確認できる。537は
耳皿である。器面の摩滅が著しい。538は中央部に突起
状のつまみがあることから土師器の蓋と判断した。欠損
しており全体はわからないが，ややカーブをもった蓋で
あろう。539，540は焼塩壺の胴部片で，内面に布目痕が
明瞭に残されている。541～543は土師器底部を転用した
紡錘車である。544～547は土師器大型製品に付くと思わ
れる取っ手である。544は先端がやや上方に反り上がる
舌状の取っ手である。器壁の状態はわからない。545は
胴部径42cmの甑と考えられる。胴部に上方にカーブし
た太い角状の取っ手が付く。胴部はやや曲線的なフォル
ムで胴部内面は縦位のケズリ痕がみられる。546，547は
545同様，甑と思われる。取っ手は橋状を呈し，胴部は
緩やかに曲線を描くと思われる。548，549は高い高台の
付く鉢で厚手の器壁である。体部は直線的に広がり，脚
は曲線的に広がると思われる。550は壺の底部片である。
硬質に焼けているが内面にケズリ痕があることから土師
器と思われる。551は土師器壺の底部片で，胴部内面，
外面に刷毛目が残る。

その他の遺物（第64図～第72図）
　古代を除くその他の少数出土の遺物や時期特定が出来
なかったものについて一括した。
　552は押型文土器の胴部片である。文様は山形押型で
ある。553は，胴部屈曲部上位に山形押型文が施文され
る手向山式土器の胴部片である。554～556は前平式土器
である。554，555は口縁部下位にクサビ状突起文が貼付
られ，その間には貝殻腹縁刺突文が施される。556は口
縁部に横位の貝殻腹縁刺突文が施される。557は口唇部
が波状を呈する，岩本タイプである。558は口縁部が外
反し，口唇がやや肥厚する石坂式土器である。口唇部に
刻み目が施され口唇下位に貝殻腹縁による横位の刺突線
が廻る。胴部は貝殻条痕文が羽状に施される。胴部には
内外両面から擦り切った穿孔が施されている。補修孔と
思われる。559～562は縄文晩期粗製の深鉢で入佐式土
器である。559は深鉢の口縁で口唇部外面に刻み目をも
つ。口縁部外面には弧状の沈線が施される。560～562は
口縁部片で，器面はヘラ状工具で仕上げられる。口縁は
やや外傾し緩やかには立ちあがる。560は短い肩部をも

つ。563は口縁部をやや肥厚させ，内面は入念なミガキ
調整を行っている。564は口縁部のみであるが，強く外
反した短い口縁部，入念なミガキ調整から黒川式土器浅
鉢と考えられる。565は底部に蓆目圧痕を残す浅鉢であ
る。内面は入念なミガキが施される。566は断面台形を
呈する深鉢の底部と思われる。
　567，568は弥生時代に属する遺物と思われる。567は
口縁端部に台形状の突帯が廻る刻みの有無は欠損のため
不明である。胴部はわずかに膨らみ垂下し，最大径部に
三条の沈線が廻る。568は胴部に細い突帯が廻り，ヘラ
状工具で刻みが施される。胴部内･外面ともに斜位の工
具痕が残される。569～572は古墳時代の遺物と思われる
一群である。569は甕の胴部片で絡状突帯が廻る。突帯
には棒状工具で刻みが施される。570は甕脚部片で脚部
内面は指頭による接合痕が著しい。571は高坏脚部片で
ある。脚部端部は急激にラッパ状に開く。ラッパ状に開
く屈曲部に径 5 mm程度の透かしが施され，確認できる
もので 3カ所，本来なら 4カ所に透かしがあるものと思
われる。572は甕の底部である。573～593は中世の遺物
と思われる一群である。573，574は土師器の坏底部片で
底面に糸切り痕が残る574は半乾きの状態で，すのこ状
の台に乗せたと思われるスタンプが底面に残る。575～
578は龍泉窯系の青磁椀である。575は口縁のみの資料で
ある。口縁部が外反し，口縁下位に細沈線が廻る。576
は体部中位から口縁部を欠くが体部外面に蓮弁文，見込
みに草花文様の印文を加えている。577は口縁部外面に
雷文帯を有しその下位及び内面には唐草文が描かれる。
578，579は細い線描きの蓮弁文椀の口縁から胴部片であ
る。578は蓮弁の上位に沈線が一条廻る。580は皿口縁部
片で口縁が直口し，内面に棒状工具で放射状の模様を描
く。581は稜花皿で釉のかかりが悪く，見込みには印文
もあるのであろうが確認できない。582は碁笥底となる
盤である。見込み中央には吉の字の印文を有する。583，
584は瓦質の擂り鉢である。584は口縁部が平坦で片口の
擂り鉢である，使用による摩滅が激しく，底部内面付近
の擂り目は消えてしまっている。585は焙烙の取っ手部
である。本体内面，取っ手部はナデにより丁寧に調整さ
れている。取っ手部には長方形の穴が開けられており木
製の柄を取り付けていた可能性も伺える。586は瘤状の
脚が付く香炉で胴部は上に向かってすぼまる。脚はおそ
らく 3カ所にあるものと推測される。復元底径11.8cm
である。587は糸切り底の底部を有する坏に高さ 1 cm程
の突起状の脚が付く花鉢と思われる。復元口径10.8cm，
復元底径 8 cm，器高2.7cmである。588は鉢形土器の底
部と思われる。胴部底部付近に連続した縦位の沈線が
施されている。589は蓋である。内面には櫛状工具によ
る細かな調整痕が残る。蓋端部にススが付着している。
590，591は瓦質の羽釜の口縁部から肩部の破片である。
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外面には花文がスタンプされる。592は瓦質土器で小壺
もしくは徳利状になると思われる底部である。底面には
櫛状工具による方向の定まらない調整が施される。593
は滑石製石鍋の口縁部片である。口縁部外面にススが付
着している。

　594～616は青花と近世以降の遺物の一群である。594
は端反りの皿の口縁部片である。595は丸く内湾する胴
部から斜めに鍔がつくいわゆる「鍔皿」の口縁部片であ
る。596，597は漳州窯系の青花皿である。596は全面施
釉後，畳付の釉が面取り気味に掻き取られ，砂粒が付着
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している。598～601は青花碗である。598，599は口縁部
外面に襷文帯が描かれる。601は広く開いた胴をもち，
見込み内面が高台内に凹む器形のいわゆる「蓮子椀（レ
ンツー椀）」である。602～604は肥前系の染付皿である。
604は稜花皿である。605は染付の蓋である。606は龍門
司系の碗である。畳付と高台内面以外は施釉され見込み
を輪状に釉剥ぎしている。607は苗代川系の土瓶の蓋で
つまみ部は欠損する。施釉は上面のみ行われる。608～
611は土瓶の底部片である。609～611は三角錐状の足が
つくもので，足先端まで釉がかかる。608，610は底面付
近は無釉で底面中央は緩やかに凹んでいる。612は龍門
司系の急須注ぎ口片で，鮫肌釉である。613は薩摩焼龍
門司系の灯明皿受け台である。外底面に糸切り痕が残る。
614は土製人形の一部である。着物着付けが左前になっ
ており，男性像であろう。615は琉球壺屋窯産の陶器と
思われるが，胴部片のため器種は不明である。616は不
明な土器で外面に横位の刷毛目が，内面は丁寧なナデ調

整がみられる。口縁部の傾きから鉢形を呈すると思われ
る。
　617～654は時代不明の遺物の一群である。617は黒曜
石マイクロコアである。打面調整を繰り返しながら連続
的にマイクロブレードを作出しており，一部にその痕跡
も残っている。618，619は黒曜石フレークである。619
は外皮が残存しており，初期段階ではぎ取られた素材で
ある。620は花崗岩製の磨石で磨面とともに側面には敲
打の跡も残る。621～624は砥石である。621は砂岩製で
本来まだ大きなものであると思われる。一面のみ擦痕が
みられる。622は頁岩製で携帯用と考えられる。623は
砂岩製で割れ面，側面以外はほぼ全体を使用している。
624は砂岩製で側面の細い溝状の研ぎ跡が特徴である。
625，626は軽石製品である。625は半円形で扁平な形状
をしており直線部中央には四角い切り欠きが施される。
またその両側には鋸刃状の切り込みが入っている。用途
は不明である。626は扁平な楕円形を呈するものと思わ
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れる。側面，裏面にわずかに焼けた粘土が付着している。
627は凝灰岩製の金床石と思われる。全体的に赤変して
おり表面は敲打により欠損，凹んだ部分が多数みられる。
628～630は碁石の可能性が考えられる石製品で全面磨か
れている。628，630は黒色頁岩で光沢を帯びた黒色を呈
する。629は砂岩製で白味を帯びる。631は土師質の坩堝
である。復元口径10cmで，内面は赤色化，一部ガラス

質化しているところもある。またわずかに緑錆も付着す
る。632，633は鞴の羽口片である。632は口径約1.5cm。
633は口径約 2 cmである。634は凝灰岩をブロック状に
整形したもので被熱により赤変している部分もみられ
る。また一部に粘土が付着しており同様の石材を積み重
ねて接合していた可能性も伺える。このようなことから
製鉄にかかる炉壁等の使用が考えられる。635～638は椀
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形滓である。大振りな635，小ぶりな637など炉床の大小
を反映しているものと思われる。639は洪武通宝である。
640は雁股鏃で長さ 7 cmである。641，642は薄い板状を
呈し径 2 mm程度の穿孔が施される。643～649は刀子と
思われる一群である。643は大型の刃部を有し，基部か
ら切っ先まで17.5cmある。644は刃部途中で欠損してい
る。645，646は切っ先を欠損しており基部と刃部の大き
さがあまり変わらない。647は刃部で折れ曲がって上面
観が「く」の字状を呈する。648は基部を曲線的に仕上
げ，そこに穿孔が行われている。649は刃部が完全に折
れ曲がっている。650は鉄鍋片で取っ手部から本体の一

部と思われる。651は円盤状を呈する鉄製の紡錘車と思
われる。652は薄手の板状で形作られ，中央に突起をもつ，
調度品等の飾り金具と思われる。653は径2.2cmほどの
リング状を呈する製品である。654は板状で平面形がひょ
うたん形を呈し 1カ所に円形の穴がある。横断面がやや
カーブを描く。655，656は角釘である。断面形は方形を
呈する先端は欠損する。
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第71図　製鉄関連遺物
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号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

192 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.6 7 4.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ᗏ部እ㠃ᅇ
㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

193 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.2 7 4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

194 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.2 7 4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ ሀ⦓
ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリᚋᶓࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢼ
ࢹ

195 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.4 7 4.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡣ

196 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (13 7 4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ リࢬࢣるᡂᙧ,እ㠃ᗏ部㏆ࡼࣟࢡࣟ

197 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.4 6.4 3.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ㠃እ部ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

198 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (13.0 (7.0 4.6 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࣛ࣊,ࢹࢼษࡾᚋࢹࢼ,ᶓࢹࢼ

199 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (12.6 6.8 (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部㏆ࢬࢣࡣリᚋᶓࢹࢼ

200 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (13.2 6.8 4.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,እ㠃ᗏ部㏆ࢼࣛ࣊
ࢹ

201 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ 12.3 6 4.2㹼4.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6
ⓑⰍ⢏をከࡃ
ࡴྵ

Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ,ⱝᖸࡾ࠶ࡀࡳࡀࡺ

202 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ᆗϨ (13.2 7.6 4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

203 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (14.2 6 4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊㉳ࡋࡇ

204 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (15 7 4.7 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࡣリ

205 Ⅲ - ᆗ㸽 ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (13 7 3.7 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ
ᶓࢹࢼ(୍部

(リࢬࢣ
ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㉥?ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

206 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ (11.4 8 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊㉳ࡋࡇ

207 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 7.4 (2.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ╔ࢫࢫ

208 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 8 (2.8 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ᗏ部እ

㠃㏆ࢹࢼࣛ࣊ࡣࡃ
ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

209 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 7.8 (2.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

210 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 9.4 (4.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕤලࢹࢼ?,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

211 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 7 4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

212 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 5.8 (4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

213 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 6 (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8
ᑡࠎ⢒࠸,小▼
ΰࡾ

Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࣛ࣊リᚋ
ᗏ部ෆ㠃ᣦ㢌ᅽ,ࢹࢼ

214 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 7.6 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

215 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 6.2 (4 ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリṧる

216 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϨ - 6 (2.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

217 Ⅲ - ᆗ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 12.8 6.5 4.8
ཱྀ⦕部㏆ࡃᶓ
ࢹࢼ

ᶓࢹࢼ
㉥〓Ⰽ,ෆእ㠃ᗏ

部࠸ࡪࡣ㯤ᶳⰍ

2.5YR 4/6,
10YR 7/4

⢭⦓ Ⰻዲ
ෆ㠃ࡣ器⾲㠃ࡢᦶ⁛࠸ࡋ⃭ࡀ(พฝࡀぢࢀࡽる),ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษ

部ṧる୍ࡀリࢬࢣࡣるㄪᩚ,ᗏ部እ㠃㏆ࡼࢹࢼᚋࡾ

218 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (12 5.4 5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

219 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 11.1 5.2 5.0㹼5.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࡾ࠶ࡀࡳࡀࡺ,ࢹࢼ

220 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 12.1 6 5.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢹࢼࣛ࣊

221 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 12.4 5.4 (6.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃ࡳࡶ

222 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (11.7 6.2 5.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/5 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

223 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (11.8 6 5.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼࣛ࣊,ᗏ部እ㠃㏆ࢣ
リࢬ

224 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ 13.3 6 5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

225 Ⅲ - ᆗ ᙧ品 土ᖌ器 ᆗϩ 11.8 4.6 5.2 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ
ὸ㯤ᶳⰍ,
୍部⅊ⓑⰍ

10YR 8/4,
10YR 8/1

⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆୍ࡣ部ࢣ
ṧるࡀリࢬ

226 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (12.8 (5.4 5.1 ᶓࢹࢼ ᙉ࠸ᶓࢹࢼ ᶳⰍ,ὸ㯤ᶳⰍ
2.5YR 6/8,
10YR 8/4

⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡀ
ΰる)

ሀ⦓
ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ࣛ࣊ษࡾࡢ⢓土ࡾࡲ࠶を
ࢹࢼᚋࡾษࣛ࣊るᗏ部እ㠃࠸࡚ࡅࡘ

227 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ (12.3 - 4.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

228 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.2 (3.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ

229 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.1 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

230 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (3.5 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࡣ
ࢹࢼᚋ㟼Ṇࡾษࣛ࣊

231 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.5 (2.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ࡼࢹࢼࡣるㄪᩚ,ᗏᲬをධࡓࢀᛮࢀࢃる㊧

232 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/6
⢒࠸(小▼,㍍
▼をከࡴྵࡃ)

Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

233 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 4.6 (2.3 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࢃࡀ

(ΰるࡎ
Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

234 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - (6.6 (2.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏を
ᑡࡴྵࡋ)

Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣ㉳ࡋࡇᚋࢹࢼ

235 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - (6.2 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

236 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.6 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

237 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.4 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

238 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5.8 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

239 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 5 (1.7 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

240 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.2 (2.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6
⢭⦓(◁⢏,㉥
Ⰽ⢏ࡀΰる)

ሀ⦓
ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリᚋࢹࢼ,ᗏ部እ
㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

241 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.6 (1.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

242 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6.8 (1.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ

243 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (1.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࣛ࣊リ

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考

第44図

第45図

小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

第 9表　古代出土遺物観察表（ 1）

※（書きの数字は口径，底径の復元径，器高の残在高



－ 88 － － 89 －

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

244 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR8/3ࠉ ⢭⦓ Ⰻዲ
ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊
ษࡾᚋࢹࢼ

245 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 7 (1.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

246 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϩ - 6 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆഃࡳࡶ

247 Ⅲ b ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ (11.2 - 4.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃୍部㟼Ṇࠋࢹࢼᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾ
ᚋࢹࢼ

248 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ (11 4.8 4.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࣛ࣊ࡣࡃリ

249 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ (11.6 4.6 4.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,
ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ

250 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ (12 5.6 4.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

251 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ (11 6.4 4.7 ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部㏆ࢬࢣリࡎࢃṧる

252 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6.8 (3.7 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

253 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - (7.8 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃୍部つ๎ࢹࢼ࡞

254 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (2.0 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾ

255 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5 (2.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリ,ᅇ㌿ࣛ࣊
ษࡾᚋࢹࢼ

256 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (3.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࡣリ

257 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6.4 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 4/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ㸪ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

258 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 4.8 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3
⢭⦓(◁⢏ࡀᑡ
(ΰるࡋ

Ⰻዲ
ෆ㠃୰ኸࡣᣦ㢌ᅽ,㟼Ṇࢹࢼ,器㠃ࡾ࡞ࡣᦶ⁛ࡋ
る࠸࡚

259 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡣ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

260 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.6 (1.8 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

261 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6.6 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ᗏ
㏆ࢹࢼࣛ࣊ࡣ

ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

262 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 7.2 (3.1 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ᗏ㏆

ࢹࢼリᚋࢬࢣࣛ࣊ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

263 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (2.8 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࢹࢼࣛ࣊ࡾ

264 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6 (2.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ῐᶳⰍ 5YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓
ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部ࣛ࣊ษࡾᚋࡢ⢓土ࡲ࠶
࠸࡞࠸࡚ࢀさ࡞ࡀ⌮ฎࡢࡾ

265 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 4.8 (3.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᣦࢹࢼ㊧,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾ

266 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 4.7 (3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ᗏ部

㏆ࢬࢣࣛ࣊リ
ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

267 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤Ⰽ 2.5Y 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

268 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 8 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

269 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࣛ࣊ࡣࡃリ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢼ
ࢹ

270 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6.9 (2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣࡣリ,ෆ㠃
యࢫࢫ╔

271 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - (5.8 (1.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8
⢒࠸(◁⢏をࢃ
(ࡴྵࡎ

Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

272 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.8 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

273 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.8 (1.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

274 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 4.8 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࢹࢼࣛ࣊,ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ
ᚋࢹࢼ

275 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6 (2.4 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

276 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 4.8 (1.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

277 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

278 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - (5.6 (1.3 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

279 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.6 (2.0 ᶓ(ࣛ࣊)ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ
ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,እ㠃ᗏ部㏆ࢬࢣリࡀṧる,እ㠃୍
部ᮒࡀṧる

280 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (1.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᣦ㢌ᅽ,ᰁᩱࡢሬ"

281 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - (6.0 (1.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 7.5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

282 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 5.2 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊㉳ࡋࡇᚋࢹࢼ,యⓗࡢࢫࢫ╔

283 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗⅢ - 6.4 (1.2 ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾ

284 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ (12.8 5.6 5.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

285 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ (11.8 4.6 4.4 ᅇ㌿ᕤලࢹࢼ ᅇ㌿ᕤලࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
ᑡࠎ⢒࠸(小▼,▼

ⱥ࡞をྵࡴ)
Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部㏆ࢬࢣリ

286 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ 11.1 5.4 4.1㹼4.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,器型ࡾ࠶ࡀࡳࡀࡺ

287 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - (5.6 (2.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

288 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 5.2 (3.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

289 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 4.8 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8
ᑡࠎ⢒ࡃ,小▼
をከࡴྵࡃ

Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

290 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 6 (3.2 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡢࣛ࣊㊧

291 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 4.6 (1.7 ࢹࢼࣛ࣊ ࢹࢼࣛ࣊ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ እ㠃ᗏ部㏆ࢬࢣリ,ᗏ部ෆ㠃୰ኸࡳࡢ㟼Ṇࢹࢼ

292 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 4.6 (2.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部ෆ㠃㏆ࢬࢣリ

293 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 6 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

294 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 5.2 (0.9 - ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓
ぢ㎸ࣛ࣊ࡳษࡾ,ᕤල,ࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ
ࢹࢼ࠸ࡽ࠶

295 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - (7.2 (1.8 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡣ

第47図

第48図

第46図

第45図

第10表　古代出土遺物観察表（ 2）



－ 90 － － 91 －

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

296 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 4.8 (1.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

297 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 5.4 (1.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡣࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

298 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ᆗϫ - 7.2 (1.9 ?ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ 㧗ྎをすࡾᾘࡓࡋ?,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋ㟼Ṇࢹࢼ

299 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ϩ (16.7 8.2 7.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃ࢫࢫ╔,ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ

300 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ϩ - 6.4 (4.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃㏆ᕸ┠ࡎࢃṧる

301 Ⅲ - ᳐ ᗏ部㹼⬮部 土ᖌ器 ᳐Ϩ - - - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

302 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ϩ - 7.4 (3.5 㟼Ṇࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋᅇ㌿ࢹࢼ

303 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ϩ - 8.2 (2.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

304 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ (14.4 7.2 7.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

305 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 (6.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

306 Ⅲ b ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.8 (4.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

307 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - (7.4 (3.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠,୰ኸ㏆ࢹࢼࡣ,⬮部ศࢫࢫ
╔

308 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠,ᗏ部ෆ㠃ࢫࢫ╔

309 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.4 (3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

310 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.2 (4.1 ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼ,୍部ࢣ
ṧるࡀリࢬ

ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡀ
ᑡࡋΰる)

Ⰻዲ -

311 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ (10.0 8.6 (3.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

312 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.2 (3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

313 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.6 (2.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠ᚋࢹࢼ

314 Ⅲ b ᳐ ⬮ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠

315 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.8 (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ -

316 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.4 (2.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠ᚋ㟼Ṇࢹࢼすṧる

317 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.7 (3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

318 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 (2.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤〓Ⰽ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(◁⢏ࢃࡀ
(ΰるࡎ

ሀ⦓ ぢ㎸ࡣࡳᕸ┠,୰ᚰ部ࢹࢼ

319 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠ᚋ㟼Ṇࢹࢼ

320 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.4 (2.8 ᶓࢹࢼ - 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(◁⢏をࢃ
(ࡴྵࡎ

ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠ᚋࢹࢼ

321 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

322 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.7 (3.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

323 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (3.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

324 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - (7.2 (3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠ᚋ୰ኸ㏆を㟼Ṇࢹࢼ

325 Ⅲ - ᳐ ᗏ部㹼⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

326 Ⅲ - - ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6 - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(◁⢏ࡀᑡ
(ΰるࡋ

Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

327 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.2 (2.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ
ὸ㯤ᶳⰍ,ᗏ
部ᶳⰍ୍

10YR 8/4,
10YR 7/6

- - ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠ࡾ࠶

328 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.5 (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 7.5YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡣࡳᕸ┠,୰ኸ部ࢹࢼ

329 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部㏆ 土ᖌ器 ᳐ϩ - - - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

330 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.4 - ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3
⢭⦓(◁⢏ࡀΰ
る)

Ⰻዲ -

331 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.4 (6.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

332 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - (7.2 (3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᣦ㢌ᅽ,㟼Ṇࢹࢼ

333 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.6 (3.2 ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ࢬࢣࣛ࣊リ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ⬮㹼ᗏ部እ㠃ࣚࢹࢼࢥ

334 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.2 (2.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡣ

335 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.6 (3.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

336 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.6 (2.4 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ - 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃୰ኸࡢฝ部ࢹࢼࡣ

337 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.4 - ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4
⢭⦓(◁⢏をࢃ
(ࡴྵࡎ

Ⰻዲ -

338 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ (11.8 6.2 6.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠,㧗ྎ࠸ࡲ࠶ࡅࡘ

339 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.2 (2.2 - ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ΰる)

ሀ⦓ ้᭩?,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

340 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.1 (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢒࠸ Ⰻዲ እ㠃⬮部ୖࢬࢣリ୍部ṧᏑ

341 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8.2 (3.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࢥࣚࡣ,እࡣᮒ"㧗ྎෆᮒ?

342 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.8 (2.5 - ᶓࢹࢼ ᫂㯤〓Ⰽ 10YR 6/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠ᚋࢹࢼ

343 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.2 (3.1 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ΰる)

ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

344 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

345 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.7 (2.4 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠,ഃ㠃ࡎࢃᅇ㌿ᶓࢹࢼ,ᗏ部
እ㠃ࡣᅇ㌿ᶓࢹࢼ

346 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8 (3.2 ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏ࡀ
(ࡘ❧┠

Ⰻዲ
ぢ㎸ࡳᕸ┠,ࡾ࠶ࡳࡀࡺ,ᗏ部ࡀฝ≧ᙇࡾ出ࡋ,
࠸⢒ࡶࡆୖ

347 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - (7.6 (2.8 ᦶ⁛࠸ࡋ⃭ࡀ᫂ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢒࠸ Ⰻዲ
ᗏ部እ㠃ࡣᕤලࡼるᑀ࡞ᅇ㌿ࢹࢼ(ෆЍእࢼࡢ
(ࢹ

第49図

第48図

第50図

第51図

第11表　古代出土遺物観察表（ 3）



－ 90 － － 91 －

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

348 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.1 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 7.5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃㟼Ṇࢹࢼ

349 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

350 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7.5 (2.7 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࢬࢣリ

351 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃ࡣᣦ㢌ᅽ

352 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 (4.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

353 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 8 (1.8 - ᅇ㌿ࢹࢼ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/4
⢒࠸(㉥Ⰽ⢏,ⓑⰍ

⢏をከࡴྵࡃ)
Ⰻዲ ㉥Ⰽ⢏,ⓑⰍ⢏をከࡴྵࡃ

354 Ⅲ - ᳐ ᗏ部㏆ 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.4 - ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ぢ㎸ࡳᕸ┠ᚋᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ

355 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.8 - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣᕸ┠ᚋ㟼Ṇࢹࢼ

356 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 6.6 - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ(ᑀ) ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕸ┠

357 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.2 - ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶓ(ࣟࢡࣟ)ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳᕸ┠

358 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 7 - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃ࢹࢼࡣ,ෆ㠃㉥Ⰽ㢦ᩱࡀ╔

359 Ⅲ - - ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϩ - 5.8 - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

360 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 8.2 (7.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ㉥〓Ⰽ 5YR 4/8
⢒࠸,◁⢏をከ
ࡴྵࡃ

Ⰻዲ -

361 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 10.4 (3.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

362 Ⅲ b ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - 7.6 (3.8 ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ᕸ┠

363 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐Ⅲ - (8.0 (3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ -

364 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϫ (12.2 6.2 6 ࢹࢼ
ࢼᅇ㌿,ࢹࢼ
ᣦ㢌ᅽ,ࢹ

ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

365 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϫ - 5.6 (2.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊㉳ࡋࡇᚋࢹࢼ

366 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϫ - 5.2 (2.6 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ୗࡣ
ࢹࢼࣛ࣊

᫂㯤〓Ⰽ 10YR 7/6 ᑡࠎ⢒ࡵ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

367 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ᳐ϫ - 5.6 (2.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏࣛ࣊ࡣ㉳ࡋࡇ

368 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (15.4 - (3.9 ࢹࢼ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

369 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14.4 - (4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

370 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (15 - (4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

371 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.6 - (4.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

372 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13.6 - (4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

373 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12 - (5.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ ᬑ通 -

374 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.4 - (5.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

375 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (13.2 (10.0 (4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

376 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (11 - (3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

377 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (11.8 - (4.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 7/6
ᑡࡋ⢒࠸(小▼,▼

ⱥをከࡴྵࡃ)
Ⰻዲ -

378 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (12 - (4.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

379 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.4 - (3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

380 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14.6 - (5.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

381 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (15.4 - (4.1 ᕤලᶓࢹࢼ ᕤලᶓࢹࢼ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ╔ࢫࢫ

382 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14 - (4.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ እ㉥(୍部ṧᏑ)

383 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (16 - (3.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

384 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (14 - (3.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ഃ㠃ࡳࡶ

385 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (13.8 - (3.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆእ,ᮒ?

386 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (13.2 - (4.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

387 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (13 - (3.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

388 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (10 - (4.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ -

389 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - - - (2.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

390 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (4.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

391 Ⅲ b ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─Ϩ (14 - 2.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

392 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─Ϩ (8.4 5.4 2.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃⣒ษࡾᗏ,ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

393 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─Ϩ (15 11 2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ

394 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ─Ϩ (10 7.2 (1.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡾ࠶,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢼࣛ࣊
ࢹ

395 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─Ϩ 12.2 4.8 3.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ࢹࢼᚋࡾษࣛ࣊ࡣ╔,ⅉ᫂?ᗏ部እ㠃ࢫࢫ

396 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - 5.8 3.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯮〓Ⰽ 7.5YR 3/1 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃㏆ᅇ㌿ࢬࢣࣛ࣊リ

397 Ⅲ - 㧗ྎ─
ཱྀ⦕部㹼
ᗏ部㏆

土ᖌ器 ─ϩ (12.5 (6.0 (3.7 ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼ,୍部

ṧるࡀリࢬࢣ
ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ

ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ෆ㠃
እ㠃ᖏ≧ࢫࢫ╔

398 Ⅲ - ─ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - 7 (2.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ṧる░᫂እ㠃ࡀンࣛࡅࡾ㈞⬮

399 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - 5.8 (2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ࢹࢼリᚋᅇ㌿ࢬࢣ ㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

第53図

第54図

第52図

第51図

第12表　古代出土遺物観察表（ 4）



－ 92 － － 93 －

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

400 Ⅲ - ─ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - (7.2 (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㠃୰ኸࡣ㟼Ṇࢹࢼ

401 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - 6.4 (2.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ
᫂㉥〓Ⰽ,ෆ
㠃୍部㯮Ⰽ

2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

402 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ─ϩ - 6.2 (1.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部ෆ㠃㟼Ṇࢹࢼ

403 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6.9 (3.4
ᅇ㌿ᶓࢹࢼ,

࣑࢟࢞
ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

404 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6.4 (4.2 ࣑࢟࢞
ୗ部ࡣᅇ㌿ࢹࢼ,ୖ部ࡣᣦ

(ṧるࡀリࢬࢣ部୍)ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࢹࢼ

405 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 8.4 (4.6
(᪉ྥᩳ)࣑࢟࢞

るࢀࡽぢࡀ
ᅇ㌿ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮土ᖌ器,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࢹࢼ

406 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 8.7 (3.0 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮

407 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 7.1 (2.9 ࣑࢟࢞ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

408 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 8.4 (2.4 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮

409 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 7.8 (2.0
ぢ㎸ࡕࡢࢹࢼࡳ?

(≦ᨺᑕ)࣑࢟࢞
ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮

410 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - (8.0 (6.2 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

411 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6.6 (3.1 ࣑࢟࢞ ᅇ㌿ࢹࢼ
ὸ㯤ᶳⰍ,ᗏ
㠃୍部㯮Ⰽ

10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࢹࢼ

412 Ⅲ - ᳐ ⬗部㹼⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 7.6 (2.2 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃㏆⬮㈞ࡾࡅࡢ⢓土

413 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - (7.2 (10.8 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

414 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - (7.8 (2.7
リ(ᅇࢬࢣ

㌿?)ᚋ࣑࢟࢞
ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6

⢭⦓(㉥Ⰽ⢏を
(ࡴྵࡎࢃ

Ⰻዲ ෆ㯮,⬮部ࡾ㈞ࡢ࠸⏑ࡅ,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

415 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - (7.1 (2.5 ࣑࢟࢞
ᶓࢹࢼ)ࢹࢼ㠃
(࠸ከࡀⴠࡢ

ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ部୰ኸࡳ❑ࡀ,器ቨࡀ㠀ᖖ࡞ࡃⷧる

416 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6.4 (2.0
ᨺᑕ≧࣑࢟࢞ࡢ,ᣦࢹࢼ

(ࢹࢼ)るㄪᩚࡼ

ᶓࡾ㈞⬮,ࢹࢼࡅࡢ⢓

土ࡾࡲ࠶ࡢをᢲさࡅࡘ࠼

る࠸࡚
㉥〓Ⰽ 2.5YR 4/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,እ㠃୍部ࢫࢫ╔

417 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6 (1.7 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮

418 Ⅲ - ─ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 6.6 (2.6 ࣑࢟࢞ "࣑࢟࢞㸩┠ࢣࣁ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ෆ㯮,እ㉥?

419 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 5.5 (1.2 ࣑࢟࢞ ? 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3
⢭⦓(⣽◁⢏ࢃ
(ΰるࡎ

Ⰻዲ ෆ㯮,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

420 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 - 4 (2.2
るࢀࢃᛮ࣑࢟࢞

ࡀከࡃぢࢀࡽる

ᅇ㌿ࢹࢼ,ୗ
リṧるࢬࢣ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

421 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (13.6 - (3.8
ཱྀ⦕部㏆ࡣᶓ࣑ࡢ
࣑࢞ࡢ⦪ࡣୗ,࢟࢞
࢟

ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

422 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (12.8 - (3.4 ࣑࢟࢞ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

423 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (11 - (4.6
ᶓࢹࢼᚋ࣑࢞
࢟

⢒࠸ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

424 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (17.6 - (2.3 ࣑࢟࢞ ࣑࢟࢞リᚋࢬࢣ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮

425 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (13.6 - (5.9 ࣑࢟࢞ ࢹࢼリ"ᚋᶓࢬࢣ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,እ㠃器⾲㠃ⴠࡀከ࠸

426 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 㯮Ⰽ土器 (21 - (8.9
ᩳࡽᶓ
࣑࢟࢞ࡢ

ᶓࢹࢼ,୍部ᖏ≧

ṧるࡀリࢬࢣ
㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR7/4ࠉ ⢭⦓ Ⰻዲ እ㠃ࢫࢫ╔

427 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 (12.7 7.8 6
ᅇ㌿ࢹࢼᚋ࣑
࢟࢞

ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

428 Ⅲ b ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 7 (3.4 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4
⢭⦓(ⓑⰍ⢏を
(ࡴྵࡎࢃ

ሀ⦓ -

429 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 6.5 (2.8 ࣑࢟࢞るࡼࣛ࣊ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8
⢭⦓(小▼,▼
ⱥをⱝᖸྵࡴ)

Ⰻዲ -

430 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 7.2 (4.4 ࣑࢟࢞
࣑㸩୍部ࢹࢼࣛ࣊
ṧるࡀ࢟࢞ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ⬮部㈞ࡅ部㏆ࡽᗏ部እ㠃ᅇ㌿ࢹࢼ

431 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 6.2 (1.3 ࣑࢟࢞ࣛ࣊ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ,᫂㉥〓Ⰽ
10YR 8/3,
2.5YR 5/6

⢒࠸(小▼ࡢΰ
ධࡀぢࢀࡽる)

Ⰻዲ ෆ㉥,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

432 Ⅲ b ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - (8.0 (2.1 ࣑࢟࢞ᚋࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㉥(ⴠࡀⴭ࠸ࡋ),ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

433 Ⅲ - ᳐ ᗏ部㏆ 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 -
ෆᗏ径

(8.0
(3.1

ᅇ㌿ࢹࢼࣛ࣊
ᚋ࣑࢟࢞

ᅇ㌿ࢹࢼࣛ࣊
ᚋ࣑࢟࢞

ᶳⰍ(ᮒሬࡾ) 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᮒሬࡾ,ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࢹࢼ

434 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - - - ࣑࢟࢞ ഃ㠃࣑࢟࢞ ᶳⰍ 2.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ࢹࢼ

435 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 8.8 (1.7 ࣑࢟࢞ᚋࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㉥

436 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 16 6.6 4.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ
㉥Ⰽ,⣲ᆅࡣ
ὸ㯤ᶳⰍ

10R 5/8,
10YR 8/4

⢭⦓ Ⰻዲ ୧㉥

437 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 5.9 (1.2
,(≦ᨺᑕ)࣑࢟࢞

ⴠ࠸ࡋ⃭ࡀ
?࣑࢟࢞ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ୧㉥

438 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 - 6 (1.8 ᨺᑕ≧࣑࢟࢞ࡢ ᪉ྥ࣑᫂࢟࢞ ᮒ(᫂㉥〓Ⰽ) 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ୧㉥

439 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 (18.6 - (3.8 ࣑࢟࢞ ࢹࢼࣛ࣊ ㉥Ⰽ 10R 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ୧㉥

440 Ⅲ b ᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ㉥Ⰽ土器 (17.6 - (3.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ -

441 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 12.3 6.4 4.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲሀ⦓ ቚ᭩,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

442 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (12.9 6.7 4.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕᮌࠖ

443 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (14 - (3.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

444 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

445 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

446 ⾲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ⬗部እ㠃ቚ᭩ࠕᮌࠖ?

447 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕᮌࠖ?

448 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.9 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 2.5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

449 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ⢭⦓ ሀ⦓ ቚ᭩

450 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕᮌࠖࠕࠖ?

451 ⾲ - ᆗ ᗏ部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.5 ᶓࢹࢼ㸩ࢹࢼ
ᶓࢹࢼ,ᗏ部㏆

ࢹࢼリᚋᶓࢬࢣ
ᶳⰍ 5YR 6/6

⢭⦓,ⓑⰍ⢏ࡀ
ṧるࡎࢃ

Ⰻዲ
⬗部እ㠃ቚ᭩,㏫ࠕᮌࠖ?ᗏ㠃ࣛ࣊ㄪᩚ
(᫂る࠶リ࡛ࢬࢣࣛ࣊,ࡾษࣛ࣊)

第55図

第54図

第56図

第57図

第13表　古代出土遺物観察表（ 5）
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第14表　古代出土遺物観察表（ 6）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

452 Ⅲ b ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 5 (3.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ ቚ᭩,ぢ㎸ࡣࡳ㟼Ṇࢹࢼ

453 Ⅲ - ᳐ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (12.4 - (4.5 ᅇ㌿ࢹࢼࣛ࣊ ᅇ㌿ࢹࢼࣛ࣊ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ྜྷࠕࠖ

454 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (13 - (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ቚ᭩ࠖྜྷࠕ?

455 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - (7.2 (3.1 ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ෆ㯮,ቚ᭩ྜྷࠕࠖ

456 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 8 (3.0
࣑るࡼࣛ࣊
࢟࢞

ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

457 Ⅲ - ᆗRU᳐ ᗏ部㏆ 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - (5.5 (1.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩,ᗏ部ෆ㠃ࢹࢼࡣ

458 Ⅲ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

459 ⾲ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ୗࢬࢣࡣリ

460 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.2 ᣦࢹࢼ ᣦࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ྜྷࠕࠖ

461 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

462 Ⅲ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ࣑࢟࢞ ࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩,ෆ㉥

463 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.6 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ(ᕤල?) 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏子

をྵࡴ)
Ⰻዲ ቚ᭩㺀㓇ᆗࠖ

464 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

465 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕ?ࠖྜྷࠕᖾࠖ?

466 Ⅲ b ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕஃ部ࠖ

467 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8
⢭⦓(⣽◁⢏を
(ࡴྵࡎࢃ

Ⰻዲ ቚ᭩,ࠕࠖࠕᮌࠖ?

468 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (11.8 - 4.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

469 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (12.4 - (3.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕࠖ?

470 ⾲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (12.2 - (5.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

471 ⾲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (10 - (2.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩?

472 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 (13.6 - (2.1 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

473 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 6 (2.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ
ቚ᭩,ᗏ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾ?,እ㠃ᗏ部㏆ࢹࢼࣛ࣊ࡣ,
ࡾ࠶┠ࢀ

474 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 7.2 (1.3 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4ࠉ ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

475 Ⅲ - ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 5.8 (1.0 - ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ
ቚ᭩,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ,ᗏ部ෆ㠃ぢ㎸ࡳ㟼Ṇ
ࢹࢼ

476 Ⅲ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᕤලࢹࢼ ᕤලࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/6
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ⱝᖸΰる)

Ⰻዲ ቚ᭩

477 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 7.2 (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

478 Ⅲ b ᳐ ⬮部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - 6.2 (2.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

479 Ⅲ b ᆗRU᳐ ⬗部㹼ᗏ部㏆ 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᶓࢹࢼ? ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 10YR 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩,ᗏ部እ㠃㏆ࢬࢣリᚋᶓࢹࢼ

480 Ⅲ - ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕ小ࠖ

481 Ⅲ - ᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ࣑࢟࢞ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩,ෆ㯮

482 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤〓Ⰽ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

483 Ⅲ b ᆗRU᳐ ⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

484 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

485 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

486 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.5 ᫂ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

487 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

488 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

489 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4
⢭⦓(⣽◁⢏を
(ࡴྵࡎࢃ

Ⰻዲ ቚ᭩

490 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

491 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.5 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

492 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

493 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (2.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩ࠕࠖྜྷࠕࠖ?

494 Ⅲ - ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ部㏆ࢬࢣリ

495 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (3.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

496 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

497 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

498 Ⅲ b ᆗRU᳐ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (1.7 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊㯤〓Ⰽ 10YR 6/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

499 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 ቚ᭩土器 - - (6.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ ቚ᭩

500 Ⅲ - ᳐ ⬮部 土ᖌ器 ้᭩ - 8.6 (4.1 య部ࡣᶓ࣑࢟࢞ ᅇ㌿ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ
้᭩(ᗏእ),ෆ㯮(ෆഃ),ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿ᶓࢹࢼ,ぢ㎸
࣑࢟࢞ࡢከ᪉ྥࡣࡳ

501 Ⅲ - ᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ࡁ᭩ࣛ࣊ - 5.5 (1.8 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ 7.5YR 7/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ้᭩

502 Ⅲ b ᆗRU᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ࡁ᭩ࣛ࣊ - - - ࢹࢼ ࢹࢼ 〓Ⰽ 10YR 4/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ้᭩

503 Ⅲ - ᆗRU᳐ ᗏ部 土ᖌ器 ࡁ᭩ࣛ࣊ - - - ࢹࢼ ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ้᭩ࠕࠖ

第58図

第59図

第57図
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第15表　古代出土遺物観察表（ 7）

号グ⛠ྡ㠃እ㠃ෆ2L1L

⫾土 ↝ᡂ挿図番号 掲載番号

出土層

器種 部 大ศ㢮 備考小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪⰍᩚㄪ

504 Ⅲ - ─ ᗏ部 土ᖌ器 ࡁ᭩ࣛ࣊ - 8 (1.2 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ᑡࠎ⢒࠸ Ⰻዲ ้᭩,ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ࡣษࡾᚋࢹࢼ

505 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ϩ (20.2 - (3.9 ᕤලࢹࢼ㸪ࢬࢣリ ᕤලࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏をከࡴྵࡃ Ⰻዲ -

506 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ϩ (19.4 - (5.3 ᕤලࢹࢼ
ୖ部ࢣࣁ┠,

ᕤලࢹࢼ
ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏をከࡴྵࡃ Ⰻዲ ෆ㠃⬗部ࢬࢣࡣリᚋᕤලࢹࢼ

507 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ 34 - (8.6
ᶓࢹࢼ,య部㸸
ᩳࢬࢣࡢリ

ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6
ȭ1ੈ⛬ࡢ小♟
ΰるࡀ

ሀ⦓ -

508 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (30.6 - 15.1 ࢹࢼリ㸪ᕤලࢬࢣ ࢹࢼᕤල,┠ࢣࣁ ᶳⰍ 7.5YR 7/6 ◁⢏ࡘ❧┠ࡀ Ⰻዲ -

509 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (30 - (7.4 ࢹࢼ,リࢬࢣ ┠ࢣࣁ,ࢹࢼ ⅊〓Ⰽ 7.5YR 4/2
◁⢏をྵࡴ,▼
ⱥࡘ❧┠ࡀ

Ⰻዲ -

510 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (32.4 - (7.6
ᕤලࢣ,ࢹࢼ
ࢹࢼリᚋࢬ

ᚋᕤල┠ࢣࣁ
ࢹࢼᕤල,ࢹࢼ

Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4
◁⢏,小♟ࡀΰ
る

Ⰻዲ -

511 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (28 - (4.4 ᕤලࢬࢣ,ࢹࢼリ ᕤලࢹࢼ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 5YR 5/4
⣽◁⢏ࡎࢃࡀ
ΰる

Ⰻዲ -

512 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (25.8 - (4.4 ᕤලࢬࢣ,ࢹࢼリ ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4
◁⢏,ⓑⰍ⢏ࡀ
ΰる

Ⰻዲ -

513 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (29.7 - (5.4
ᕤලࢹࢼᚋᣦ
リࢬࢣ,ࢹࢼ

ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ -

514 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (32 - (5.2 ᕤලࢬࢣ,ࢹࢼリ ᕤලࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ -

515 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎ϩ (32 - (4.9 ࢹࢼリ,ᕤලࢬࢣ
ࢼᕤල,࣓ࢣࣁ

ࢹࢼᣦ,ࢹ
᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6

◁⢏,小♟をྵ
ࡴ

Ⰻዲ -

516 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ (26 - (6.2
ཱྀ⦕部ᶓࢹࢼ
ᚋෆ㠃ࢬࢣリ

ᕤලࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3
◁⢏,小♟ȭ2
ੈ⛬ᗘࡀΰる

Ⰻዲ -

517 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ (13 - (4.3
ᶓࢹࢼᚋࢬࢣ
リ,ᣦࡾ࠶ࢹࢼ

ᕤලࢹࢼ(ᶓ᪉ྥ) ᶳⰍ 5YR 7/6
◁⢏ࡀᑡࡋΰ
る

Ⰻዲ -

518 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ (29.4 - (12.7
リ,ᕤලࢬࢣ
ࢹࢼᣦ,ࢹࢼ

ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 5YR 5/6
◁⢏をከྵࡃ
ࡴ

Ⰻዲ -

519 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 ⏎Ⅲ - - (7.3 リࢬࢣࡣ⬗,ࢹࢼ
ᚋࢹࢼࢣࣁ

ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ
㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/4

ȭ1ੈ⛬ࡢ小♟
をྵࡴ

Ⰻዲ ╔ࢫࢫ

520 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - - - (6.0 リࢬࢣ ࢹࢼ ᬯ〓Ⰽ 10YR 3/3
◁⢏ࡾ࡞ࡀ
ΰる

Ⰻዲ ෆ㠃ཱྀ⦕部ࢣࣁࡣᚋࢹࢼ

521 Ⅲ - ᆗ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㡲ᜨ器 - (14.4 (11.2 3.1 ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ,ᗏ部
㏆ࢬࢣリ

㯮Ⰽ 7.5YR 2/1
▼ⱥ⢏ࡀከ量
ΰධする

ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᅇ㌿ࢹࢼ

522 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 㡲ᜨ器 - (14.6 9 (1.9 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ 7.5Y 6/1
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ΰる)

ሀ⦓ ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᑀࢹࢼ࡞

523 Ⅲ - 埦 ᗏ部 㡲ᜨ器 - - 7 (1.5 - ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ 7.5Y 5/1
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ከࡃΰる)

ሀ⦓ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ

524 - - ᆗRU─ ᗏ部 㡲ᜨ器 - - 3.8 1.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊㯤Ⰽ 2.5Y 7/2 ⢭⦓ ሀ⦓ ᗏ部እ㠃⣒ษࡾ

525 Ⅲ - ᆗRU埦 ཱྀ⦕部㹼⬗部 㡲ᜨ器 - (14 (7.7 (5.0 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ 5Y 6/1
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ከࡃΰる)

Ⰻዲ -

526 Ⅲ - ᆗRU埦 ཱྀ⦕部 㡲ᜨ器 - (11.6 - (3.0 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊㯤〓Ⰽ 10YR 6/2 ⢭⦓ ሀ⦓ 㡲ᜨ器?

527 Ⅲ - ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 㡲ᜨ器 - 15.6 10.4 1.8 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ 5Y 6/1
⢭⦓(ⓑⰍ⢏ࡀ
ΰる)

ሀ⦓ ぢ㎸ࡣࡳᑀࢹࢼ࡞,ᗏ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋᑀࢹࢼ࡞

528 Ⅲ -  - 㡲ᜨ器 - (15.2 - (3.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊Ⰽ 5Y 6/1 ⢭⦓ࠉ ሀ⦓ -

529 Ⅲ - ና ཱྀ⦕部 㡲ᜨ器 - (40 - (7.2 ࢹࢼࢣࣁ
᱁子࢟ࢱࢱ,ᶓ

ࢹࢼ,ࢹࢼ
⅊〓Ⰽ 10YR 5/1 ⢭⦓(▼ⱥΰる) ሀ⦓ -

530 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 㡲ᜨ器 - (18.8 - (6.1 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤⅊Ⰽ 2.5Y 5/2 ⢭⦓ ሀ⦓
⮬↛㔙,ෆ㠃㸸⫪ୗ ྠᚰ࢟ࢱࢱ,እ㠃㸸⫪部 ᱁
子࢟ࢱࢱ

531 Ⅲ - ⏎ 㢕部 㡲ᜨ器 -
㢕径
16.2

- - ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤⅊Ⰽ 2.5Y 4/1 ⢭⦓ ሀ⦓
⮬↛㔙,ෆ㠃㸸⫪部 ྠᚰ࢟ࢱࢱ,እ㠃㸸⫪部 ᱁子
࢟ࢱࢱ

532 Ⅲ - ና ᗏ部 㡲ᜨ器 - - 12 (8.8
ᣦ㢌ᅽ,ᙉ
ࢹࢼᶓ࠸

ᗏ部㏆ࢬࢣ
リᚋࢹࢼ

⅊ⓑⰍ 10YR 7/1 ⢭⦓ Ⰻዲ እ㠃ᗏ部㏆ࢬࢣリᚋࢹࢼ

533 Ⅲ - ና ⬗部㹼ᗏ部 㡲ᜨ器 - - 16.8 (7.8
ᙉࡃᣦ㢌ᢲᅽࡋ

ࢹࢼᶓࡽࡀ࡞

᱁子"࢟ࢱࢱᚋ
ࢹࢼ

⅊Ⰽ 5Y 6/1 ⢭⦓ ሀ⦓ -

534 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 土ᖌ器 - (19.9 - (7.7 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ -

535 Ⅲ - 小ና ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (12.2 - (4.2 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/2 ⢭⦓ Ⰻዲ -

536 Ⅲ - - ᗏ部 土ᖌ器 - - 8 (1.8 - - - - - - -

537 Ⅲ b ⪥─ ᗏ部 土ᖌ器 - - 7.2 (2.3 ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/6 ⢭⦓ ᬑ通 ᗏ部እ㠃ࣛ࣊ษࡾᚋࢹࢼ

538 Ⅲ b  - 土ᖌ器 - - - - ୖ㠃㸸ᅇ㌿ࢹࢼ - 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᅇ㌿ࢹࢼ,୰ᚰ㏆ࢹࢼࡣࡃ

539 Ⅲ - ↝ሷና ⬗部 土ᖌ器 - - - - ᕸ┠ ᣦ㢌ᅽ,ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
⢭⦓(ࡎࢃ
小♟ࡀΰる)

Ⰻዲ ᕸ┠

540 Ⅲ b ↝ሷና ⬗部 土ᖌ器 - - - - ᕸ┠ ᣦ㢌ᅽ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/8 ⢭⦓ Ⰻዲ ᕸ┠

541 - - 紡錘車 - 土製品 - (6.4
✸Ꮝ
(0.9

厚さ
(0.7

- - ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 ⢭⦓ Ⰻዲ 土ᖌᆗ,ᗏ部ࡢ⏝?

542 - - 紡錘車 - 土製品 - (6.0
✸Ꮝ
(0.8

厚さ
(0.8

- - ὸ㯤ᶳⰍ 7.5YR 8/4
⢭⦓(㉥Ⰽ⢏を
ⱝᖸྵࡴ)

Ⰻዲ 土ᖌ器ᗏを⏝

543 ⾲ - 紡錘車 - 土製品 - (7.0
✸Ꮝ
(0.8

厚さ
(1.3

ࢹࢼ - 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᣦ㢌ᅽ

544 Ⅲ - እ⪥ - - - - - -
ୖ㠃,ୗ㠃,ഃ
㠃,ᣦࢹࢼ㸽

- ᶳⰍ 7.5YR 7/6
◁⢏をࡎࢃ
ࡴྵ

Ⰻዲ -

545 Ⅲ - ⏋ ᢕᡭ - - (42.0 (38.3
(12.0
௨ୖ

ᩳࢬࢣࡢリ
࡞ᚋᑀ"ࢣࣁ
ࢹࢼ

ᶳⰍ 7.5YR 6/6
⢭⦓࡛࠶るࡀ.小

ΰるࡃከࡀ♟
Ⰻዲ ᢕᡭ部ࢹࢼࡣ,ᣦ㢌ᅽ

546 Ⅲ - ⏋ ᢕᡭ - - - - - ᩳࢬࢣࡢリ ࢹࢼᚋࢣࣁ ᶳⰍ 5YR 6/6 ◁⢏ࡀΰる ⦔ሀࠉ ᢕᡭ部ࢹࢼࡣ,ᣦ㢌ᅽ

547 Ⅲ - ⏋ ᢕᡭ - - - - - ᩳࢬࢣリ ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6
◁⢏をྵࡴ,ȭ1ੈ

ΰるࡀ♟小ࡢ⛬
Ⰻዲሀ⦓ ᢕᡭ部ࢹࢼࡣ,ᣦ㢌ᅽ

548 Ⅲ - 㖊 ୗ⬗部㹼⬮部 - - - (19.1 -
ࢼリᚋࢬࢣ
ᣦ㢌ᅽ,ࢹ

ᣦ㢌ᅽ,ࢹࢼ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ ሀ⦓ -

549 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部 - - (33 - (12.8
ᕤලࢣ,ࢹࢼ
ࢹࢼリ,ᣦࢬ

ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ,

リ,ᣦ㢌ᅽࢬࢣ
ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4

⢭⦓(◁⢏ࡀΰる,㉥Ⰽ
⢏ࡶΰる) Ⰻዲ -

550 Ⅲ - ና ᗏ部 - - - 13 (4.5 ᕤලࢹࢼ ࢹࢼリᚋࢬࢣ ᶳⰍ 7.5YR 7/6
◁⢏をከࡴྵࡃ,
ⓑⰍ⢏ࡘ❧┠ࡀ

Ⰻዲ -

551 Ⅲ - ና ᗏ部 - - - 9 (3.4 ┠ࢣࣁ
ᕤල࣑࢞,ࢹࢼ
ᣦ㢌ᅽ,࢟

㯤〓Ⰽ 10YR 5/6
◁⢏をྵࡴ,▼
ⱥࡘ❧┠ࡀ

Ⰻዲ -
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552 ⾲ - ῝㖊 ⬗部 ⦖ᩥ - - - - ࢹࢼ ᒣᙧᢲ型ᩥࡾ࠶ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 5/4
◁⢏をྵࡴ,▼

ⱥ,長▼
Ⰻዲ ᢲ型ᩥRUᡭྥᒣ

553 Ⅲ - ῝㖊 ⬗部 ⦖ᩥ - - - - ࢹࢼ ᢲ型ᩥ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ▼ⱥ,長▼ Ⰻዲ ᡭྥᒣ,ᒅ᭤部✺ᖏ

554 ⾲ - ῝㖊 ⬗部 ⦖ᩥ - - - - ࢹࢼ ㈅Ẇ᮲ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/3 ▼ⱥ Ⰻዲ
๓ᖹᘧ土器,ᴂࡾ࠶,่✺ᩥ(ᴂ࿘㎶),㈅Ẇ⭡⦕ࡼる่✺ᩥ,㈅Ẇ⭡⦕

る᮲ࡼ

555 ⾲ - ῝㖊 ⬗部 ⦖ᩥ - - - - ࢹࢼ ᴂࡾ࠶㸪่✺ᩥ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ◁⢏をྵࡴ,▼ⱥ Ⰻዲ ๓ᖹᘧ土器

556 ⾲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - - - - ᕤලࢹࢼ ㈅Ẇ᮲ 㯮〓Ⰽ 10YR 3/1 ▼ⱥ Ⰻዲ
๓ᖹᘧ土器,ཱྀ၁部ࡳ้,እ㠃㈅Ẇ⭡⦕ࡼるᶓ่ࡢ✺ᩥ,

⦪่ࡢ✺ᩥ

557 Ⅲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - - - - - - ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 7/4 ▼ⱥ,長▼ Ⰻዲ ᒾᮏࣉࢱ,ཱྀ⦕部ࡳ้,እ㠃㈅Ẇࡼる่✺ᩥ

558 Ⅲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - (20.8 - (7.8 ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ㈅Ẇ᮲ ᶳⰍ࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ◁⢏をྵࡴ,▼ⱥ Ⰻዲ ▼ᆏ,ཱྀ၁部ࡳ้┠,㈅Ẇ่✺ᩥ㸪⿵ಟᏍࡾ࠶

559 ϫ - ῝㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⦖ᩥ - (31.8 - (6.5 ㈅Ẇ᮲ᚋࢹࢼ ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4
◁⢏をྵࡴ,▼

ⱥ,長▼
Ⰻዲ ㈅Ẇ᮲,ཱྀ၁部Წ≧ᕤල้࡛ࡳ┠

560 ⾲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⦖ᩥ - (34.8 - (8.6
⬗部㸸ࢬࢣリᚋࢹࢼ,
ཱྀ⦕部㸸ࢹࢼ

ཱྀ⦕部㸸ࢬࢣリᚋࢼ

部㸸⬗,ࢹࢼ部㸸⫪,ࢹ

"ࢹࢼリᚋࢬࢣ
㯮Ⰽ 10YR 2/1 ▼ⱥ Ⰻዲ 㯮ᕝ

561 Ⅲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - - - (5.4 ᑀ࡞ᕤලࢹࢼ ᕤලࢹࢼ 㯮〓Ⰽ 7.5YR 3/1 ▼ⱥ,ⓑⰍ⢏ Ⰻዲ 㯮ᕝ

562 Ⅲ - ῝㖊 ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 ⦖ᩥ - - - (5.6 ࢹࢼ リࢬࢣ 㯮〓Ⰽ 10YR 3/1
◁⢏をྵࡴ,▼

ⱥ,長▼
Ⰻዲ 㯮ᕝ

563 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - - - - ࣑࢟࢞
ཱྀ⦕部ࢹࢼ(

ᑀ),ୗࢬࢣリ
㯮Ⰽ 5Y 2/1

ȭ1ੈ௨ୗࡢ小♟ࡀ

ᑡࡋΰる,▼ⱥ Ⰻዲ 㯮ᕝ

564 Ⅲ - ὸ㖊 ཱྀ⦕部 ⦖ᩥ - - - - ࣑࢟࢞ࡣୖ,ࢹࢼ ࣑࢟࢞ 㯮〓Ⰽ 5YR 2/1 ▼ⱥ Ⰻዲ 㯮ᕝ,ཱྀ⦕部ỿ⥺ࡀ㸯᮲

565 Ⅲ - ὸ㖊 ⬗部 ⦖ᩥ - - - - ࣑࢟࢞ 㸩⤌⧊ࢹࢼ ㉥ᶳⰍ࠸ࡪ 5YR 5/4
▼ⱥ,ⓑⰍ⢏を

ࡴྵ
Ⰻዲ -

566 Ⅲ - ῝㖊 ᗏ部 ⦖ᩥ - - 11 (3.7 ࢹࢼ ࢹࢼ ᶳⰍ 5YR 6/6
小♟,◁⢏ࡀ┠

ࡘ❧
Ⰻዲ ᚋᮇ"

567 Ⅲ - ⏎ ཱྀ⦕部 ᘺ⏕ - - - (5.8 ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ᕤලࢹࢼ ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 2.5YR 4/4 ◁⢏をྵࡴ Ⰻዲ ධ᮶ᘧ土器(ᘺ⏕୰ᮇ๓༙),ỿ⥺ᩥ(�᮲)

568 Ⅲ - ⏎ ⬗部 ᘺ⏕ - - - - ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ
ࢼᕤල,࣓ࢣࣁ

ࢹࢼᣦ,ࢹ
Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ᖏᩥ✺┠ࡳ้

569 Ⅲ - ⏎ ⬗部 ᘺ⏕ - - - - ࢹࢼ ࣓ࢣࣁ Ⰽ〓࠸ࡪ 7.5YR 5/4
ⓑⰍ⢏をࡎࢃ

ࡴྵ
Ⰻዲ ᘺ⏕"้ࡳ┠✺ᖏᩥ

570 Ⅲ - ⏎ ⬮部 古ቡ - - (9.0 - ᣦࢹࢼ,ᣦ㢌ᅽ ࢹࢼᣦ,ࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ▼ⱥ,長▼ Ⰻዲ ᡂᕝ"

571 Ⅲ - 㧗ᆗ ⬮部 古ቡ - - (9.0 - ⬮ෆ㠃㸸ᣦࢹࢼ ⬮እ㠃㸸ᕤලࢹࢼ ᫂㉥〓Ⰽ 2.5YR 5/6
大⢏ࡢ◁⢏ࡀ

ΰる
ሀ⦓ ࡾ࠶✰㸲ಶ部ศࡑすࡢ⬮

572 Ⅲ - ⏎ ᗏ部 ᘺ⏕ - - 7.2 (3.4 ࢹࢼリ,ᣦࢬࢣ ࢹࢼ,"ࢹࢼリᚋࢬࢣ ⅊〓Ⰽ 7.5YR 4/2
◁⢏をྵࡴ,㉥Ⰽ⢏

ࡘ❧┠ࡀ Ⰻዲ ᘺ⏕

573 Ⅲ b ᆗ ᗏ部 土ᖌ器 - - 7.2 (1.4 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 7/4 ⢭⦓ Ⰻዲ ぢ㎸ࡳ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ᅇ㌿⣒ษࡾ

574 Ⅲ - ᆗ ⬗部㹼ᗏ部 土ᖌ器 - - 㸦�.� (1.5 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ⅊〓Ⰽ 7.5YR 5/2 ⢭⦓ Ⰻዲ
ᗏ部ෆ㠃ࡣ㟼Ṇࢹࢼ,ᗏ部እ㠃ࡣᅇ㌿⣒ษࡾᗏ,ᗏ部ࡢࢱࢤṑ≧ฝ

部ࡾ࠶(ษࡾ㞳ࡋᚋྎࡁ⨨ࡢఱࡢ㊧")

585 Ⅲ - ⅹ ྲྀᡭ ⎰器 - - - - - - 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/3 ⢭⦓ ሀ⦓ ࣑࢟࢞ᚋࡢࡑ,ࢹࢼᚋࡢリࢬࢣࣛ࣊

586 Ⅲ - ⰼ㖊 ᗏ部 土ᖌ器 - - 11.8 (5.3 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᶳⰍ 7.5YR 6/6 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ径⬮୕ࡽ᥎ᐃࡓࡋ,ᗏ部እ㠃ࢹࢼ

587 Ⅲ - 㤶⅔ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 土ᖌ器 - (10.9 8.2 3.6 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ 㯤ᶳⰍ,୍部ᶳⰍ
7.5YR

8/8,2.5YR 6/8
⢭⦓ Ⰻዲ -

588 ⾲ - 㖊 ᗏ部 - - - - (1.4 ࢹࢼ ࢹࢼ - - ⢭⦓ Ⰻዲ -

589 Ⅲ -  - 土ᖌ器 - - 14.2 (1.1 ୖ㠃ࢹࢼ ᶓࢹࢼ ⅊㯤〓Ⰽ 10YR 6/2 ⢭⦓ Ⰻዲ ᗏ㠃ࢫࢫ,ࢹࢼࢣࣁ╔

591 ⾲ - Ⲕ㔩 ⫪部 - - - - - ࢹࢼ - 㯤⅊Ⰽ 2.5Y 5/1 ⢭⦓ Ⰻዲ ỿ⥺(ᶓ),ᩥࣉンࢱࢫ

592 Ⅲ - 小ና ⬗部㹼ᗏ部 ⎰㉁ - - 5.8 (3.1 ᕤලࢹࢼ,ᣦ㢌ᅽ
ᕤලࢹࢼ(⦪᪉
ྥ)ᚋࢹࢼ 〓⅊Ⰽ 10YR 6/1 ⢭⦓ Ⰻዲ ᚨ≧

593 Ⅲ - ▼鍋 ཱྀ⦕部 - - - - (3.8 - - እ㠃㸸㯮Ⰽ 10YR 1.7/1 - - ཱྀ⦕部እ㠃㏆ࢫࢫ╔

614 Ⅲ - ேᙧ - - - - - (6.8 - - ⅊ⓑⰍ 2.5Y 7/1 ⢭⦓ Ⰻዲ -

616 Ⅲ - 㖊 ཱྀ⦕部 - - - - - ᕤලࢹࢼ,ᣦࢹࢼ ࣓ࢣࣁ 㯮〓Ⰽ 10YR 3/1 ⢭⦓ ሀ⦓ -

631 Ⅲ - るࡰࡘ ཱྀ⦕部 土ᖌ器 - (10.4 - (4.1 - ᣦ㢌ᅽ ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/4 ⢭⦓ Ⰻዲ る࠸࡚ࡋ㉁ࢫࣛ࢞

632 Ⅲ - ⩚ཱྀ - - -
እ径

(5.5

྿出ཱྀ径

(2.0 - - ᣦ㢌ᅽ 㯤ᶳⰍ࠸ࡪ 10YR 6/4 ⢭⦓ Ⰻዲ 径᥎ᐃ⣙2ཱྀ,(ኚ⇕)ࢣࣖ

633 Ⅲ - ⩚ཱྀ 先端㏆ - -
እ径᥎ᐃ

(6.0

྿出ཱྀ径

᥎ᐃ(2.3 - - - ⅊ⓑⰍ 10YR 8/1
⢭⦓࡛◁⢏ࡎࢃࡀ

ΰる Ⰻዲ る࠸࡚ࡋ㉁ࢫࣛ࢞ࡸࡸ,ࡋ㉥ኚࡣ㠃⾲,ࡋ⼥⁐

第��図
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部

Ⰽㄪ

⫾土掲載番号

出土層

挿図番号 器種

第��図

第��図

考備ᡂ↝大ศ㢮 小ศ㢮
ཱྀ径
(cm)

ᗏ径
(cm)

器㧗
(cm)

ㄪᩚ

L1 L2 ཱྀ径 ᗏ径 器㧗

575 Ⅲ - ☢器 㟷☢ ᆗ ཱྀ⦕部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 6/2 య - - (�.7 ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - ୖ⏣ศ㢮'㢮

576 Ⅲ b ☢器 ⬗部㹼ᗏ部 ☇ ⬗部㹼ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/2 㟷☢㔙 10Y 6/� య - 4.6 4.1 ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - -

577 - - ☢器 㟷☢ ☇ ཱྀ⦕部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 6/2 య (1�.4 - (�.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - ୖ⏣ศ㢮&㢮,㞾ᩥ

578 Ⅲ b ☢器 㟷☢ ☇" ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 8/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 6/2 య 5.5 - (�.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - ୖ⏣ศ㢮E�

579 Ⅲ - ☢器 㟷☢ ☇ ཱྀ⦕部㹼⬗部 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ㏱᫂㔙(᫂㯤〓Ⰽ) 10YR 7/6 య (1�.8 - (�.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - ୖ⏣ศ㢮E㢮

580 Ⅲ - ☢器 㟷☢ 小─ ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 10Y 7/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 6/2 య (1�.0 - (2.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - ୖ⏣ศ㢮�㢮�$

581 Ⅲ - ☢器 - ⛸ⰼ─ ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 5/2
ᗏ部,⬗部ᡤࠎ㔙ࡽࡀ
るࢀࡽぢࡀ部ศࡓࡗ࡞ (11.2 (�.4 2.8 ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ 1�&ᚋ༙ -

582 Ⅲ - ☢器 㟷☢ ┙ ⬗部㹼ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ⅊Ⰽ) 10Y 6/2 ᗏ部୰ኸ㔙ࡀࡂぢࢀࡽる - (�.6 (2.1 ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ - -

58� Ⅲ - ⎰器 ᧧㖊 ᧧㖊 ⬗部 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 - - - - - (2.4 - ୰ୡ -

584 Ⅲ - ⎰器 ᧧㖊 ᧧㖊 ཱྀ⦕部㹼⬗部 ᫂㯤〓Ⰽ 10YR 7/6 - - - (12.2 - (1�.2 - ᫂ ὀཱྀࡾ࠶

第��図 590 Ⅲ - ⎰㉁土器 - ⩚㔩 ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 - - - (1�.0 - (�.1 - - -

594 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ ─ ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10Y 7/1 య (1�.8 - (1.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔
15&ᚋ༙"㹼

࡚ࡅ&16
-

595 Ⅲ - ☢器 ᰁ ─ ཱྀ⦕部 ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/1 ㏱᫂㔙 - య (1�.2 - (1.� ୰ᅜ࣭ᬒᚨ㙠 - 小㔝ศ㢮)㢮

596 - - ☢器 - - ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 10YR 7/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10Y 7/1 ␚௨እ - (�.� (2.1 ୰ᅜ࣭ₛ⾗❔ 16&ᮎ㹼17&ึ㢌 -

597 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ ─ ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 10Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 7.5Y 7/1 య (1�.8 - (2.� ୰ᅜ 1�&" -

598 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ ☇ ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 7/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10Y 7/1 య (1�.0 - (2.7 ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ 15&ᚋ༙㹼16&" -

599 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ - ཱྀ⦕部 ⅊ⓑⰍ 7.5YR 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10Y 7/1 య - - (2.5 ୰ᅜ " -

600 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ ☇ ཱྀ⦕部㹼⬗部 ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10YR 7/1 య (1�.� - (�.� ୰ᅜ࣭ᬒᚨ㙠 1�&ᚋ༙㹼1�& -

第��図

第�7図

法量(cm)

⏘ᆅ挿図番号 掲載番号

出土層

種別 ศ㢮 器種 ᮇ 備考部 ⫾土ࡢⰍㄪ Ⰽㄪグ号 㔙⸆ 㔙⸆グ号 㔙

第16表　その他出土遺物観察表

第17表　その他（陶磁器）観察表（ 1）
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L1 L2 ཱྀ径 ᗏ径 器㧗

601 Ⅲ - ☢器 㟷ⰼ ☇ ⬗部㹼ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 7.5Y 8/1 ␚௨እ - (�.4 (2.� ୰ᅜ࣭㱟Ἠ❔ 15Cᚋ༙㹼16C? -

602 Ⅲ - ☢器 ᰁ ─ ⬗部 ⅊ⓑⰍ 10Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10YR 7/1 య - (�.7 (1.4 ⫧๓ 18C -

603 Ⅲ - ☢器 ᰁ ─ ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 7.5Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 10YR 7/1 ␚௨እ - - (1.� ⫧๓ 18C -

604 Ⅲ - ☢器 ᰁ ⛸ⰼ─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/1 ㏱᫂㔙(⅊ⓑⰍ) 7.5Y 7/1 య(እᗏ㠃"↓㔙) (1�.0 (�.2 3 ⫧๓⣔ 1�C ᒣỈ⣠

605 Ⅲ - ☢器 ᰁ 小─ ཱྀ⦕部㹼ᗏ部 ⅊ⓑⰍ 2.5Y 8/1 ㏱᫂㔙 - ␚௨እ (�.2 3.6 (2.� ᖹబ?ᅾᆅ? - -

606 Ⅲ - 㝡器 㱟㛛ྖ ☇ ᗏ部 ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 2.5YR 4/4 鉄㔙"(ᬯ〓Ⰽ) 7.5YR 3/3 ␚௨እ - 3.4 (1.5 㱟㛛ྖ 1�&ᚋ༙ ぢ㎸ࡳ㍯≧㔙ࡂ

607 Ⅲ - 㝡器 - 土⎼ࡢ 欠損ࡳࡲࡘ ㉥Ⰽ 10R 4/8 ㏱᫂㔙(࢜リ࣮ࣈ㯮Ⰽ) 7.5Y 3/2 ୖ部ࡳࡢ 4.3 6.� (2.6 ⱑ௦ᕝ - -

608 Ⅲ - 㝡器 - - ⬗部㹼ᗏ部 ⅊Ⰽ 10Y 6/1 鉄㔙(࠸ࡪ㉥〓Ⰽ) 2.5YR 4/3 ᗏ部௨እ - (�.8 (1.4 ❿㔝 - -

60� Ⅲ - 㝡器 - 土⎼ ᗏ部㹼⬮部 㯤ᶳⰍ 10YR 8/6 ᴟᬯ㉥〓Ⰽ 7.5R 2/2 先端௨እࡢ⬮ -
⨨ࡢ⬮)

8.0
(�.6 ❿㔝 - -

610 Ⅲ - 㝡器 - 土⎼ ᗏ部 ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3 鉄㔙(㯮〓Ⰽ) 7.5YR 3/1 ᗏ部௨እ - - (1.8 ❿㔝 - る࠸࡚ࢀ㔙さࡶ⬮

611 Ⅲ - 㝡器 - 土⎼ ⬮部 ὸ㯤ᶳⰍ 10YR 8/3
鉄㔙(ෆ㠃ࡣᬯ㉥〓Ⰽ,እ

㠃ࡣ㯮〓Ⰽ)

2.5YR 3/4,

10YR 2/2
య - - (2.5 ❿㔝? - -

612 Ⅲ - - 㱟㛛ྖ ᛴ㡲ὀཱྀ - ⅊Ⰽ 7.5Y 4/1 ㏱᫂㔙(⅊࢜リ࣮ࣈⰍ) 7.5Y 6/2 እ㠃య - - - 㱟㛛ྖ ᖥᮎ௨㝆 ⫙࣓ࢧ

613 ⾲ - 㝡器 ⅉ᫂ල ⅉ᫂ලཷྎࡅ ᙧ品 ㉥〓Ⰽ࠸ࡪ 2.5YR 5/4 鉄㔙(ᬯ〓Ⰽ) 7.5YR 3/4 ཱྀ၁部,ᗏ௨እ 6.2 4.2 5.3 - - -

615 Ⅲ - 㝡器 ⌰⌫ ናRU⏎? ⬗部 ㉥〓Ⰽ 2.5YR 4/8 - - - - - - ⌰⌫ 18C?
ෆ㠃㸸ᣦ㢌ᅽ,ᶓࢹࢼ,

እ㠃㸸ࢹࢼࣛ࣊ࡾ࠶

ᮇ 備考部 ⫾土ࡢⰍㄪ Ⰽㄪグ号 㔙⸆ 㔙⸆グ号 㔙

第�7図

法量(cm)

⏘ᆅ挿図番号 掲載番号

出土層

種別 ศ㢮 器種

L1 L2

617 - - 㯮᭙▼ - (2.8 (2.3 2.1 14.5 -

618 Ⅲ - 㯮᭙▼ - (4.4 (4.2 1 19 -

619 - - 㯮᭙▼ - (3.7 (3.1 1 12.6 -

620 Ⅲ - ⰼ࢘ࢥᒾ すࡾ▼ 9 7.3 6.1 595 -

621 Ⅲ - Ᏻᒣᒾ - 8.8 4.4 5.1 395 ࿘ᅖ࠶ࡀ⇕⿕ࡢ⛬2ੈる

622 Ⅲ - ࢺ࣮ࣕࢳ ◒▼ 6.2 3 0.4 70.5 -

623 Ⅲ - ◁ᒾ ◒▼ (7.8 (8.2 2.2 250.3 -

624 ⾲ - ◁ᒾ ◒▼ (7.3 (6.2 1.8 110.2 -

625 Ⅲ - ㍍▼ � 6.5 14.1 1.5 60 -

626 - - ㍍▼ - (9.9 8.1 4.7 160 ⢓土╔

627 - - จ⅊ᒾ 㔠ᗋ▼ 31 23.8 13.8 11700 ᡴ㠃ࡓࡋ考ࢀࡽ࠼る㠃ࡣ㉥ኚ࠸࡚ࡋる

628 Ⅲ - 㯮Ⰽ㡫ᒾ ◻▼? 2.2 1.8 0.6 5.1 -

629 Ⅲ - ◁ᒾ ◻▼? 2.1 1.6 0.8 4 -

630 Ⅲ - 㯮Ⰽ㡫ᒾ ◻▼? 1.5 1.3 0.5 1.7 -

第71図 634 Ⅲ - จ⅊ᒾ � (19.7 8.1 11.4 1900 ▼ᮦᩚ≦ࢡࢵࣟࣈࡣᙧさࢀ,ୖ㠃ྠࡣᵝ࡞▼ᮦを✚ࡳ重࡞࠺ࡼࡓ࠸࡚ࡡ㊧ࡀ☜ㄆ࡛ࡁる

備考掲載番号

出土層

重さ(J㸧厚さ(cm)幅(cm)長さ(cm)器種▼ᮦ

第��図

第��図

第7�図

挿図番号

厚大最幅大最長大最2L1L

635 Ⅲ - 鉄製品 埦型滓 7.4 6.2 3 222 -

636 Ⅲ - 鉄製品 埦型滓 5.5 6.2 2.9 158.1 -

637 Ⅲ - 鉄製品 小型埦型滓 5.3 5.7 1.6 76.2 -

638 Ⅲ - 鉄製品 埦型滓 5.6 5 1.9 52.1 -

639 Ⅲ - 古銭 - 直径 2.1 - 0.1 2 洪武通宝

640 Ⅲ - 鉄製品 雁股鏃 (7.1 (4.7 (1.0 26 -

641 Ⅲ - 鉄製品 小札? 3.9 2.9 0.9 4.7 -

642 Ⅲ - 鉄製品 小札? 2.9 2 0.1 2.4 -

643 Ⅲ - 鉄製品 短剣 17.3 3.1 1.1 54 -

644 Ⅲ - 鉄製品 刀子 (9.8 (2.5 (0.4 27.7 -

645 - - 鉄製品 刀子 (11.5 (1.2 (0.2 12.4 基部,先端を欠損する

646 Ⅲ - 鉄製品 刀子 13.5 (1.2 (0.3 17.1 -

647 Ⅲ - 鉄製品 刀子 15 1.5 0.9 30.6 -

648 Ⅲ - 鉄製品 刀子 柄部? (4.5 1.5 (0.6 8.2 -

649 Ⅲ - 鉄製品 刀子 (5.1 (1.3 (0.9 8.1 -

650 Ⅲ - 鉄製品 鉄鍋? 5.5 5.4 2 75 -

651 Ⅲ - 鉄製品 紡錘車 3.6 3.6 (0.9 31.7 -

652 Ⅲ - 鉄製品 - (5.7 (1.2 (0.1 14 -

653 Ⅲ - 鉄製品 リング? 2.3 2.2 0.05 4.5 -

654 Ⅲ - 鉄製品 - 5.3 3.5 0.7 2.4 -

655 Ⅲ - 鉄製品 角釘 4.7 1.1 1 8.1 -

656 Ⅲ - 鉄製品 釘 3.7 1 0.7 4.3 -

第71図

第72図

考備)g(さ重挿図番号 掲載番号

出土層

種別 器種

法量(cm)

第18表　その他（陶磁器）観察表（ 2）

第19表　その他（石製品）観察表

第20表　その他（鉄製品）観察表
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1 　ଌఆର試料
　川上城跡は，鹿児島県鹿児島市川上町字加栗山に所在
する。測定対象試料は，方形土坑 5埋土中出土土器付着
炭化物（ 1：IAAA-120003）1 点である（表 1）。炭化物は，
土器片の内面に薄く付着したものや，溝状にややくぼん
だ部分に残るようにして付着していたものなどが採取さ
れた。

2 　ଌఆͷҙٛ
　試料が出土した遺構が利用された時期を特定する。

3 　Խֶॲཧఔ
（1）メス・ピンセットを使い，根・土等の付着物を取り

除く。
（2）酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理

により不純物を化学的に取り除く。その後，超純
水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA処
理における酸処理では，通常 1 mol/ℓ（ 1 M）の塩
酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナト
リウム（NaOH）水溶液を用い，0.001Mから 1 Mま
で徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ
濃度が 1 Mに達した時には「AAA」， 1 M未満の場
合は「AaA」と表 1に記載する。

（3）試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。
（4）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
（5）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し，

グラファイト（C）を生成させる。
（6）グラファイトを内径 1 mmのカソードにハンドプレ

ス機で詰め，それをホイールにはめ込み，測定装
置に装着する。

û 　ଌఆ方法
　加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC社
製）を使用し，14Cの計数，13C濃度（13C/12C），14C濃度
（14C/12C）の測定を行う。測定では，米国国立標準局
（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料
とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も
同時に実施する。

ü ग़方法ࢉ　
（1）δ13Cは，試料炭素の13C濃度（13C/12C）を測定し，

基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値
である（表 1）。AMS装置による測定値を用い，表
中に「AMS」と注記する。
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（2）14C年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中14C
濃度が一定であったと仮定して測定され，1950年
を基準年（ 0 yrBP）として遡る年代である。年代
値の算出には，Libbyの半減期（5568年）を使用す
る（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cによっ
て同位体効果を補正する必要がある。補正した値
を表 1に，補正していない値を参考値として表 2
に示した。14C年代と誤差は，下 1桁を丸めて10年
単位で表示される。また，14C年代の誤差（±1σ）は，
試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2％
であることを意味する。

（3）pMC（percent Modern Carbon）は，標準現代炭素
に対する試料炭素の14C濃度の割合である。pMCが
小さい（14Cが少ない）ほど古い年代を示し，pMC
が100以上（14Cの量が標準現代炭素と同等以上）の
場合Modernとする。この値もδ13Cによって補正す
る必要があるため，補正した値を表 1に，補正し
ていない値を参考値として表 2に示した。

（4）暦年較正年代とは，年代が既知の試料の14C濃度
を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の
14C濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値で
ある。暦年較正年代は，14C年代に対応する較正
曲線上の暦年代範囲であり， 1標準偏差（1σ＝
68.2％）あるいは 2標準偏差（2σ＝95.4％）で表
示される。グラフの縦軸が14C年代，横軸が暦年較
正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される
値は，δ13C補正を行い，下一桁を丸めない14C年代
値である。なお，較正曲線および較正プログラムは，
データの蓄積によって更新される。また，プログ
ラムの種類によっても結果が異なるため，年代の
活用にあたってはその種類とバージョンを確認す
る必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，
IntCal09データベース（Reimer et al. 2009）を用い，
OxCalv4.1較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）
を使用した。暦年較正年代については，特定のデー
タベース，プログラムに依存する点を考慮し，プ
ログラムに入力する値とともに参考値として表 2
に示した。暦年較正年代は，14C年代に基づいて較
正（calibrate）された年代値であることを明示する
ために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という
単位で表される。

ý 　ଌఆ結果
　方形土坑 5埋土中出土土器付着炭化物 1の14C年代は
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1490±30yrBP，暦年較正年代（1σ）は556～605cal AD
の範囲で示される。
　試料の炭素含有率は13％と低い値を示した。炭化物の
付着は良好とは言えず，採取した試料の中に若干土と見
られるものが混入し，完全には除去できない状態であっ
たことが原因として考えられる。このため，土に由来す
る炭素が混入している可能性を否定できず，年代値の扱
いには注意を要する。
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はじめに
　本報告では，川上城跡の礫集積，方形土坑から出土し
た炭化材について，木材利用を検討するための樹種同定
を実施する。

1 　試料
　試料は，B‒9区礫集積 2礫間，B‒11区礫集積 3礫間，
A・B‒11区方形土坑 4埋土中から出土した炭化材 3点（試
料番号 2～ 4）である。いずれも複数片の炭化材が認め
られる。

2 　分析方法
　試料を自然乾燥させた後，木口（横断面）・柾目（放
射断面）・板目（接線断面）の 3断面の割断面を作製し，

川上城跡から出土した炭化材の樹種
実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の
種類や配列を観察し，その特徴を現生標本および独立行
政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと
比較して種類（分類群）を同定する。
　なお，木材組織の名称や特徴は，島地・伊東（1982），
Wheeler他（1998），Richter他（2006）を参考にする。
また，日本産樹木の木材組織については，林（1991）や
伊東（1995，1996，1997，1998，1999）を参考にする。

3 　結果
　樹種同定結果を表 1に示す。なお，試料番号 2には，
2種類が認められた。検出された炭化材は，針葉樹 1分
類群（マツ属複維管束亜属）と広葉樹 3分類群（クリ・
イスノキ近似種・アワブキ属）に同定された。各分類群

Reimer, P.J. et al. 2009 IntCal09 and Marine09 radiocarbon age 

calibration curves, 0-50,000 years cal BP, Radiocarbon 51(4), 

1111-1150

 

表 1 

測定番号 試料名 採取場所 
試料 

形態 

処理

方法
δ13C (‰) 

(AMS) 

δ13C 補正あり 

Libby Age 

（yrBP） 
pMC (%) 

IAAA-120003 1 方形土坑 5 埋土中 土器付着炭化物 AaA -20.59 ± 0.50 1,490 ± 30 83.09 ± 0.26 

[#5063] 

表 2 

測定番号 
δ13C 補正なし 暦年較正用

(yrBP) 
1σ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲 

Age (yrBP) pMC （％） 

IAAA-120003 1,420 ± 20  83.84 ± 0.25 1,487 ± 25 556calAD - 605calAD (68.2%) 541calAD - 636calAD (95.4%)

[参考値] 

[参考]暦年較正年代グラフ 
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本産木材識別データベースと比較して種類(分類群)を同定す

る。 

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東(1982)、Wheeler

他(1998)、Richter 他(2006)を参考にする。また、日本産樹

木 の 木 材 組 織 に つ い て は 、 林 (1991) や 伊 東

(1995,1996,1997,1998,1999)を参考にする。 

� 結果 

樹種同定結果を表 1 に示す。なお、試料番号 2 には、2 種

類が認められた。検出された炭化材は、針葉樹1分類群(マツ

属複維管束亜属)と広葉樹3分類群(クリ・イスノキ近似種・

アワブキ属)に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。 

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ

科 
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の解剖学的特徴等を記す。
・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科
　軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道
管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで，晩
材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放
射組織は，仮道管，柔細胞，水平樹脂道，エピセリウム
細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管
内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列，
1 ‒10細胞高。
・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ
属
　環孔材で，孔圏部は 3 ‒ 4 列，孔圏外で急激に管径を
減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管の穿
孔板は単穿孔であるが，小道管に希に階段穿孔が認めら
れる。壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，
1 ‒15細胞高。
・イスノキ近似種（cf. Distylium racemosum Sieb. et 
Zucc.）
マンサク科イスノキ属
　散孔材で，道管は横断面で多角形，ほとんど単独で散
在する。道管の分布密度は比較的高い。木繊維は，ほと
んどが潰れている。道管は階段穿孔を有する。放射組織
は潰れており同性・異性の区別は不明。 1 ‒ 3 細胞幅，
1 ‒20細胞高。
　道管配列の特徴などから，イスノキの可能性があるが，
放射組織が潰れているなど，保存状態が悪いため，近似
種とした。
・アワブキ属（Meliosma）　アワブキ科 
　散孔材で，道管は単独または 2 ‒ 4 個が放射方向に複
合して散在する。道管は単穿孔および階段穿孔を有し，
壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性，1 ‒ 3 細胞幅，
1 ‒30細胞高。

表1　樹種同定結果
൪߸ ௐࠪ۠ Ҩߏ छྨ

� #Ȃ�۠ ूੵ�ɹؒ
クϦ
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û ߟ　
　B‒ 9 区礫集積 2礫間から出土した炭化材は燃料材と
考えられている。クリとイスノキ近似種が認められ，少
なくとも 2種類の木材が混在して利用されたことが推定
される。クリは，二次林などに生育する落葉高木で，木
材は重硬で強度が高い。イスノキ（近似種）は，暖温帯
性常緑広葉樹林の構成種であり，木材は極めて重硬・緻
密で，強度が高い。生育場所は異なるが，硬い材質の木

材であることが共通しており，燃料材として硬い木材を
選択した可能性がある。
　B‒11区礫集積 3礫間の炭化材も燃料材と見なされて
いる。樹種はアワブキ属で，礫集積 2出土炭化材 2とは
異なる木材が利用されている。アワブキ属には，落葉性
の種類と常緑性の種類があるが，本地域では常緑性のヤ
マビワなどが一般的である。ヤマビワとすれば，比較的
重硬で強度が高い部類に入り，強度の高い木材を選択し
ていた可能性がある。
　A・B‒11区方形土坑 4埋土中から出土した炭化材は，
遺構構成材の可能性が考えられている。この炭化材は，
針葉樹のマツ属複維管束亜属であった。マツ属複維管束
亜属は，二次林や海岸などに生育する常緑高木であり，
木材は軽軟であるが，強度・保存性は比較的高い。構成
材として，強度・保存性の高い木材が選択された可能性
がある。
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第 1節　古代の遺構
　古代の調査成果として，遺構は掘立柱建物跡 3棟，方
形土坑 9基，炉跡 2基，土坑14基，礫集積 3基，溝 6条，
畝状遺構 6条，ピット多数が検出されたことが挙げられ
る。遺構は，Ⅳ層上面，Ⅲb層上面の 2面から検出された。
包含層の遺物は土師器の椀，坏，皿，甕，須恵器の椀，坏，
皿，甕，壺，黒色土器，赤色土器，墨書土器，刻書・ヘ
ラ書き土器など多様な出土をみた。総点数15000点出土
し，14950点が類別でき，内656点を掲載した。

　遺構はⅣ層で掘立柱建物跡 3棟，方形土坑 5基，土坑
13基，溝状遺構，道跡が検出された。
　特徴的なことをあげると，検出された掘立柱建物跡 3
棟がすべてⅣ層検出であったこと，その内，掘立柱建物
跡 1が壁立建物跡の可能性が伺えること，大型のピット
で構成された掘立柱建物跡 3の存在。 5基の方形土坑の
内，焼土を伴う方形土坑 8の存在である。
　掘立柱建物跡は検出数こそ少ないものの大型ピットで
構成された掘立柱建物跡は，他の建物跡とは明らかに建
物規模が異なり，当該地の中心をなしていた，もしくは
中心をなす建物群を構成していた建物と考えられる。ま
た当該遺跡内から多量の墨書土器，刻書土器，ヘラ書き
土器が出土していることから，識字層や地元の有力者層
の人物が居住していた可能性が指摘できる。
　方形土坑 8は土坑やや東寄りの埋土上面に焼土跡が検
出された。Ⅳ層検出の焼土跡は供伴遺物からはどういう
目的で使用されたのか確定できないが，推測としてⅢb
層で検出される鉄滓等を伴う礫集積や，鞴羽口を伴う方
形土坑 5へとつながるものではないかと考えられる。

　Ⅲb層では方形土坑 4基，炉跡 2基，土坑 1基，礫集
積 3基が検出された。
　方形土坑 5では口径 2 cm程の先端部が溶融しガラス
質化した鞴の羽口が出土し，方形土坑 9では中央部が被
熱により赤化した焼土が確認され，さらに被熱赤化した
礫が集中して出土した。礫集積 1・ 2は被熱により赤化
した大型軽石で構成され，周辺に鉄滓も出土している。
　礫集積 3は土坑状の凹みの中に多くの鉄滓と円礫が出
土した，さらに埋土中には多くの炭化物が混入していた。
隣接して検出された炉跡 1・ 2の埋土は被熱によりしま
りがあり赤褐色を呈する。
　Ⅲb層検出遺構の特徴は上述したように鞴羽口を出土
する方形土坑 5，鉄滓や焼礫を出土する礫集積，炉跡の
検出など，製鉄鍛冶関連と思われる遺構の多さにある。

　Ⅳ層からⅢb層にかけて，居住の用を主とした土地利

ୈ üষɹ૯ׅ
用から，工房的役割を主とした土地利用への転換があっ
たものと思われる。この後，古代末～中世と考えられる
Ⅲa層にみられる造成（コンタ一部のみ記録のため未掲
載，土層断面図参照）が行われ，次の新たな土地利用，
すなわち中世山城川上城へと続くと思われる。今回調査
の遺構は，川上城へとつながる，地方の基盤が形成され
ていく過程を示すものと思われる。
　遺構の時期については，出土遺物の傾向からはⅣ層検
出遺構とⅢb層検出遺構を明確に時期区分できず， 9世
紀前半台から10世紀中頃の多少幅をもった時代設定をし
ておきたい。

第 2節　古代の遺物
　今回の発掘調査は，加栗山遺跡及び川上城の本丸にあ
たる地点の一部分である。出土遺物及び遺構は川上城が
城として機能し活用されていた時代より以前の古代のも
のが中心であった。出土した遺物の中でも土師器の量が
多い。

1　土師器について（坏，椀，皿）
　今回の発掘調査でもっとも出土量の多い遺物が土師器
であった。完形品もしくはそれに近い状態での出土も多
かった。
　坏，椀，皿のいずれもⅠ類に属するものは少ないこと
から，古代の比較的新しい時代のものが多い。
　出土した遺物を見てみると，食器として使用されたと
考えられるものが多数であるが，一部にススの付着が見
られたり，被熱により表面の調整痕が摩滅してしまった
りしているものもあった。一部は食器以外の用途として
転用された可能性がある。
　また，器種が同じであっても胎土や調整方法，色，器
形，法量等が全く異なる。このことは，同一の産地から
短期間での流入とは考えにくく，多くの産地から長期間
にわたり土師器の流入があったこと，土師器の流入に伴
う交易があったことが伺える。これらについては今後の
検討課題といえよう。

2　黒色土器について
　今回の調査で出土した黒色土器は，椀Ⅱ類に属するも
のが多く（15点）出土した。それぞれ内面のミガキ調整
方法に違いが見られる。大きく分類すると，ⅰ見込み部
分から外側に向かって放射状に磨くもの，ⅱ規則性がな
く，あらゆる方向に磨くものの二つに大別できる。見込
み部分が残っていないものについては，ⅰ縦方向のミガ
キ（底の方から口縁部に向かう，もしくは口縁部から底
に向かう），とⅱ横方向のミガキの二つに大別される。
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いずれも高台はハの字型に開く形状である。
　坏についてはいずれもⅡ類，皿については高台を持つ
皿Ⅱ類に属するものである。
　以上の点から考えて，黒色土器は古代の中でも後半部
分に位置付けられるものであろうと考えられる。また，
多くの出土量から考えて一般の人ではなく比較的富裕層
にあたる人たちが居住する場であったことを伺わせる。

3　赤色土器について
　赤色土器については，出土したものは椀もしくは坏の
いずれかであり，鉢などの中型遺物の出土は無かった。
多くが胴部内面，もしくは口縁部付近に工具によるミガ
キもしくはヘラナデ調整が施されていた。また色調も濃
いものから薄いものまで様々であった。
　このことから土師器同様多くの生産地から長期間にわ
たり流入してきたこと，そして赤色土器を介した交流が
行われていたことを伺わせる。　

4　墨書，刻書，ヘラ書き土器について
　今回の調査において特筆すべき点の一つとして墨書土
器の出土数が多かった点が上げられる。特に遺構内から
出土した「下田」と書かれた土師器からはこの地名が古
代にはすでに使用されていたことを示すものである。ま
た，「吉主」は，「（吉）めでたいこと」の「主（ぬし）」
と解釈が可能で，自らの権力誇示のために書いた可能性
がある（永山修一氏の御教示による）。また，「幸」など
これほど多くの墨書土器が出土する古代遺跡は県内でも
少ない。このことは，当時，本遺跡内に識字層が生活し
ていたことを想定させる。また「木」もしくは「不」も
多く出土した。持ち主の名前の一部の可能性も考えられ
るが，何を意味するものか，他の遺跡における墨書土器
と比較検討することが必要である。

5　土師甕について
　土師甕はⅠ類からⅢ類を設定した。口縁部外反胴部が
張り内面ケズリ調整が弱いものから，胴の張りが小さく
なり内面ケズリにより器壁を薄く仕上げ，口縁部内面に
稜線が明瞭に形成される，その後口縁部の外反度合いが
小さく，器壁が厚くなるといった傾向は， 9世紀前半か
ら10世紀中頃の変化の傾向を間断なく表している。この
時期継続的にこの地が利用されていたことを裏付けてい
ると言えよう。

　以上の点から考えて今回の調査範囲は古代においては
識字層もしくは権力を持った人たちが居住する場であっ
たことが伺える。

第 3節　その他の遺物
　旧石器～近世まで様々な遺物が確認されている。
旧石器では細石刃核，フレークが数点出土している。ま
た縄文になると前平式土器や石坂式土器，磨石など，後
背の加栗山遺跡出土の遺物に関連してくるものと考えら
れる。ほかに入佐式土器，黒川式土器などの晩期の土器
も出土した。また数点，弥生，古墳とおぼしき遺物も出
土している。
　中世の遺物は青白磁，青花，瓦質土器，石鍋等が出土
しているが点数としては少数であり，やはり後背丘陵か
らの崩落土に混ざり込んでの出土と考えられ，中世の時
期は遺跡の本体（活動の中心）は後背丘陵の川上城にあっ
たと考えられる。
　時代の特定の難しい遺物としては砥石，軽石製品，金
床石，鉄製品などがあげられる。坩堝，砥石，金床石な
どは製鉄関連遺構の多いⅢb層の時期に該当するとの想
定は可能である。

〈参考文献〉
鹿児島県埋蔵文化財センター　2004『九養岡遺跡・踊場
　　遺跡・高篠遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発
　　掘調査報告書（71）
中世土器研究会編　1995『概説　中世の土器・陶磁器』
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川上城跡全景（西側から撮影）
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古代の遺構（1）

図
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①　Ａ・Ｂ－１～３区Ⅳ層上面遺構検出状況　　②　Ａ・Ｂ－４～６区Ⅳ層上面遺構検出状況

ᶃ

ᶄ
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古代の調査・古代の遺構（2）
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①　Ｂ－12・13区Ⅳ層上面検出状況　　②　Ａ・Ｂ－９・10区Ⅲｂ層上面遺物出土状況
③　Ａ・Ｂ－７・８区土層断面　　④掘立柱建物跡１検出状況

ᶄᶃ

ᶆᶅ
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古代の遺構（3）
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①　掘立柱建物跡２完掘状況　　②　掘立柱建物跡３完掘状況

ᶃ

ᶄ
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古代の遺構（4）

①　方形土坑１内須恵器甕出土状況　　②　方形土坑２完掘状況　　③方形土坑３完掘状況
④　方形土坑４完掘状況
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①　方形土坑５完掘状況　　②　方形土坑６完掘状況　　③方形土坑７検出状況
④　方形土坑７完掘状況
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古代の遺構（5）



－ 108 － － 109 －

古代の遺構（6）

①　方形土坑８埋土断面　　②　方形土坑８完掘状況　　③方形土坑９遺物出土状況
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ᶅ
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ᶉ
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ᶆ

ᶊ

ᶄ

ᶈ

①　土坑２遺物出土状況　　②　土坑１，２完掘状況　　③土坑３検出状況　　④　土坑３完掘状況　　
⑤　土坑５検出状況　　⑥　土坑５完掘状況　　⑦　土坑７遺物検出状況　　⑧　土坑７緑釉陶器出土状況

古代の遺構（7）
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ᶆ
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ᶃ

古代の遺構（8）

①　礫集積２検出状況　　②　礫集積３検出状況　　③　炉跡１，２検出状況
④　炉跡１半裁状況　　⑤炉跡２半裁状況
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ᶄᶃ

①　Ａ・Ｂ－７～９区ピット完掘状況　　②　Ａ・Ｂ－10・11区ピット完掘状況
③Ｂ－５・６区ピット完掘状況
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古代の遺構（9）
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ᶉ

ᶅ

ᶇ

ᶃ

ᶆ

ᶊ

ᶄ

ᶈ

①　溝状遺構６検出状況　　②　Ｂ－10区ピット完掘状況　　③　Ｂ－３区焼土１検出状況
④　Ｂ－３区焼土１半裁状況　　⑤⑥　調査風景　　⑦　遺跡見学会（川上小学校６年生）
⑧　遺跡見学会（川上町内会）

古代の遺構（10）・調査風景・遺跡見学会
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古代の遺物（1）
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古代の遺物（2）
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古代の遺物（3）
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古代の遺物（4）
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古代の遺物（5）
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その他の遺物（1）
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その他の遺物（2）
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